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ご使用の前に 

•コンピュータをご使用の際は、おず r マニュアル」を 
よくお読みください。 

•「マニュアル」は、不明な点をいつでちお巧でさるよ5 
に、ずぐに取 D 出して見5れる場所にイ呆管してください。 


㈱ インフォメーションメニュー 

コンピュータ操作に役立つ情報や、トラブル 
時の対処方法などを収録しています。デスク 
トップ上のアイコンから起動します。 


㈱ ユーザーヴポートぺージ （ Web ) 

インフォメーシヨン六ニューよりをさ 5 に多く 
の役立つ最新情報を掲載しています。インフォ 
メーシヨンメニューか5アクセスでさます。 



















情幸良マップ (知りたい情漸ホどこにある？） 

本機に関する情報は、なの場所で見ることびでをます。 


• Windows の使用ち法を知りたい ♦ ソフトウェアの使用ち法を知りたい 

• 用語を調べたい • 周辺機器ロリンタ、デジタルカメラなど) 

の昼本のな使用ち法を知りたい 


• オプション製品(マウス 、 USB FDD 、 ソフトウェアなど)の使用ち法を知りたい 


• 本機の添付品を知りたい ♦ コンピュータの設置ちまを知りたい 

• Windows のセットアップち法を知りたい 
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>インターネットやメールをしたい 

ElE&f/ 



• CD / DVD を再生したし、 

EISSV 


>メモリを増設したい 

… Iste* 



>セキュリティ設定をしたい 


省 

' 無線 LAN に接続したい(オプション） 

叮の ) 


外部機器を接続したい 




• データを/わクアップしたい Bfetea 

• BIOS の設定を変更したい nwsM 

• HDD 領域を分けたし、 


再インストールをしたい BMsifc 
省電力で使いたい BlEhfc 
本機の仕様を知りたい KBaa 


トラスレを解巧したい 


• 最新情報を知りたい 


サポートサービス情報を知りたい 


お問い合わせ窓□を知りたい 


情報マップ 


知日たいこと 


購入時 


使いはじめ 
















































紙で添付されている情報です。 


圖 


コンピュータの画面で見る電子の情報です。電子の情報には次の2つがあります。 


0© インフオメーシヨンメニューの 情報 雜 ユーヴーヴポートぺージ ( Web ) の 情報 

紙マニュアルと同内容の PDF を r インフオメーシヨンメニュー」の「マニュアルびゅ一わ」で見ることわできます。 


情巧の場巧 




スタートアップガイド 


圖 0 © 


PC お役立ち情報 


「インフォメーションメニュー」 一「 PC お役立ち情漸 



オフシヨン製品のマニュアル 



ユーザーズマニュアル (本書） 


圖 0 © 


と6ぶる解ミ夫ナビ 


r インフオメーシヨンメニユー」 一 「と5ぶる解ミ夫ナビ」 


0 © r インフオメーシヨンメ 
ニュー」の詳細は、次のページを 
ご覧 < ださい。 


画 ]㈱ 


ユー ザーサポートページ 


http://www.epsondirect.co.jp/support/ 

(インフオメーシヨンメニューか6ちアクセスでさます） 


ヴポー h サービスのご 案内 


情報マップ 









































インフォメーシヨンメニューを使う 

本機には、便利で役立つ電子ツール「インフォメーションメニュー」び搭載されています。本機 
の使用ち法を巧りたいとをや、困つたとをなどにご利用ください。 


インフオメーシヨンメニユーの起動方法 


インフォメーションメニューを起動するには、なの3つの方法びあります。 

•1 Fn ) + ( F4 ] ( P ) を巧す 

•デスクトップのアイコンをダブルク U ック 

岛 

が 

インフォゴーシヨ 
ンゾニュー 

• [スタート] (®) -「インフォメーションメニュー」をクリック 


インフオメーシヨンメニューの I 具目 


インフオメーシヨンメこユーには、次の6項目があります（画面はイメージです）。 



本機に添付されているマニュアル 
(PDF) を見ることができます。 
マニュアルを見るには、 Adobe 
Reader のセットアップが必要です。 
と易 3p.l9 己「セツトアップ」 


技術的な情報やトラブルの辭巧ちま、 
保証サービスのご案内を掲載していま 
す。 BIOS やドライバ、マニュアルを 
ダウン□ー ドすることをできます。 


HI インフオメーシヨンメニユーを使ラ 






























































PC お役立ち情報 


と 5 ぶる解ミ夫ナビ 
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コンピュータに関する便利で役立つ情 
報や用語集を掲載しています。 


トラブルの辆ミ夫ちまを掲載していま 
す。困ったときにご覧ください。 




最新のヴポート情報を検索することが 
でさます。 


トラブルび解ミ夫しなか つたら 
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トラブルが锅ミ夫しなかったときにご覧 
ください。当社の各種問い合わせ窓口 
を掲載しています。 


インフオメーシヨンメニユーを使ラ 
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ご使用の前に 


本機を使い始める前に知っておいていただをたい 事項 や、取り扱い上のを 意な 
どを説明します。 


3 


B— 日 S の設定4 


再インスト—ル 5 


困つたとさは 


付録 




基本操作 
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装置の増設 



















まをにお使いいただ < ために 

このマニュアルおよび製品には、製品をま全に正しくお使いいただを、お客様や他の人々へのを害や財産 
への損害を未然に防止するために絵表示び使われています。 

その表示と意味は;欠のとおりです。内容をよく理解してから本文をお読みください。 


A 警告 

この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、人が死こまたは重傷を負ラ可能性が想定さ 
れる内容ををしていまず。 

A ま意 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負ラ可能性が想定される内容お 
よび物的厦害のみの発生が想定される内容ををしていまず。 


• 障害や事故の発生を防止するための禁止事項の内容を表していまず。 


j 製品の取0扱いにおいて、してはいけない行為（禁止行為）を示していまず。 


• 障害や事故の発生を防止するための指示事項の内容を表していまず。 


〇 

必ず巧う事項脂示、行為）を示していまず。 

€ 

電源プラグをコンセントか5必ず抜<ことを示しています。 

e 

アース端子を接地（アース）することををしていまず。 


安全にお使いいただくために 














G ) 醉 

電源コードのたこ足配線はしないでください。 

発熱し、火災の原因となりまず。 

家庭巧電源コンセント（交流1日 0 V ) か！5電源を直接取ってください。 



破損した電源コードを使巧しないでください。感電*火災の原因となります。 

電源コードを取り扱う腳ま、次の点を守ってくださし、。 

-電源コードを加工しない。 

0 

單 

•無理に曲げたり、ねじったり、引っぱったりしない。 

• 電源コードの上に重いちのを載せない。 

-発熱器具の近<に配線しない。 

電源コードが破損した5、カスタマーヴービスセンターまでご連絡ください。カスタマーヴー 
ビスセンターへの連絡方法は、 [ JWm ) 『サポート•ヴービスのご案内』をご覧ください。 

0 

み’, 

本機か!5異臭や異音がずる、発煙するなど、異常状態のまま使用しないでください。 

感電*火災のおそれがありまず。 

すぐに電源を切り、電源プラグをコンセントか!5抜いて、バッテリパックを本機か!5取り外 
して、カスタマーヴービスセンターまでご連絡ください。カスタマーサービスセンターへの 
連絡方法は、 [ pff ) 『サポート•サービスのご案内』をご覧ください。 

お客様による修理は危険ですか！5絶対にしないでください。 

0 


通風孔など開□部か5、本機内部に金属類や燃えやずいものなどを差し込んだり、落とした 

0しないで< ださし、。 

感電•火災の原因となります。 


バッテ U パックの金属端子を水、コーヒー、ジュースなどの液体でめ5さないでください。 

感電•火が*火傷の原因となります。 


o 


電源プラグを取り扱ラ際は、次の点を守ってください。 

取り扱いを誤ると、火災の原因となります。 

-電源プラグはホコリなどの異物が付着したまま差し込まない。 

-電源プラグは刃の根元まで確実に差し込む。 

-電源プラグを長期間コンセントに差したままにしない。 

電源プラグは、定期的にコンセントか5抜いて、刃の根元や刃と刃の間を肩掃してください。 


A 


化 

口 


0 



み 交流 100 V 拉外の電源は、使用しないでください。 

交流 lOOV 扮外の電源を使5と、感電-火災の原因となります。 


0函 


めれた手で電源プラグを抜さ差ししないでください。 
感電の原因となります。 


基 

本 

操 

作 


( S ) 因 


雷が鳴りだした！5、電源プラグを触！5ないでくださし、。 
感電の原因となります。 


3巨—日 S の設定4再インスト—ル 5困ったときは 付録 


2装置の増設 


安全にお使いいただくために 
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A 警告 

0 

む 

水などの液体や異物が本機内部に入った場合は、そのまま使用しないでください。 

感電•火災の原因となります。 

すぐに電源を切り、電源プラグをコンセントか!5抜いて、パッテ U パックを本機か!5取り外 
して、カスタマーヴービスセンターまでご連絡ください。カスタマーヴービスセンターへの 
連絡方法は、 CpS ) 『サポート•サービスのご案内』をご覧ください。 

0 

£ 

本機の分解*改造や、マニュアルで指示されている外の増設-交換はしないでください。 

けが*感電*火災の原因となります。 

メモリの増設•交換をずるときは、電源プラグをコンセントか5振いて、本機か5バッテリパッ 
クを取り外してください。 

取り付けたまま作業すると、感電や火傷の原因となりまず。 

0 

? 

■ 

早 

バッテ U パックを、指定切外の方法で巧電しないでください。 

発熱や発火、液漏れによる被害の原因となります。 

〇 \(^ 

本体や付属のバッテ IJ パックなどを火中に入れたり、火気に近づけたり、加熱したり、高温 
状態で巧置したりしないでください。 

破裂などで火傷の原因となります。 

0 

省 

バッテリパックの金属端子をショートさせないでください。 

火傷の原因となります。 

0 

みも ^ A 

付属の AC アダプタやバッテ U パックを、分解*改造しないでください。 

また、本機には、指定总外の AC アダプタやバッテリパックを使用しないでください。 

感電や火傷、化学物質による被害の原因となりまず。 

当社指定列の AC アダプタやバッテリパック、または分解-改造した AC アダプタやバッ 
テリパック（当社での修理対応は除く）での本機の使用は、安全性や製品に関ずる保証がで 
さません。 

G) 底 

ルさなお子様の手の届く所にパッテリパックを保管しないでください。 

なめたりずると、火傷や化学物質による被害の原因となります。 

T 1 バッテリパックには、落下させる、ぶつける、先の尖ったちので力を加える、強い圧力を加 
f\j I \ JL えるなど、強い衝撃をちえないでくださし、。 

niniJ 破裂や液漏れにより、火傷や化学物質による被害の原因となります。 

C 

バッテリ駆動時間が極端に短くなった場合は、当社指定の新しいバッテリパックと交換して 
^ ください。 

m 駆動時間が短くなったバッテリパックは、内部に使用されている電池の消耗度合いにば5つ 

W きが発生している可能性があります。電池の消耗度合いにば5つきがあるバッテ U パックを 

そのまま使巧し続けると、発熱•発火*破裂の原因となります。 
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A 警告 


〇圍 


か团 


0 


航空機や病院など、電波の使用を禁止された区域に本機を持ち込むとさは、本機の電源を切 
るか、 Bluetooth 機能および無線 LAN 機能の電波を停止してくださし、。 

電波が電子機器や医療用電気機器に影響を及ぼす場台がありまず。 

また、自動的に電源が入る機能が搭載されている場合は、設定を解除してか!5、本機の電源 
を切って < ださい。 

医療機関の屋内で Bluetooth 機能および無線 LAN 機能を使用ずるときは、次のことを守っ 
て < ださい。 

. 手術室-集中治療室り CU ) ■ 冠状動脈疾患監視室 （ CCU ) には、本機を持ち込まない。 

-病棟内では、本機の電源を切るか電波を停止ずる。 

•病棟扮外の場所でも、付近に医療巧電気機器がある場合は、本機の電源を切るか電波を停 
止する。 

-医療機関が個々に使用禁止、持ち込み禁止などの場所を定めている場合は、その医療機関 
の指示に従ラ。 

-自動的に電源が入る機能が搭載されている場合は、設定を解除してか!5、本機の電源を切る。 

植込み型む臓ペースメーカーおよび植込み型除細動器を装着している場合、 Bluetooth 機能 
および無線 LAN 機能を使用ずるとをは、装着部と本機の間を 22 cm 拉上離してください。 
電波が、植込み型む臓ペースメーカーおよび植込み型除細動器の作動に影響を及ぼず場合が 
あります。 

満員電車など、付近にむ臓ペースメーカーを装着している人がいる可能性がある場所では、 
本機の電源を切るか電波を停止して<ださい。 


1 巨 luetooth 機能および無線 LAN 機能は、自動ドア、火災報知器などの自動制御機器の近く 
レ ml で使巧しないで<ださい。 


電波が影響を及ぼし、誤動作による事故の原因となるおそれがあります。 


〇 

0 


電源プラグのアース端子を接地（アース）してください。 

接地しないで使用すると、感電の危険性がありまず。 

アースは必ず電源プラグをコンセントに差し込む前に行ってください。また、アースを列ず 
場合は、必ず電源プラグをコンセントか5抜いた後に行ってください。 

アース端子は、絶対にガス管に接続しないでください。 

火災の原因となります。 


0 


アース端テをコンセントに挿入または接触させないでください。 
感電のを険があります。 


基本操作 


2 


装置の増設 


3 


BIOS の設定 4 


再インスト—ル 


5 


困つたとをは 


付録 


安全にお使いいただくために 
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ミ主意 

0|£ 

ルさなお子様の手の届く所に設置、保管しないでください。 

落ちたり、倒れたりして、けがをする危険があります。 

0 


不安定な場所（ぐ5ついた台の上や傾いた巧など）に置かないでください。 

落ちたり、倒れたりして、けがをする危険があります。 

0 

骑 

.' 。っ。 

1湿気やホコ U の多い巧に置かないでください。 

1感電•火災の危険があります。 

0 

hE 

1：二‘’:- 

起動状態で本機の通風孔をふさがないでください。 

起動状態で通風孔をふさぐと、内部に熱がこもって本機が熱くなり、火傷や火災の原因とな 

1ります。次の点を守ってください。 

:-じゅラたんや布団の上に載せない。 

• 毛布やテーブルク□スのよラな巧をかけない。 

-キヤリングケースやパツグなどに入れない。 

\ r ^ 各種コード（ケーブル）は、マニュアルで指示されている列の配線をしないでください。 

t I 配線を誤ると、火災の盾険がありまず。 

0 

* 

P 

FAX モデムを次の回線に接続しないでください。発熱して火災の原因となります。 

-構内交換機 ( PBX ) 

• 2線式でない回線（ホームテレホンやビジネスホンなど） 

-に DN 巧応公衆電話のデジタル側ジャック 

〇 

■MmmTrnii 

桥 

ヘッドフォンやスピーカは、ボリュームを最ルに調節してか5接続し、接続後に音量を調節 
して < ださい。 

ボリュームの調節が大きくなっていると、思わめ大音量により聴覚障害の原因となります。 

0 


パームレストやキーボードに長時間手を置かないでください。 

パームレストやキーボードが熱くなることがあり、低温火傷のおそれがあります。 

0 


ひざの上で長時間使用しないでくださし、。 

本機底面が熱くなり、低温火傷の原因となります。 

Q 

? 

—舍— 

付属の AC アダプタやバッテリパックは、本機 ly 外には使用しないでください。 

火傷•火災の盾;険があります。 
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安全にお使いいただくために 












































/i\ ミ主意 

0 


破損した AC アダプタやバッテリパックを使用しないでください。 

火傷•火災の盾;険があります。 

万一、本機の落下などで強い振動や衝撃が加わり、バッテリパックが破損したり、変形した 
りした場合は、本機の電源を切り、電源プラグをコンセントか5抜いて、本機か!5バッテリパッ 
クを取り外してください。 

そのまま使巧を続けると、発熱•発火*破裂のおそれがありまず。 

0^ 

AC アダプタを毛巧や布団で覆わないでください。 

火傷•火ぶの危険があります。 

\ /I AC アダプタの温度の高い部分に、長時間直接触れないでください。 

V^/ 做旨想の原®となります。 

rn ~I メモ U の増設*交換は本機の内部が高温になっているとをには行わないでください。 

施の危険があります。 

作業は電源を切って10分!; Lb 待ち、本機の内部が十分;令めてから行ってくださし、。 

液晶ディスプレイが破損して、内部の液体が漏れた場合は、液体をなめたり、触ったりしな 
nn 一一1いでください。 

火傷や化を物質による被害の原因となりまず。 

1 1万-、液体が皮膚に付着したり、目に入ったリした場合は流水で十分に洗い、医師に相談し 

て < ださい。 

0[® 

光ディスクドライブで、ひび割れや変形補修したメディアは使用しないでください。 

内部で飛び散って故障したり、メディア取り出し時にけがをしたりする危険があります。 


長時間または不自然な姿勢でのコンピュータ操作は避けてください。 

肩こり、腰痛、目の疲れ、腫銷炎などの原因となります。 


C 

^ 本機を移動する場合は、電源を切り、本機か6すべての配線を取り外してください。 


fS ^ 連休や旅行などで本機を長期間使用しないとをは、安全のため、電源プラグをコンセントか 

5抜いて、本機か!5バッテリパックを取り外してください。 

〇 

-奈- 

本機を廃棄する場合は、法律に従って正しく処理してください。 

液晶ディスプレイに使用している堂光管（パックライト）には、水銀が含まれています。 


基本操作 


2 


装置の増設 


3 


BIOS の設定 4 


再インスト—ル 


5 


困つたとをは 


付録 


安全にお使いいただくために 
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製品 f 呆護上の注意 


使用イ呆管時のを意 


コンピュータ（本機）は精密な機械です。次の注意事項を確認して正し<取り扱ってください。取り扱い 
を誤ると、故障や誤動作の原因となります。 

特に指定のない限り、注意事項は、本体および AC アダプタやバッテ U パックなどの同捆品に適巧されます。 


温度び高すざる所や、低すざる所には置か 
ないでください。また、急激な温度変化を 
1"^ 避けてください。 

- ' 故障、誤動作の原因となります。適切な温 

度の目安は]日で〜3已むです。 


不安定な所には設置しないでください。 

m 落下したり、振動したり、倒れた0すると、 
本機び壊れ、故障することびあります。 


LU 


LCD 画面の表面を先の尖ったわので引っ 
かいた0、無理な力を加えた0しないでく 
ださし、。 

LCD 画面の表面はアク U ル製ですので、 
キズび付いた0、割れたりすることびあり 


ます。 



直射曰光の当たる所や、発熱器具（暖房器 
具や調理用器具など）の近<など、高温- 
多湿となる所には置かないでください。 
故障、誤動作の原因となります。 

また、直射曰光などの紫外線は、変色の原 
因とな0まず。 



本機のミちれを取るとさは、ベンジン、シ 

n 

冷 

ンナーなどの溶剤を使わないでください。 


変色や変形の可能性びあります。柔5かい 

巧み 


巧に中性洗剤を適度に染み込ませて、軽く 



拭を取ってくださし、。 


テレビやラジオ、磁石など、磁巧を発生す 
るちのの近くに置かないでください。誤動 
作やデータ破損の原因となりまず。逆に、 
本機の影響でテレビやラジオに雑音び入 
ることちおります。 



本機を個包しない状態で、遠隔地への輸送 
や保管をしないで< ださい。衝撃や振動、 
ホコ U などか5本機を守るため、専用のお 
包箱に入れてください。 



電源コードび损けやすい所（コードに足び 
引つかかりやずい所や、コードの長さびぎ 
りぎりの所など）に本機を置かないでく 
ださい。バッテリパックの状態により、電 
源コードび抜けると、それまでの作業デー 
夕び方モリ上から消えることびあ0ます。 


、 > 本機を長期間使わないとさは、バッテ U 

... パックを本機に装着したままにしないで 

へ去し ください。 

-^あ漏れを起こすことびあります。 



ホコ U の多い所には置かないでくださし、。 
故障、誤動作の原因となります。 


云 ~I 本機の上に重い物を載せた0、強く押さえ 
^も 付けた0しないでください。 

I 3 LCD やバックライトび破損したり、表示 
II li I 異常となることがあ0ます。 


_夺 I アクセスランプ点灯•点滅中は、本機の電 
^ 源を切ったり、再起動したりしないでくだ 

さい。 



ほかの機械の振動び伝わる所など、振 
動しやすい場所には置かないでくださ 
い。故障、誤動作の原因とな0ます。 


本機を落としたり、ぶつけた0して、 
JI 衝撃を与えないでください。持ち運ぶ 

とをは、電源を切り、バッグに入れる 
などして衝撃か5守るようにしてくだ 
さい。 


製品保護上の注意 







































がつ ン 

磁性面や金属端テにホコ IJ や水を付けな 



いでください。 シンナー や アルコール など 


の溶剤をおづけないでください。 



テレビやラジオ、磁石など、磁巧を発生す 
るちのに近づけないでください。 

國晒 


S 


巧 


AC アダプタはコードを持って抜を差し 
しないで < ださい。 

コードの断線や接触不良の原因とな0 
ます。 






AC アダプタの上に乗った0、踏みつけ 
たり、重い物を載せるなどして、ケー 
スを破損しないでくださし、。 


キーボードの上などに、物（ボールぺ 
ンなど）をはさんだまま 、 LCD ユニッ 
卜（液晶ディスプレイ部）を閉じない 
で < ださい。 


記録ディアは、次の注意事項を確認して正しく取り扱ってください。取り扱いを誤ると、記録メディア 
に収録されているデータが破損するおそれがあります。 

記録メディアの種類は、次のよラに表示します。 

岡 FD 光ディスクメディア 胃 メモリカード 

記録メディアの種類を指定していない注意事項は、すべての記録メディアに適用されます。 



直射曰光び当たるが、発熱器具の近<な 

乂 

'"風り 

ど、高温-多湿となる場所には置かないで 



<ださい。 



アクセスランプ点灯-点滅中は、記録方 
ディアを取り出した0、本機の電源を切つ 
たり、再起動したりしないでください。 


使用後は、本機にセットしたままにした 
0 、ケースに入れずに放置したりしないで 
<ださい。 


团 


キズを付けないでくださし、。 



コ'ミやホコ U のをい所では、使用したり保 
管した0しないでくださし、。 


アクセスカバーを開けたり、磁性面あるい 
は金属端子に触れた0しないでくださし、。 

國晒 


S 


ク I 」ップで巧む、折り曲げるなど、無理な 
力をかけないで < ださい。 


む 


二 上に物を載せないでください。 


'卜^《 本機の LCD ユニット（液晶ディスプレ 
X > イ部）を開けた状態で、 LCD ユニット 
、 yjj を持って移動しないでください。 


己録メディア 


基本操作 


2 


装置の増設 


3 


巨—日 S の設定4 


再インスト—ル 


5 


困つたとキしは 


製品保護上のま意 
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何度も読み書をした FD は使わないでくだ 
さい。 

摩耗した FD を使ラと、読み書さでエラー 
び生じることびあります。 




信号面（文字などび印刷されていない面) 
に触れないでください。 




レコードやレンズ巧のク U- ナーなど 
は使わないで < ださし、。 

ク U —ニングするときは、 CD 専用ク 
U —ナーを使ってくださし、。 




(©) 

光プ'ィスクドフイブの六'一夕読み取0 
レンズをク U —ニングずる CD は使わ 

減 


ないで < ださし、。 



國 


^ シールを貼 S ないでください。 

减國 

\|シ-のノ 



信号面（文字などび印刷されていない 
面）に文字などを書を込まないでくだ 
さい。 



レコードのよラに回転させて拭かない 
で < ださい。 

内側か5外側に向かつて巧いてくださ 
い。 

國 

温度差の激しい場所に置かないでくだ 
さい。結露する可能性びあります。 

國 
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製品保護上のを意 

















巧!線 LAN 使用時における 

セキユリテイに関する注意 撫線 LAN 腳 きのみ } 

お客様の権利（プライバシー保護）に関する重要な事項です。無線 LAN を使用する前に、必ずお読み<だ 
さい。 

無線 LAN では、 LAN ケーブルを使用する代わりに、電波を利用してバソコンなどと無線 LAN アクセスポ 
イント間で情報のやり取りを行ラため、電波の届く範囲であれば自由に LAN 接続び可能であるとい5利点 
びあ0ます。 

その反面、電波はある範囲内であれば障害物（壁など）を越えてすべての場所に届<ため、セキュリティ 
に関する設定を行っていない場合、下のよラな問題び発生する可能性びあります。 

•通信内容を盜み見5れる 
悪意ある第兰者び、電波を故意に傍受し、 

• ID やパスワードまたはクレジットカードま号などの個人情報 
• メールの内容 

などの通信内容を盗み見られる可能性びあ D ます。 

•不正に侵入される 

悪意ある第兰者び、無断で個人や会社内のネットワークへアクセスし、 

-個人情報や機密情報を取り出す（情報漏洩） 

•特定の人物になりすまして通信し、不正な情報を流す（なりすまし） 

•傍受した通信内容を書を換えて発信する（改ざん） 

-コンピュータウイルスなどを流しデータやシステムを破壊する（破壊） 

などの行為をされてしまラ可能性びあります。 

本来、無線 LAN や無線 LAN アクセスポイントは、これらの問題に対応するためのセキュ U ティの仕組み 
を持っていますので、無線 LAN 製品のセキュ U ティに関する設定を行って製品を使用することで、その問 
題び発生する可能性は少な < なります。 

無線 LAN 機器は、晴入直後のが態においては、セキュリティに関する設定び施されていない場合びありまず。 

したびって、お客様びセキュ U ティ問題発生の可能性を少なくするためには、無線 LAN や無線 LAN アク 
セスポイントをご使巧になる前に、必ず無線 LAN 機器のセキュ U ティに関するすべての設定をマニュアル 
に従って行ってください。 

なお、無線 LAN の仕様上、特殊なち法によりセキュ U ティ設定び破られることちあり得ますので、ご理解 
の上、ご使用ください。 

《セキュ I 」ティ巧策を施さず、または、無線 LAN の仕様上やむを得ない事情によりセキュ I 」ティの問題び発生してしまっ 
た場合、当社は、これによって生じた損害に巧ずる責任を負いかねます。 

セキュ1」ティの設定などについて、お客様ご自身で対処でをない場合には、 mo 『サポート•サービスの 
ご案内』をご覧になり、テクニカルセンターまでお問い合わせください。 

当社では、お客様びセキュ U ティの設定を行わないで使用した場合の問題を十分理解した上で、お客様自 
身の判断と責任においてセキュ U ティに関する設定を行い、製品を使用することをおすすめします。 


基本操作 


2 


装置の増設 


3 


BIOS の設定4 


再インスト—ル 


5 


困つたとをは 


付録 


無線 LAN 使用時におけるセキユ U テイに関するを意（無線 LAN 搭載時のみ) 
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マニュアルの読み方 


アル中の表記 


巧をに曲才る哥旦 


本書では、なのよ5なま全に関する記号を使用しています。 


金 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死こまたは重傷を負う可能性が想定される内容を 
示しています。 

4 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負ラ可能性が想定される内容および物的損 
害のみの発生が想定される内容ををしています。 


—無憧巧に曲才る話旦 


本書では、なのよラな一般情報に関する記号を使用しています。 



制限事項です。 

機能または操作上の制限事項を記載しています。 


参考事項です。 

覚えておくと便利なことを記載しています。 

□白 

操作手順です。 

ある目的の作業を行ラために、番号に従って操作します。 

III 1^^- 

手順が次ページに続くことをおします。 

【 Ctrl ) 

() で囲んだマークはキーボード上のキーをまします。 

rrn は Enter キーを表しまず。また、はドみ1のことです。このように必要な部分 
のみを記載しているため、キートップに印字された又字とは異なる場合びあります。 

( Ctrl 1 + ( Z ] 

+の前のキーを巧したまま+の後のキーを巧します。 

この例では 、【 Ctrl ) を巧したまま 【 Z ) を巧します。 
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マニュアルの読み方 

































Windows Vista の 

Ultimate 

Windows Vista 

Windows Vista 垣 

Business 

Windows Vista ® 

Home Premium 


Windows Vista 盾 

Home Basic 


HDD 容量の記載 

本書では、 HDD 容量を 1 GB (ギガバイト）= 1000 MB として記載しています。 

メモリ容量の記載 

本書では、メモ U 容量を 1 GB (ギガバイト）= 1024 MB として記載しています。 


参照巧に関する記号 

本書では、なのよラな参照先に関する記号を使用しています。 


る敬の廳 


本書では、本機で使用する製品の名称をなのよラに表記しています。 


HDD 

八ードディスクドライブ 

FD 

フ□ッピーディスク 

FDD 

フ□ッピーディスクドライブ 

光ディスクメディア 

CD メディア 、 DVD メディア、 Blu-ray Disc メディアなど 

光ディスクドライブ 

光ディスクメディアを使用するためのドライブの総称 

メモリカード 

メモリースティック、マルチメディアカード 、 SD メモリーカード 
の総称 


オペレーテイングシステム 【 OS ) に閲する表記 

本書では、オペレーテイングシステム （0 S ) の名称をなのように略して表記しています。 


な 

本書内の参照ページをおします。 

u 別冊） 

別冊子をおします。 

『 J 

別冊子の名称をおします。 

例） 『サポート-サービスのご 案内』 

00 

インフオメーシヨンメニ ユーを 示します。 

㈱ 

ユーヴーヴポート ぺージ （ Web ) をおします。 
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Windows Vista の画面表巧に関する記載 


デスクトップ画面 


本書では 、 Windows Vista の画面に表示される各箇所の名称をなのように記載しています。 

アイコン タブ デスクトップ 


ろ 

こみち 


I を I 


テ-マを巧んで画面のちを、アイエ A 音などをカスタマイズしまも 
テ-マの 


1巧ちされたテーマ 


，[をおが衍ては巧ほ).- I 日 I㈱ D)] 


サシカレ 



キヤソツレ ] I 巧用 (W 


スタートボタン 


a 巧 が 


ボタンタスクバー 


通ミ日領域 


ボタン I 

ボタンは [] で囲んで記載しています。 
例） 〔 OK ] : [0 口 


X 夕ート>—ユー 

[スタート]を押すと表示されるスタートメニューのボタン類は、次のように記載しています。 


[(!)] 



[スタート] 
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マニュアルの読み方 

















































※表示される項目は、システム構成によって異なります。 


本製品の仕様とカスタマイズ 


本製品は、ご購入時にお客様び選択されたオプションによって、仕様びカスタマイズされてい 
ます。 CPU の種類-メモ1」容量-光ディスクドライブなど、選択した仕様に合わせて、お客様 
才1」ジナルのコンピュータとして組み立て、納品されています。 

仕樣によコて化要な7ニュアル 

本製品の操作に必要なマニュアルは、お客様び選択された仕様によって、『ユーヴーズマニュアル』 
(本書）とは別に添付されている場合びあります。 

お使いになる仕様によって必要となるマニュアルは、下記のとおり別冊や電子マニュアルなどの 
形式で添付されていますので、ご確認<ださい。 

•本製品に同«されている別冊マニュアル 

• CD - ROM などに収録されている 電子 マニュアル ( PDF ファイルなど） 

•コンピュータに収録されている 電子 マニュアル （ r マニュアルびゆ一わ」か5 閲覧） 


画面操作] 

本書では 、 Windows Vista の画面上で行5操作手順をなのよラに記載しています。 

•記載例 

[スタート] 一「ずべてのプ□グラム」一 「Internet Explorer 」 をクリックしまず。 

•実際の操作 

〇 [スタート]をク U ックします。 

0 表示されたメニューか5「すべてのプ□グラム」をク U ックします。 

© 表示されたメニューか5 「Internet Explorer 」 をク U ックします。 
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さ部の名赖 


正面•を側面 



* 位置はお使いの光ディスクドライブによって異なります。光ディスクドライブの PDF マニュアルをご覧くださし、。 
PDF マニュアルは、「マニュアルびゅ一わ」か5ご覧になれます。 

とす =* p .4 「インフオメーシヨンメニューを使5」 
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さ部の名称 





























電源スイツチ/インスタントキー 




mm HDD アクセスランプが点巧しているときに本機の電源を切ったり、再起動したりし 
ないでください。データが破損するおそれがあります。 
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前面 



も側面 
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さ部の名称 



















































背面 


>通風孔 


DVI - I コネクタ ◎とす = p .91 

HDMI コネクタ HDMIZ ^ P . 白1 


eSATA / USB コンボコネクタ 。帯、 
原 p '66、 伤 p '148 

► AC アダプタコネクタニニ 


□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□ 


强 SS 贷 


回‘- 

HDMI , 


〇: 


► USB コネクタ K 
が P ' 日日 

•セキュ U テイ□ックス□ットな =■ 

原 p '14 日 


す 


底面 
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添付をれているソフトウエア 

購入時、本機にインス I ルされているソフトウエアと、購入後、必要に応じてインストールするソフトウェ 
アはなのとおりです。 

表中記号の見方 


の 

ソフトウェアは添付の DVD または CD に収録されています。 


ソフトウェアは HDD の「消去禁止領域」に収録されていまず。この領域を削除すると再インス!-ール 
びで定な<なります。「消去禁止領域」は、絶対に削除しないでくださし、。 

とす =p .已7「消去禁止領域とは」 


本機にインストールをれているソフトウエア 


購入時、なのソフトウェアは、本機にインストールされています。 


本機にインストールされているソフトウエア 

ソフトウ I アの収録場所 

• Windows Vista 

本機のオペレーテイングシステム （OS) です。 

な 

Windows Vista 

U カバ U DVD 

•リカバリツール 

HDD の消去禁止領域に収録されている本体ドライバやソフトウエアを再インス 

1-ールするためのプ□グラムです。 

の 

リカバリツール CD 

•本体ドライバ 

消去禁止領域 


- チップセットドライバ 

マヴーボード上のデバイスを使用するためのドライバです。 

• Intel Matrix Storage Manager 

Windows 上で HDD の状態を確認するためのユーティリティでず。 
インテル•ターボ•メモ U (オプション）を使用するためのドライバを含 
まれています。 

- ビデオドライバ 

Windows を高解像度-多色で表示するためのドライバです。 

. サウンドドライバ 

音を鳴5したり、録音するためのドライバでず。 

. タッチパッドドライバ 

タッチパッドを使用するためのドライバです。 

. ネッ ト ワーク ドライバ 

ネットワーク機能（有線 LAN) を使用するためのドライバです。 

•無線 LAN ドライバ（無線 LAN 搭載時のみ） 

無線 LAN を使用するためのドライバです。 

-メモリカードドライバ 

^モ U 力ードス□ットを使用するためのドライバでず。 

- FAX モデムドライバ 

FAX モデム機能を使用ずるためのドライノ（です。 
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添付されているソフトウエア 
































本機にインストールされているソフトウエア 


ソフトウてアの収録場所 


►本体ドライバ 

-インスタントキードライバ 


[Fn ] と組み合わせて使用する機能キーや、インスタントキーを使巧する 
ためのドライバです。 

指紋認証ドライパ 

指紋認証機能を使用するためのドライバです。 


• Java2 Runtime Environment 
Java アプ U ケーシヨンを実行するためのソフトウエアです。 

• イン フオメーシヨ ン メニュー 

本機に添付のマニュアルやサポートページを閲覧するためのユーティ U 
ティです。 

• Adobe Reader 

PDF (Portable Document Format) あ式のファイルを表示したり、印刷した 
りするためのソフトウエアです。 


消去禁止領域 


►マニュアルびゅ一わ 

本機に添付されているマニュアルやお知 5 せを見るためのソフトウェアです。 

► Bluetooth ユーテイリテイ （ Bluetooth 搭載時のみ） 

Bluetooth 機能を使用するための ユーテイ U テイ です。 

> Nero 8 Essentials 

光ディスクメディアに書さ込みを行ラためのソフトウェアです。 


>WinDVD 

DVD VIDEO を再生するためのソフトウエアです。 


化要になじてインストールするソフトウェア 

なのソフトウェアは、購入時、本機にインストールされていません。必要に応じてインストールしてくだ 
さい。 


本機にインス!ルされていないソフトウエア 

ソフトウ I アの収録場所 

• Norton Internet Security 90 日版 

ウイルス駆除機能、不正アクセス防止機能、フィッシング詐欺対策機能などを備 
えたセキュ U テイソフトウエアです。 


■ i— フィルター已 30 曰版 

インターネット上の有害な Web ぺージへのアクセスを防止する Web フィルタ U 
ングソフトウエアでず。 

•マ カ フイー SiteAdvisor Plus 30 日版 

Web サイトの安全性評価を表示し、危険なサイトへのアクセスを防ぐ Web セー 
フテイツールです。 

消去禁止領域 

• JWord Plugin 

Internet Explorer のアドレスバーから、日本語でインターネットを検索するため 
のソフトウエアです。 


基本操作 
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3 
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本機にインス!ルされていないソフトウエア 

ソフトウIアの収録場所 

♦邑00スティック 

Internet Explorer のツールバーに、検索ヴービス「呂〇〇」の検索ボックスを追加 
するためのソフ トウ エアです。 

消去禁止領域 

• 指紋認証ユーティリティ 

指紋認証機能の設定を行ラためのユーティ U ティです。 

•セキュリティチップユーティリティ 

セキュリティチップ (TPM) の設定を行うためのユーティ U ティです。 


消去禁止領域に収録されているソフトウェアのバックアップ 

HDD® 「消ま禁止領域」に収録されているソフトウェアは、 C □にバックアップする 
ことびでさます。 

と安 =p.23 日「バックアップ CD の作成方法」 


そのほかのソフトウェア 

なのソフトウェアは、 CD から起動して実行します。インストールは必要ありません。 
とす =p.22 已「システム診断ツールを使ラ」 


そのほかのソフトウェア 

ソフトウIアの収録場所 

•システム診断 ツール 

コンピュータの調テび悪いとさにシステム診断を行ラためのツールです。 HDD 内 
のデータを消去することわでをます。 

な 

U カバ U ツール CD 
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添付されているソフトウエア 





















コンピュータの電源の入れ方や切り方、キーボードやタッチパッド、光ディス 
クドライブの使用方法など、コンピュータの基本的な操作方法について説明し 
ます。 


電源を入れる.切る . 32 

Windows 操作のヒント . 36 

AC アダプタ/バッテ U パックを使ラ . 40 

タッチパッドを使う . 48 

キーボードを使ラ . 已1 

HDD を1まラ . 已己 

光ディスクドライブを使ラ . 已9 

USB 機器を1まラ . 66 

メモ U 力ードを使5 . 69 

Express 力ードを使ラ . 73 

Bluetooth 機能を使う（オプション） . 77 

画面表示をする . 84 

外付けディスプレイに表示する . 90 

サウンド機能を使ラ . 98 

指紋認証機能を使ラ . 104 

ネットワーク（有線 LAN ) を使ラ . 110 

無線 LAN を使5 (オプション） . 112 

インターネットに接続するには . 124 

インターネットを使用する際のセキュI」ティ巧ま ....... 129 

FAX モデムを使ラ . 137 

電源設定を行ラ（省電力機能を使ラ） . 142 

そのほかの機能 . 147 


ご使用の前に 


装置の増設 


3 
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5 
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電源を入れる • 切る 

電源の入れちや切りち、再起動や強制終了の方法を説明します。 


電源を入れる 


ii -周辺機器の電源をいつ入れるかは、周辺機器に添付のマニュアルで確認して<だ 
さぃ。 

電源を入れるタイ S ングがコンピュータより先か後かは、周辺機器によりミ夹まつ 
ています。 

- USB フラッシュメモリや USB HDD などを接続していたり 、 USB FDD に FD 
がセットされている状態で本機の電源を入れると、 Windows が起動しないこと 
があります。 US 目記憶装置は、 Windows 起動後に接続してください。 

- USB 記憶装置を接続した状態で Windows を起動したい場合は 、 「BIOS Setup 
ユーティリティ」で起動するデバイスの順番を変更してください。 

とす =* 口 .172 「起動旧 oot) デバイスの順番を変更する」 

-電源を入れなおすときは、20砂程度の間隔を空けてから電源を入れてください。 
電気回路に与える電気的な負荷を減5して、 HDD などの動作を安定させます。 

.本機の動作状況により、電源スイッチの周辺が熱<なることがありますが、故障 
ではありません。 


シャットダウン状態から本機の電源を入れる方法は、次のとおりです。 

n 電源スイッチ（む）を押しまず。 

電源ランプ（の）が点口します。 



電源スイッチ 


画励こ 「EPSON」 と表示され、しば6くすると Windows が起動します。 


電源が入5ないとさは 

電源び入らないとさは、 とす = p .2 og 「コンピュータ本体の不具合（起動時)」をご覧く 
ださい。 
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電源を入れる-切る 
























電源を切る 


•電源を切って、ちラー度電源を入れる場合は、電源を入れると壬に電気回路に与 
える電気的な負荷を減らし、 HDD などの動作を安定させるために、20砂程度の 
間隔を空けてください。 

- HDD などのアクセスランプ点打中に本機の電源を切ると、収録されているデータ 
が破損するおそれがあります。 

•本機は、電源を切っていてち、バッテリパックが装着されていたり電源プラグが 
コンセントに接続されていると、微少な電流が流れています。本機の電源を完全 
に切るには、電源コンセントから電源プラグを抜き、バッテリパックを取り外し 
て < ださい。 


本機の電源を切る（シャットダウンする）方法は、次のとおりです。 

〇 [スタート]- [►] -「シャットダウン」をクリックしまず。 

Windows が終了し、自動的に電源が切れます。 

口 接続している周辺機器の電源を切ります。 


•[の]をクリックしたときシャットダウンするように設定する 

購入時、[スタート] - [の]をク U ックずると本機はス IJ ープ巧態になりますび、シャッ 
トダウンずるようにボタンの機能を変更することびでさまず。 

設定はなの場所で行います。 

[スタート] 一「コント□ールパネル」一「システムとメンテナンス」一 
「電源オプション」一「プラン設定の変更」一 r 詳細な電源設定の変更」一 
「電源ボタンと LID」一 「[スタート]メニューの電源ボタンの操作」 

•シャットダウン時の注意 

Windows を複数の ユー ヴーび使用している状態で電源を切ろラとすると、「ほかの人 
びこのコンピュータに□グオンしています。…」と画面に表示されます。この場合は、 
[いいえ]をク U ックし、□グオンしているすべての ユー ヴーを□グオフしてか5シャッ 
トダウンしてくださし、。 


ス U —プにする 


本機をス1」ープ状態にして終了すると、本機は低電力の状態になります。ス U —プ状態からは、 
数秒で通常の状態に復帰することびでをます。通常は、ス U —プ状態にして終了すると便利です。 
ス U - プ状態についての詳しい説明は 、 ^ P . 144 r 省電力状態の種類」をご覧ください。 
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本機をス u —プ状態にして終了するち法は、なのとおりです。 

n [スタート] (©) -(の）をク U ックします。 

本機び「ス U - プ状態」になります。画面表示び消え、電源ランプ（@)び点滅します。 
電源スイッチ（山）のランプは消打します。 


ほかの方法でス U - プ状態にする 

巧の方法でち、本機をス U — プ状態にすることびでさます。 
• [スタート]- [►] -「スリープ」をク IJ ックずる 
-電源スイッチ（の）を巧す 
• ( Fn ] + [ F 1 I (ピ）を押す 
• LCD ユニットを閉じる 


miH 方法 




復帰の際、周辺機器はス IJ ープ状態に入る前と同じ状態にしてください。 

スリープ中に周辺機器を取り外すなどして状態が異なると、正常に復帰で去ない場 
合があります。 


本機をス U —プ状態から復帰させる方法は、次のとおりです。 

n 電源スイッチ（む）を押しまず。 

本機が通常状態に復帰します。 

キーボードを操作してち復帰でさます。 


再起動する 


電源び入っている状態で、本機を起動しなおすことを「再起動」と言います。 

なのよラな場合には、本機を再起動する必要びあります。 

•使用しているソフトウエアで指示があった場合 
• Windows の動作が不安定になった場合 

本機の再起動ち法は、なのとお0です。 

n [スタート]- [►] -「再起動」をクリックしまず。 

再起動してち状態び改善されない場合は、本機の電源を切り、しばらくしてから電源を入れてく 
ださい。 
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電源を入れる-切る 













八ングアップしたとをは 


ソフトウェアや Windows びキーボードやタッチパッドからの入力を受け付けず、何も反応しな 
くなった状態を「八ングアップ」と言います。 

八ングアップした場合は、ソフトウェアの強制終了を行います。ソフトウェアの強制終了をして 
も状態び改善されない場合は、強制的に本機の電源を切ります。 

ソフトウェアの強制を了 

ソフトウェアの強制終了方法は、なのとおりです。 

I j ( Ctrl ] + [ Alt ) + [Delete] を巧しまず。 

表示された項目か5「タスクマネージャの起動」をクリックしまず。 

「 Windows タスク マネージャ」 び起動します。 

ic] 「アプリケーシヨン」タブか 5A ングアップしているソフトウェアを選択して[タス 
クの終了]をク U ックします。 

「プ□グラムの終了」画面び表示された5、[ずぐに終了]をクリックしまず。 

強制的に電源を切る 

店^ +臣互]+區^を押しても反応びない場合は、強制的に本機の電源を切ります。 

強制的に本機の電源を切るち法は、なのとおりです。 

• ■ コンピュータの電源スイッチ（む）を已秒じ(上巧し続けまず。 

本機の電源び切れます。 
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Windows 操作のヒント 

Windows 操作についてのヒントを記載します。 


Windows Vista の使用方法 


Windows Vista の使用ち法は、なをご覧ください。 

•ヘルプとサポート 

r ヘルプとサポート」はなの場所から開をます。 

[スタート] (◎) —「ヘルプとサポート」 



• PC お役立ち情報 

「 PC お役立ち情報」は「インフォメーションメニュー」から開をます。 
とす=*|3.4 「インフオメーションメニューを使う」 
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Windows 操作のヒント 



















































表示の切り替えは、画面左側にある、「クラシック表示」、「コント□ールパネルホーム」をク U ッ 
クして行います。 

本書では、「カテゴ U の表示」形式を前提に記載しています。 

くクラシック表示> 

1。/ぶ 四 


コントロールパネルの表示 


コント□ールパネルの表示には、なの2種類びあ D ます。 

•カテゴ U の表示（コント □- ルパネルホーム） 

項目をカテ3 U ごとにまとめて表示します（初期設定)。 

•クラシックまお 
項目をすべて表示します。 


復元ポイントを作がする 


Windows の「システムの復元」機能で r 復元ポイント」を作成しておくと、本機の動作び不安 
定になった場合、システムの復元機能を使用して、作成しておいた復元ポイントまでシステムの 
状態を戻すことびでをます。 

通常、復元ポイントはソフトウエアのインストールなどを行った際に自動的に作成されますび、 
手動で作成しておくこともでをます。 

とす =p.227 r 復元ポイントを手動で作成する」 


<カテゴリの表示> 
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—の表お 


Windows Vista では、「ファイル」や「ツール」などのフオルダメこューが標準では表示され 
ません。 

フオルダメこューを表示したい場含は、 ( Alt 1を押します。もう一度 「Alt 1 を押すと、フオルダ 
メこ ユーは 表示されな<なります。 



フオルダメニユ 


常にフオルダメニューを表示する 

常にフォルダメニューを表示したい場合は、なの設定を行います。 

n [スタート]-「コント□ールパネル」一「デスクトップのカスタマイズ」一「フォ 
ルタ’オプション」一 r 表示」タブー「常にメニューを表示ずる」にチェックを付けます。 


—アカウントを作る 


本機を何人かで共同で使用する場合は、ユーヴーアカウントを作成すると便利です。ユーヴーア 
カウントをいくつか作成すると、 Windows をユーヴーごとに切り替えて、各ユーヴーの構成で 
本機を使用することびでをます。 

ユーザーアカウントの巧ぶ 

ユーヴーアカウントの作成は、なの場所で行います。 

[スタート] - 「コント□-ルパネル」一 r ユーザーアカウント（と家族のためのまを設定)」 
-「ユーザーアカウント」一 r 別のアカウントの管理」一「新しいアカウントの作成」 


作成時、ユーヴーアカウントの種類（権限）は、ユーヴーに応じて設定してください。 

ユーヴーアカウントの種類（権限）には、なの2つびあります。 

•管理を 

すべてのシステム項目にアクセスし、設定を変更したり、ドライバ、ソフトウェアのインストー 
ルをすることびでをます。 

購入時や U カバ U 時の Windows のセットアップで入力したユーヴー名（アカウント）は、「管 
理者」になります。 
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♦標準ューヴー 

一部のシステム項目の変更和、ドライバ、ソフトウェアのインス!-ールは行ラことがでをませ 
ん。管理者のパスワードを入力すれば、変更やインストールが巧能になります。 


—アカウント制御画面 


コント□-ルバネルなどで |巧 び表示されているシステム項目にアクセスしよラとしたり、ド 
ライバやソフトウェアのインストールをしよラとすると、「ユーヴーアカウント制御」画面び表 
示されます。これは、項目にアクセス制限びかけられているためです。 



表示される r ユーヴーアカウント制御」画面は、ユーヴーアカウント（管理者または標準ユーヴー) 
により異なります。本書の手順は、管理者アカウントで Windows に□グオンした状態を前提に 
記載しています。 


ご使用の前に 


装置の増設 


3 


B — 日 S の設定4 


再インスト—ル 


5 


困つたとさは 


付録 


Windows 操作のヒント 
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AC アダプタ/バッテリパックをほう 

本機は AC アダプタまたはバッテ U パック似降、バッテ U) で使用することびできます。 
バッテ U は必ず取り付けて使用してください。取り付けないと、本機の設置び不安定になります。 


バツテリの種類 


本機で使用でをるバッテ U は、なのとおりです。 

• BT4201-B 

交換用のバッテ U を腫入される場合は、当社ホームページの「オプション」から本機のバッテ U 
を選択してください。 

当社ホームページのアドレスは、なのとおりです。 

http://shop.epson.jp/ 

バッテ U の交換ち法は、 と す=口.4 已「バッテ U の交換」をご覧ください。 


使用時の注意 


A 

警告 


•パ’ッテリを、指定！;(外の方法で充電しないでください。 

発熱や発火、液漏れによる被害の原因となります。 

•本体や付属のバッテリなどを火中に入れたり、火気に近づけたり、加熱したり、 
高温状態で放置したりしないで<ださい。破裂などで火傷の原因となります。 

•パ’ッテリの金属端子をショートさせたり、水-コーヒー-ジュースなどの液体で 
めらさないでください。感電•火災-火傷の原因となります。 

•付属の AC アダプタやバッテリを、分解•改造しないでください。 

また、本機には、指定似外の AC アダプタやバッテリを使用しないでください。 
感電や火傷、化学物質による被害の原因となります。 

当社指定切外の AC アダプタやバッテリ、または分解•改造した AC アダプタやバッ 
テリ（当社での修理対応は除く）での本機の使用は、安全性や製品に関する保証 
がで壬ません。 

•かさなお子様の手の届く所にバッテリを保管しないでください。 

なめたりすると火傷や、化学物質による被害の原因となります。 

•パ’ッテリには、落下させる、ぶつける、先の尖ったもので力を加える、強い圧力 
を加えるなど、強い衝撃を与えないでください。 

破 S や液漏れによ0、火傷や化学物質による被害の原因となります。 

•バッテリ駆動時間が極端に短くなった場合は、当社指定の新しいバッテリと交換 
して < ださい。 

駆動時間が短くなったバッテリは、内部に使用されている電池の消耗度合いにば 
らつきが発生している可能性があります。電池の消耗度合いにばらつきがあるバッ 
テリをそのまま使用し続けると、発熱•発火-破裂の原因となります。 

♦電源プラグのアース端子を接地（アース）してください。 

接地しないで使用すると、感電の危険性があ0ます。 

アースは必ず電源プラグをコンセントに差し茲む前に行ってください。また、アー 
スを外す場合は、必ず電源プラグをコンセントか5抜いた後に行ってください。 
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A 

警告 


•アース端子は、絶対にガス管に接続しないでください。 

火災の原因となります。 

•アース端子をコンセントに挿入または接触させないでくださし、。 
感電の危険があります。 


A 

を意 


■付属の AC アダプタやバッテリは本機な外には使用しないでください。义傷■义 
災のを険があります。 

■ AC アダプタを毛巧や巧団で覆わないでください。义傷■义災のを険があります。 
• 破損した AC アダプタやバッテリを使用しないでください。 

义傷-义災の危険があります。 

万一、本機の落下などで強い振動や衝撃が加わり、バッテリが破損したり、変形 
したりした場合は、本機の電源を切り、電源プラグをコンセントか S® いて、本 
機か6バッテリを取り外してください。 

そのまま使用を続けると、発熱-発义-破裂のおそれがあります。 

• ひざの上で長時間使用しないでください。バッテリの熱で本機底面が熱くなり、 
ほミ品义傷の原因となります。 

■ AC アダプタの温度の高い部分に、長時間触れないでください。低温义傷の原因 
となります。 


AC アダプタやバッテ U は、なの注意事項を確認して正しくお使いください。 

•AC アダプタを使用するとを 

•AC アダプタを長時間接続して使用すると、 AC アダプタ本体び少し熱を持ちますび、故障 
ではありません。 

•AC アダプタは頻繁に抜を差ししないでください。 

•パ' ッテ U だけで使用するとさ 

-省電力状態のまま長時間使用しない場合は、完全放電しないよラに気を付けて<ださい。省 
電力状態でち電力び消費されています。 

とす =P.142 「電源設定を行5 (省電力機能を使ラ）」 

. 動画再生時に コマ 落ちしたり、ソフトウエアの動作び遅くなったりする可能性びあります。 
このよラな場合には、省電力状態に移行しないよラに設定して<ださい。 

とす= P. 14已「時間経過で移行させない」 

-ビデオパフォーマンスは、自動的に常に最化の状態になります。 

な P.8 日「ビデオを省電力で使ラ」 

•パ'ッテ U を長期間使用しないとさ 

-長期間使用していない場合は、バッテ U び完全放電している可能性びあります。バッテ1」だ 
けで本機を使用するとをは必ず充電をしてください。 

•バッテ1」を長期間充電しないと、過放電になる可能性びあります。予防のために定期的に充 
電をしてください。 

とす =0.47 「バッテ U 保管上の注意」 


ご使用の前に 


装置の増設 
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低温環境でのバッテリ性能 

低温の環境では、バッテ I 」の性能び低下します。これは一時的なわのであり、常温の環境 
に戻すと性能び回復します。 


r バッテリの使用可能時間 


画 


バッテ U だけで本機を使用でをる時間は;欠のとおりです。ただし本機の使用環境や状態などに 
よつて変化します。 


使用可能時間* * (満ち電の場合) 
連続約 3.4 時間 


* J 曰 TA (電子情報技術産業協会）の測定方法 Verl . O に基づいています。 


本機をバッテ U だけで使用している場合は、使用可能時間び制限されます。省電力の設定を行ラ 
と使用可能時間を延ばすことびでをます。 

とす = P .142 「電源設定を行5 (省電力機能を使5)」 


r バッテリの巧電 


バッテ U の充電は、 AC アダプタび接続されているとさは、本機の電源び入/切どちらの状態で 
も自動的に行われます。 

バッテリ巧電ランプの表示 

バッテ U 充電ランプ （0) の表示は、なのとおりです。 


巧電状態 

ランプの表示 

残量か 

点滅（オレンジ色） 

充電中 

点灯（オレンジ色） 

満充電 

消口 


巧副き固 


ほノ（ッテ1」状態からバッテ1」の充電完了までの時間は、なのとおりです。 

バッテ U の充電時間* 

約2.已時間 

* 電源び入っている状態では、コンピュータの使用状況によ0差びあ0まず。 


參考 ^ 温度条件 I しついて 

バッテ U は、化学反応を利用した電池です。このため、温度条件によっては正常な充電び 
でさない場合びあ0ます。 
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ツテリ巧量の確認 


通知領域の「バッテ U」 アイコンの上にポインタをあわせると、バッテ U 残量を確認することが 
でをます。 


圆 -► 

くバツテリアイコン> 


'う 巧り: 96% 

現在の面居プラン；バランス 


ポインタを合わせる 


ッテリ巧量びかなくなつたら 


バツテリほ下の通知 


バッテ U 残量び少なくなり、「バッテ U 低下」の状態になると、本機はなのように通知（警告） 
します。 



バッテ1」残量低下び通巧されたら、すぐに;欠のどちらかの処置を行ってください。完全放電して 
シャットダウン（電源切断）してしまラと、イ呆巧していないデータはすべて失われます。 

•AC アダプタを接続する 

電源を入れたまま AC アダプタを接続します。 

•電源を切る 

作業中のデータを HDD などに保存して、実行中のソフトウェアを終了させたあと、本機の電 
源を切ります。 

交換用のノ（ッテ U びある場合ち、必ず電源を切ってからノ（ッテ1」を交換してください。 


AC アダプタを接続しない場合は、直ちに作業中のデータを保存してください。コ 
ンピュータが シャッ トダウンしてしまラと、保存していないデータはすべて失われ 
ます。 


ご使用の前に 


装置の増設 


3 


B — 日 S の設定4 


再インスト—ル 


5 
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バッテリ低下時の設定変ち 

バッテ1」低下のレベルやバッテ1」化下時の本機の動作は、変更することびでをます。変更は;欠の 
場所で行います。 

通知領域の「バッテリ」アイコンをちクリックー「電源オプション」一選択している電源 
プランの「プラン設定の変更」一 r 詳細な電源設定の変更」一 r バッテリ」 



バッテ U 低下の 
レベルを設定 


バッテ U 低下時の 
動作を設定 


<イメージ> 


バツテリ低下のレベル設定 


バッテ1」残量び何％になったら「バッテ1」低下」の通知をするかは、「バッテ1」低下のレベル」 
で設定でをます。 


バツテリほ下時の動作設定 


「バッテ1」化下」になったとさの本機の動作は、「バッテ1」低下の操作」で設定でをます。 

りの査量がすろにおでォるとホ!も 

バッテ U は、消耗品です。満充電にしてち、バッテ1」容量びすぐにな下する場合は、バッテ1」の 
寿命び考えられます。本機専用の新しいノいテ U に交換してください。 

バッテ U の駆動時間び極端に短くなった場合は、内部に使用されている電池の消耗度合いにばら 
つをび発生している可能性びあります。電池の消耗度合いにばらつをびあるバッテ1」をそのまま 
使用し続けると、発熱、発火、破裂の原因となります。 


44 


AC アダプタ/パッテリパックを使ラ 





































バツテリの交換 


複数のバッテ U を交互に使用ずる場合や、バッテ1」び寿命に達した場合は、バッテ1」を交換しまず。 
交換用のバッテ1」については、当社のホームページをご覧ください。 

ホームページのアドレスは、なのとおりです。 

http://shop.epson.jp/ 


バッテリの交換方法 

バッテ U の交換ちまは;欠のとおりです。 

Q 本機の電源を切りまず。 AC アダプタび接続されてし巧場合はがしまず。 
9 ^^ 本機の底面を上にして置きます。 

回 バッテ U を取りがしまず。 

〇 ラッチを□ック解除位置 （cT) までスライドさせて固定します。 

0 ラッチを固定したまま、バ'ッテ U を取り外します。 

バツテ IJ 



ご使用の前に 
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FI 新しいバッテ u を本機に取り付けます。 

〇 バッテ U のツメ （2 箇所）を本体に合わせます。 

0 バッテ U を「カチッ」と音がするまで巧し込みます。 



r バツテリの寿命を延ばすには 


田 


バッテ U は消耗品です。バッテ1」の寿命は、使いちや使用環境によって大さくをわります。 
バッテ1」の劣化を抑え、使用可能時間や寿命を延ばすには、なの事項にま意して<ださい。 

•高温の環境では、バッテ1」の劣化び早ま D ます。本機やバッテ U を、炎天下の自動車の中や暖 
房機の近くなどで使用したり、放置したりしないでください。 

•本機を使巧する、使巧しないにかかわらず、常時 AC アダプタを接続していると、バッテ U の 
劣化び早まります。劣化を防ぐため、1ヶ月に1回程度は本機から AC アダプタをがして、バッ 
テ1」の残量び10%程度になるまで AC アダプタなしで使用することをおすすめします。 

•1 ヶ月し U 上本機を使用しないときは、本機からバッテ U を取りがしてな菅してください。 
が P.47 r バッテ U 保管上のま意」 
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の 


ッテリ保管上のを意 


A 

警告 


ルさなお子様の手の届く巧にバッテリを保管しないでくださし、。 
なめたりすると、义傷や化学物質による被害の原因となります。 


バッテ U は、なの状態で保管してください。 

-液漏れや端テ部の腐食を防ぐため、必ずコンピュータ本体から取りがしてください。 

-端モ部のショートを防ぐため、巧やビニールなどの絶縁物に包んでください。 

-高温環境でのイ呆管は劣化を早めます。乾燥した;令暗所でな管して<ださい。 

-満充電状態での保管は劣化を早めます。バッテ1」残量は已0%程度にしてな管してください。 

•バッテ U は、使用していなくても、自己放電により蓄えられた電気は徐々になくなります。バッ 
テ1」の残量びなくなり過放電状態になると、コンピュータに装着してち充電でをなくなること 
びあ0ます。 

自己放電による過放電を防ぐため、定期的（半年に1回程度）にバッテ1」残量を已0%程度ま 
で充電することをおすすめします。 


巧用済みバッテリの取り巧い 




使用済みのリチウムイオン (Li-ion) バッテリは、再利用可能な貴重な資源です。 
有効資源のリサイクルにご協力<ださい。 



Li-ion 


パッテリリサイクル時のを意 

使用済みのバッテ U は、ショートしないよラに、端テ部にテープを貼るかポ1」袋などに入れて、 

1」サイクル協力店にある充電式電池回収ボックスに入れてください。 

バッテ1」は、燃やした0埋めた D —般ゴ=にミ居だて捨てた0しないでください。環境破壊の原因 
とな D ます。 


ご使用の前に 


装置の増設 


3 


B — 日 S の設定4 


再インスト—ル 


5 


困つたとさは 


付録 


AC アダプタ/バッテリノ0ックを使う 
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タッチパッドを使う 


本機には、タッチパッドが搭載されています。タッチパッドは、マウスと同じよラにポインタな 
どを操作したりク U ックしたりするための装置です D 


タッチパッドの操作 


タッチパッドほ用時のミち意 

タッチパッドは、なのま意事項を確認して正しくお使いください。 

•パッド面には指で触れてください。ペンなどで触れると、ポインタの操作びでをないだけでな 
く、パッド面び破損するおそれびあります。 

•パッド面は、1本の指で操作してください。一度に2本し i (上の指で操作すると、ポインタび 
正常に動作しません。 

•手びめれていたり、汗ばんでいると、ポインタの操作び正しくでをないことびあります。 

•キーボードを操作しているとをにパッド面に手び触れると、ポインタび移動してしまラことび 
あります。 


•起動時の温度や湿度により、正常に動作しない場合びあ0ます。この場合は電源を一度切って 
入れなおすことにより正常に動作することびあります。 

•電源を入れたまま LCD ユニットを閉じていたり、使用中に本機の温度び上びってくると、正 
常に動作しない場合びあります。この場合は、電源を一度切って入れなおすことによ D 正常に 
動作することびあります。 

ポインタのを動 

タッチパッドは、パッド面とク U ックボタンから構成されています。人差し指をパッド面の上で 
前後左右に動かすと、動かしたち向に画面上のポインタび移動します。 



指紋 センサーとで P. 104 
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タッチパッドを使ラ 
















































ポインタを画面上の対象にあわせて、パッド面を輕く1回たたを 
ます。 

左ク1」ックボタンを「カチッ」と押すのと同じ操作です。 


•ダブルク U ック 

ポインタを画面上の巧象にあわせて、パッド面を輕< 2回たたを 
よ9 〇 

左ク U ックボタンを「カチカチッ」と2回押すのと同じ操作です。 


• ドラッグアンドド□ップ 

ポインタを画面上の巧をにあわせて、ダフルク U ックの 2 回 
目のク U ック時に、指をパッド面に触れたまま移動させます。 
左ク U ックボタンを押したままの状態でポインタを移動し、離す 
のと同じ操作です。 


参スク□—ル 

上下のスク□ールは、パッドのち端に指を触れて前後に動かしま 
す。左ちのスク□ールは、パッドの下部に指を触れて左ちに動か 
します。 


タッチパッド機能を OFF にする 


キーボード入力を行ラとをに、手びタッチパッドにあたってマウスポインタび動いてしまい、入 
力びしにくい場合びあります。このような場合は、一時的にタッチパッド機能を OFF にすると 
便利です。 

タッチパッド機能の切り替えは、タッチパッドキー（口/X)で行います。 

とす =p .已已「インスタントキー」 





♦ク U ック 



ご使用の前に 


装置の増設 


3 


B — 日 S の設定4 


再インスト—ル 


5 


困つたとキしは 


付録 


タッチパッドを使ラ 
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U テイを使 5 


タッチパッドユーティ U ティで各種設定を行ラと、タッチパッドびより操作しやすくなります。 
タッチパッドユーティ U ティ画面の表示ち法は;欠のとおりです。 

Q 通知領域の「ポインティングデバイス」アイコンをクリックして、「ポインティング 
デバイスのプ□パティ」を選択しまず。 



<ポインティングデ J レ r スアイコン> 

口 「マウスのプ□パティ」画面び表示された5、 r デバイス設定」タブー[設定]をクリツ 
クしまず。 

F 1 「デバイス設定： SynapticsTouchPad …」画面び表示された5、各種設定を行い 
まず。 

「アイテムの選択」か6設定したい項目を選択して、各種設定を行います。 



設定項目を選択します。 


各種設定を巧います。 


設定項目の説明が 
表のされまず。 


USB マウス(オプシヨン)の接続 


本機ち側面または背面の US 目コネクタに、オプションの US 目マウスを接続して使ラ 
ことがでをます。 US 目マウスの使田方法は、マウスに添付のマこュアルをご覧ください。 
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タッチパッドを使ラ 





































キーボードを巧う 


本機には、日本語対応87キーボードと3個のインスタントキーび搭載されています。 


—の種類と役割 


各キーには、それぞれ異なった機能び割り当てられています。 



ご使用の前に 


装置の増設 


3 


B— 日 S の設定4 


再インスト—ル 


5 


困つたとさは 


付録 


キーボードを使ラ 
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文宇を入力するには 


文字キーを押すとキートップ（キーの上面）に印字されている文字び入力されます。 
入カモードによって、入力される文字は異なります。 


直接入カモード 

キートップのアルフアベットをそのまま入力し 
ます。 

曰本語入カモード 

□ーマ字入力 

キートップのアルフアベットで□ーマ字を入力 
し、漢字やひ5びなに変撰します。 

かな入力 

キートップのひ5びなをそのまま入力し、漢字 
やカタカナに変換します。 


入カモードの切 D 替ま 

ご23を押すと、直接入カモードと日本語入カモードを切り替えることびでをます。 

曰本語入カモードの□ーマ字入力とかな入力の設定は曰本語入カシステムで行います。 


日本語を入力するには 


ひらがなや、漢字などの日本語の入力は、日本語入カシステムを使用します。 
本機には、日本語入カシステム 「 MS - IME 」 が標準で搭載されています。 

MS-IME の巧し、方 

MS - IME パネルの主要なボタンの名称と働きは次のとおりです。 


• 入カモード 

入カモード(ひらびな、カタカナ、 

英数字など)を選択します。 

♦ヘルプ 

MS - IME の詳しい説明 
を見ることびできます。 


♦ かなキー□ック 

日本語入カモードの切り誓えを行います。 




ボタンび押されていない状態 

ローマ字入力 

ボタンび押されていない状態 

かな入力 


MS - IME し U 外の日本語入カシステムを使用する場合は、そのシステムに添付されているマニユア 
ルをご覧ください。 
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キーボードを使ラ 




















数値やアルフアベットの入力 


数値キー入カモード 


广 Fnl + [ Num 叫 を押すと、 NumLock ランプ （ fl ) げ点打して、文きキーの一部を数値キーとして 
使用でさます。さらにを押しなげら数値キーを押すと、矢印キーなどとして使用でをます。 


数値 キーモード 


Shift を押したとき 


齒|圈題 

10 IIIFII 
か バ III バ， 

1问 

(Pause 

iBrea/ 

ち 

お 

7 

8 S 

ホ 

こほ 

A A 


Alt 置 Ctrl 



アルフアベツト大文字-ル文字の切0替え 一 

アルフアベツトの入力を大文字またはル文字に固定することびでをます。固定する文字の切り替 
えは、なのキー操作で行います。 


I Shift け 1想 ， j 

大文字に固定すると、 CapsLock ランプ（台）び点灯します。 

大文字に固定した状態のままル文字を入力するには、 rs ^ i を押しなびら文字を入力します。 


ご使用の前に 


装置の増設 


3 


B— 日 S の設定4 


再インスト—ル 


5 


困つたとさは 


付録 


キーボードを使ラ 
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一と 組み合わせて使 ラキー 


キートツプに青色で印字されている機能キーは、〔 Fn 1と組み合わせて実行します。 


キーの組み合わせ 


r Fn l + l F1 つ ピ 


r Fn l + l F21 臣 


r Fn 1 + r F31 © 


〔 Fn 〕 + I F4 I p) 


fFn ] + [ F5 J 来 


r Fn J + [ F6 J O 


〔 Fn 〕 + I F7 」 [lcd|/x 


〔 Fn l + l F81 画 /□ 


〔 Fn I+I F9 〕固 


r Fn J + TfIO j 啦パ 


r Fn 1 + 1 F11 J ▼<!> 


r Fn J + [ F 12 ] ▲啦 


〔 Fn I + INumLkI 


〔 Fn l + l ScrLk | 


[Fn I + 〔 Home) 
〔 Fn l +〔End I 
r Fn J+[PgUp) 
〔 Fn l + l PgDn j 


機能 

省電力状態に移行しまず。（初期値：ス U —プ状態） 

と f = p . l 4 已「直ちに移行する」 

Internet Explorer を起動します。 

とす = p .に自「インターネットや電子メールを利用する」 

Bluetooth 機能の日 N / 日 FF を切り誓えます。 

とミ =^ p .8 日 「 Bluetooth 機能の日 N / OFF 方法」 

インフオメーションメニューを起動します。 

とす P.4 「インフ オメーショ ンメニ ューを 使う」 

LCD 画面を暗くします。 

と易 = p .8 已 「 LCD ユニットの調整」 

LCD 画面を明るくします。 

が P .8 己 「 LCD ユニットの調整」 

LCD 画面のノいックライトの入/切を切り誓えます。 

な P .8 曰「バックライトの消口」 

が付けの表示装置に接続している場合に、表示装置を切0誓えます。 

と .目4「画面表示を切0誓えるには」 

ビデオの省電力の入/切を切0誓えます。 

と夏 =* p .8 目「ビデオを省電力で使ラ」 

スピーカの S ュート（消音）の入/切を切0誓えます。 

な P .98 「音量の調節」 

スピーカの音量をルさくします。 

な P .98 「音量の調節」 

スピーカの 音量を大をくしまず。 

が P . 目8「音量の調節」 

数値キー入カモードに切0誓えます。 

な P . 日3「数値キー入カモード」 

ソフトウェアによって機能び異な0ます。詳しい内容は、ご使用のソフ 
トウェアのマニュアルをご覧ください。押すと ScrollLock ランプ（自） 
び点なします。 

行の最初に移動します。* 

行の最後に移動します。* 

前のページに移動しまず。* 

次のページに移動します。* 


* ソフトウェアによっては、機能び異なる場合びあります。 


キーボードを使ラ 


































































































なの入カキーの機能は、入れ替えることびでをます。 

〇 キーボード左下にあるとその隣の区互] 

0 キーボードち下にある （ TiD とその隣の C 3〕（ アプ U ケ-シヨ 


1-<11^ 

Caps Lock 

$芭 

斗 1 一 

AS 

— [ と 1 

つ 111^11 

〕 F 

し _は 

つ"以 II 一 11^ 

白 H J 心 

— fj [ — <J し苗— 

ン 11 一 11 叫"じ 

< し 牛 

の り；れ 

つ >S ‘ 

-^11 し 

:け 

し 

} J 
] む 


な Shfft 

之 3 X 

— っ さ 

C V 

[ — そ J [ — ひ 

B N M 

こ 1 [ ^ み J [ も 

< ' > , 7 

•わ .る / 1 

- な Shift 

5 \ろ 

」 _' -- ' 

Fn 

Ctrl 

巧 Alt 

苗 SSI 史》 

# タカす |[ 

ひらが a II Alt 冒 

し。 - 巧 」 ||1 _ J [ _ j 

〇 „ 

_] 巧 L 

Home II PgDn En。 , 


〇 


0 


キーの機能を入れ誓える場含は 、 「BIOS Setup ユーテイ U テイ」の 「 Advanced 」 メこュー画 
面で次の項目を変更して<ださい。 


[Exchange FN & L-CTRL Key」（ I Fn 〕と 〔ひ nl の入れ替え） 


• [Exchange R-Alt & Win App key 」（（ Ait 〕と〔量〕の入れ替え） 


購入時は、どちらも 「 Disabled 」 に設定されています。 
とす" P .1 目3「目 I 日 S Setup ユーテイ U テイの操作」 
とす^ P. 17己 「Advanced メニュー画面」 


本機には、3個のインスタントキーが搭載されています。インスタントキーを押すと、各キーに 
割り当てられた機能を実行します。 

各インスタントキーの機能は、なのとおりです。 


インスタントキー 

機能 

画面サイズ切0誓えキー a /- □- 

画面サイズを切0誓えます。キーを押すたびに、画面サイズをワイ 
ド表示とノーマル表示に切り誓えます。 

と多 = p .88 「画面サイズを切り誓える」 

無線 LAN キー がか 

無線 LAN 機能の ON/OFF を切0替えます。 

(無線 LAN 搭載時のみ機能しまず） 

な P . 11己「無線 LAN 機能の ON/OFF 方法」 

タッチバッドキー目 /X 

タッチパッドの日 N / 日 FF を切り誓えます。 

と易 =0.4 白「タッチパッド機能を日 FF にする」 


キーの機能の入れ替え 

BIOS の設定値 

機能を入れ誓える場合 

Enabled (有効） 

機能を入れ誓えない場合 

Disabled (無効） 


インスタントキー 


入カキーの機能の入れ替え 


ご使用の前に 


2装置の増設 


3 BIOS の設定 4再インスト—ル 5困つたときは 


付録 


キ 

ノ 


キーボー ドを使ラ 
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HDD を使う 

本機にはシ U アル ATA 仕様の HDD (八ードディスクドライブ）が搭載されています。 HDD は、 
大容量のデータを高速に記録する記憶装置です。 



•HDD アクセスランプ点巧中に、本機の電源を切ったり、再起動したりしないでく 
ださい。 HDD アクセスランプ点な中は、コンピュータが HDD に対してデータの 
読み書きを行っています。この処理を中断すると、 HDD 内部のデータが破損する 
おそれがあります。 

•本機を落としたり、ぶつけたりして衝撃を与えると、 HDD が故障するおそれがあ 
ります。衝撃を与えないよラにま意してください。また、持ち運ぶときは、電源 
を切った状態で専用バッグに入れるなどして、保護するよラにしてください。 

- HDD が故障した場合、 HDD のデータを修復することはできません。 


データのバックアッ 



HDD に記録されている重要なデータは、 CD メディアや外付け HDD などにバックアップして 
おくことをおすすめします。万一 HDD の故障などでデータび消失してしまった場合でち、バッ 
クアップを取ってあれば、被害を最ル限に抑えることびでをます。 

バックアップち法は、 とす = 口 .23 已「データのバックアップ」をご覧ください。 


購入時の HDD 賴域 


購入時の HDD は、お客様の選択によりなのよラに設定されています。 
すべてのドライブは、 NTFS ファイルシステムでフオー マツ トされています。 


通常 


ドライブ（領域） 

容量 

消去禁止領域 

約 3 G 巨* 

C ドライブ 

残0 


* 消ま禁止領域の容量は、コンピュータの製品仕様により異な0まず。 


HDD 設定変更サービスを選択された場合 


ドライブ（領域） 

容量 

消去禁止領域 

約 3 GB * 

C ドライブ 

購入時に選択された容量 

D ドライブ 

残0 


* ミ肖モ禁止領域の容量は、コンピュータの製品仕様により異なります。 
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HDD を使ラ 



















消去禁止巧巧とは 


「消去禁止領域」には、本体ドライバ•ソフトウェアのインストール用データや、 「 Windows 回 
復環境 （Windows RE )」 び設定されています。 

この領域は、 絶対に削除しないでください。 

削除してしまラと、本体ドライバやソフトウェアのインストールびでをなくなります。 

「消去禁止領域」内の本体ドライバやソフトウェアのインストール用データは、 CD にコピー（バッ 
クアップ）することちでをます。 

とす = p .23 日「バックアップ CD の作成」 

Windows RE の詳綱ま、 とち = 13.228 「 Windows 回復環境 （Windows RE ) を使う」をご覧 
<ださい。 


1台の HDD は、いくつかに分割してそれぞれ別々のドライブとして使用することびでをます。 

例：1つの HDD 領域 （ C ドライブ）を2つの HDD 領域 （ C ドライフと D ドライフ）に分割 
することびでをます。 


ミ肖去禁止領域 


C ドライブ 



HDD 


ミ肖去禁止領域 


C だ 

;イブ 

□ドライブ 

1 



\ 

: N 

\ HDD 


C ドライブを分割する場合は Windows の再インストールび必要です。詳しくは、 とす = p .242 rc 
ドライブを分割-変更する」をご覧ください。 


HDD 設定変更サービス 

HD □設定変更サービスとは、睛乂時にあ日かじめ HDD の領域を C ドライプ、 D ドライ 
ブに分割した状態でコンピュータをお届けするサービスのことです。 


HDD を分割して使用する 


J 使用の前に 


装置の増設 


3 


B — 日 S の設定4 


再インスト—ル 


5 


困つたとさは 


付録 


HDD を使ラ 
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HDD の暗号化 


Windows Vista Ultimate 使用時 


Windows Vista Ultimate では、 HDD 暗号化機能旧 itLocker 」 を使巧することができます。 
本機で BitLocker を使用するには、事前に専用ツールでの HDD 設定変更が必要です。専用ツー 
ルの入手ち法など、 詳し<は当社ユーヴーヴポートページのヴポート情報をご覧<ださい。 
アドレスは;欠のとお0です。 

http://www.epsondirectco.jp/support/redirecthtm?content=BitLocker 


参胃 ) BitLocker とは 

BitLocker 1^. HDD 内のドライブを暗号化するツールです。 Windows Vista 
Ultimate と Windows Vista Enterprise のみに搭載されています。 

ドライブを暗号化することで、第兰ちび Windows を不正に起動したり、 HDD 内のデー 
夕び漏ミ曳したりすることを抑止することびでさます。 
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HDD を使ラ 










光ディスクドライブを使う 

本機左側面には購入時に選択された光ディスクドライブび搭載されています。 

光ディスクドライブは、 CD - ROM などの光ディスクメディアを使用するための機器です。 
ここでは、光ディスクドライブの基本的な使い方について説明します。 



A 

を意 

光ディスクドライブで、ひび割れや変形巧修したメディアは使用しないでください。 
内部で飛び散って、故障したり、メディア取り出し時にけがをしたりするを険があり 
ます。 




本機では 、 CD (コンパクトディスク）の規格に準拠しない「コピーコント□ール 
CD 」 などの特殊ディスクは、動作保証していません。本機にて動作しない特殊ディ 
スクについては、製造元または販売元にお問い合わせください。 


ドライブの機能と使える巧ディスクメディア 


光ディスクドライブの機能と使えるメディアの種類は、光ディスクドライブのマニュアル （ PDF ) 
をご覧ください。 

00 「インフォメーシヨンメニュー」 一 「マニュアルびゅ一ね」 

光ディスクメディアの違いについての簡単な説明は、なをご覧ください。 

0© 「インフォメーシヨンメニュー」 一「 PC お役立ち情報」 


ご使用の前に 


装置の増設 


3 


B — 日 S の設定4 


再インスト—ル 


5 


困つたとキしは 


付録 
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がディスクメディアのセツトと取り出し 


光ディスクメディアのセツトと取り出し方法について説明します。 




•光ディスクドライブアクセス中にメディアを取り出したり、再起動したりしない 
で < ださい。 

-メディアの再生中や書壬込み中に振動や衝撃を与えないで<ださい。 

-ディスクトレイ上の光学レンズに触れたり、傷つけたりしないでください。メディ 
アのデータが読めなくなります。 

• 必要な場合切外は、ディスクトレイは閉じておいてください。 

•結露した状態のメディアを使用しないでください。メディアを寒いところから暖 
かいところへ急に持ち込むと、結露（水滴が付着する状態）します。使用すると、 
誤動作や故障の原因になります。 

• 本機では、精円などの通常と異なった形状のメディアは使用でさません。 


セツ > 方 を 


Q 光ディスクイジェクトボタンを巧しまず。 

ディスクトレイが少し飛び出します。 
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ロ ディスクトレイを静かに引き出しまず。 

光学レンズに輔れたり、傷つけたりしないでください。 
六ディアのデータを読めなくなります。 


光学レンズ 


F 1 印刷面を上にしてメディアをディスクトレイに載せ、カチッと音びするまではめ込 
みます。 



Q ディスクトレイを静かに閉じまず。 
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巧り出し方法 


n 光ディスクアクセスランプび点な•点滅していないことを巧認して、光ディスクイ 
ジェクトボタンを巧します。 



h ディスクトレイびかし飛び出した6、そのまままっすぐ引き出します。 
R メディアをディスクトレイか5取り出しまず。 

〇 ディスクトレイを手で巧して静かに閉じます。 


イジェクトボタンを押してちメディアが取り出せない場合 

ソフトウェアによっては独自の取 D 出し方法でないとメディアび取り出せないちのちあり 
ます。詳しくは、お使いのソフトウェアに添付のマニュアルをご覧ください。 
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強制的な巧ディスクメディアの取り出し 


なのよラな場合には、強制的に光ディスクメディアを取り出すことびでをます。 

•光ディスクドライブの動作が不安定になったり、故障したりして、光ディスクメディアが取り 
出せない場合 

•光ディスクメディアをセットしたまま、本機の電源を切ってしまった場合 
強制的な光ディスクメディアの取り出し方法は、なのとおりです。 

Q 本機の電源び入っている場合は、電源を切ります。 

とす = p .33 「電源を切る」 

h 光ディスクイジェクトホールに巧の細い丈夫なもの（ゼムクリップを引きのばした 
ものなど）を差し&みます。 



ディスクトレイび少し飛び出した5、そのまま手でまっすぐ引き出します。 


CD メディアの読み込み•再生 


光ディスクドライブでは、データ CD を読み込めるほかに、音楽 CD やビデオ CD 、 フォト CD 
などの再生を行5ことびでをます。これらのメディアの中には、再生時に別途専用ソフトウェア 
び必要なちのちあります。 
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DVD メディアの読み込み•再生 


本機の光ディスクドライブでは、データび収録された DVD メディアを読み込めるほかに 、 DVD 
VIDEO などの再生びでをます 。 DVD VIDEO の再生には、専用のソフトウェアび必要です。 

DVD VIDEO 再をソフト 


DVD VIDEO の再生には rWinDVD 」 を使用します。 

WinDVD は、なの場所から起動します。 

[ スタート ]- 「ずべてのプ □ グラム」一 「Inter Video WinDVD 」一 「Inter Video 
WinDVD for EPSON 」 

WinDVD の詳しい使用ち法は、 WinDVD のヘルプをご覧ください。 

DVD VIDEO 再を時の制旧 

WinDVD で DVD VIDEO の再生をすると、なのよラな不具合び発生することびあります。 

•解像度や色数の設定により 、 DVD VIDEO の再生びでさないことびあります。 

DVD VIDEO の再生びでさない場合は、解像度や色数を調節してみてください。 

が P .87 r 解像度や表示色の変更ち法」 

•外付けディスプレイを接続して、「ク□-ンモード」で表示をしていると、 r 使用しているディ 
スプレイ環境は保護されているコンテンツの再生をサポートしていません。」といラメッセー 
ジび表示され 、 DVD VIDEO の再生び中断されます。このよラな場合は、表示を「シングルモー 
ド」に切り替えてください。 

と罗=口.94 r 画面表示を切り替えるには」 


HDMI ディスプレイ • テレビを接続したとまは 


ビデオ GeForce 9800 M GT 搭載 時のみ 


HDMI ディスプレイ.テレビを接続した場合は、 WinDVD を使用するために設定び必要です。 
設定ち法は、 とす = p . l 02「 WinDVD 使用時の設定」をご覧ください。 


がディスクメディアへの書を込み 


本機の光ディスクドライブでは、データ、音楽、画像などを光ディスクメディアに書を込むこと 
びでをます。 

書を込み可能なメディアは、光ディスクドライブのマニュアル ( PDF ) をご覧ください。 

00 「インフ オメーシヨ ンメニュー」 一 「マニュアルびゆ一ね」 




作成した DVD VIDEO は、市販の DVD プレイヤーで再生でさますが、一部の 
DVD プレイヤーでは再生できない場合があります。 
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ライミインジソフト _ 

光ディスクディアに書を込みを行ラ場をは、専用のライティングソフトが必要です。本機には 
ライティングソフト 「Nero 8 Essentials 」 がインストールされています。 

とす^ P .65 「Nero 8 Essentials の使いち」 

書き込み時のを意 

書を込みを行5場合は、なの点に注意して<ださい。 

•省電力機能を無効にする 

メディアへの書を込み時に Windows び省電力状態に切り替わると、データ転送エラーび起志 
書さ込みに失敗して、メディアに記録したデータび失われたり、メディアび使用でをなくなる 
可能性びあります。 

書さ込みを始める前に、省電力状態に移行しないよラに設定してください。 

とす = P . 14已「時間経過で移行させない」 

省電力状態に移行する場合は、必ず光ディスクドライブからメディアを取り出してから行って 
<ださい。 

•速度に対応した光ディスクメディアを選ぶ 

書を込みを行5場合は、光ディスクドライブの書を込み速度に対応したメディアを使用してく 
ださい。 

光ディスクドライブの書を込み速度は、光ディスクドライブのマニュアル （ PDF ) をご覧くだ 
さぃ。 

「インフオメーシヨンメニュー」 一 「マニュアルびゅ一わ」 


Nero 8 Essentials の使い方 


ライティングソフト 「Nero 8 Essentials 」 を使用すると 、 CD メディアや DVD メディアにデー 
夕や音楽、画像などのファイルを書さ込むことがでさます。 


Nero 8 Essentials と Windows Vista 標準の書き込み機能を同時に使用しないで 
<ださい。 


斬ぶ 


Nero 8 Essentials を起動するには、デスクトップ上の 「 Nero 」 アイ]ンをダブルクリックします。 

没） 

Nero 

Starts ma... 

Nero 8 Essentials の詳しい使用方法は、次をご覧ください。 

0© 「インフォメーシヨンメニュー」 一「 PC お役立ち情報」一 「 CD / DVD / B □を使う」 
0^)1" インフォメ ーシヨンメニュー」 一 r マニュアルびゅ一わ」一 riMero ユーザーガイド」 
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USB 機器を使う 

本機には us 目2.日に对応した us 目コネクタがち側面に2個、背面に2個、合計4個搭載さ 
れています。 USB コネクタには USB 対応の機器を接続します。 

背面に2つある US 目コネクタのうち、上段の US 目コネクタは、 eSATA / US 目コンボコネク 
夕です。 eSATA 機器を接続することもでをます。 

とす" P .148 reSATA / US 目コンボコネクタ」 




USB フラッシュメモリや US 目 HDD などの US 目記憶装置を接続していたり、 

USB FDD に FD がセットされている状態で本機の電源を入れると、 Windows が 
起動しないことがあります。 US 目記憶装圍ま、 Windows 起動後に接続してくださし、。 
USB 記憶装置を接続した状態で Windows を起動したい場合は 、 「BIOS Setup ユー 
ティリティ」で起動するデバ’イスの順番を変更してください。 

と歹 =^ P .172 「起動 （ Boot ) デバイスの順番を変更する」 


US 巨機器を使ラ 






















USB 機器の接続と取りかし 


USB 機器の接続-取り外しは、本機の電源び入っている状態で行5ことびでをます。 

USB おおの巧続 

USB 機器の接続方法は、なのとおりです。 

〇 USB 機器の USB コネクタを、本機の USB コネクタ（•^)に接続しまず。 



口 USB 機器によっては、通知領域に「取り外し」アイコンび表示されまず。 

拓 

< 取り外しアイコン > 

接続する USB 機器によっては、専用のデバイスドライバび必要です。詳しくは、 USB 機器に 
添付のマニュアルをご覧ください。 

接続した USB 機器の確認 

接続した US 日機器对産語するには、「取り外し」アイコンをダブルク U ックし、「八ード 
ウェアの安全な取0外し」画面で[プロパティ]をク IJ ックします。 
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USB 機器の巧 D かし 

USB 機器の取りがしは、コンピュータの状態を確認して、なのどちらかの方法で行います。 
•そのまま取り外す 

「取り外し」アイコンび表示されていない場合や、本機の電源を切った場合は、そのまま取り 
外せます。 

•USB 機器の終了処理をして取り外す 

「取り外し」アイコンび表示されている場合は、終了処理を行います。 

USB 機器の終了処理のち法は、なのとお D です。 

■J 通知領域の「取り外し」アイコンをク U ックします。 

表示されたメニューか5 r (取りタルたい USB 機器）-を安をに取りタルます」 

を選択しまず。 

複数の機器び表おされる場合は、別の機器を選択しないよラを意してください。 


USB 大容量記ち装星デバイス-ドライブ （F:) をち全に巧りかします 


「A- ドウエアの取りがし」メッセージび表示された5、 [OK] をクリックし、 USB 
機器を本機か5取り外します。 
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ゾモリカードを使う 


本機ち側面にはメモ1」カードスロットび搭載されています。メモリカードは、デジタルカメラな 
どで使用するメディアで、コンピュータとのデータ交換に使われます。本機では、3種類のメモ 
U カードを使用することびでをます。 



本機で使用でをるメモリカー 


本機で使用できるメモ1」力ードは、メモ U - スティック （ Pro にも対応)、マルチメディアカード、 
SD メモ U - 力ード （ SDHC にも巧耐の3種類です。イラストは、各メモ U 力ード表面のイメー 
ジです。 


< メモ IJ - スティック> 






< SD メモ U - 力ード> 



<マルチメディアカード> 




メモリースティック 、 SD メモリーカードの著作権保護機能には対応していません。 
メモリースティックおよびメモリースティック Pro の高速転送、セキュリティ機 
能には対応していません。 
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メモリカード使用時のを意 


メモ1」カードは、なのま意事項を確認して正しくお使いください。 

•メモ U 力ードにアクセス中は、本機の電源を切ったり、メモ U 力ードを抜いたりしないでくだ 
さい。カードのデータび破損するおそれびあります。 

-メモ1」カードは、データの書を込み中に電源の供給び停止すると不具合び発生する可能性びあ 
ります。メモ1」カードを使用するとをは、省電力状態に移行しないよラに設定してください。 
とす= P . 14已「時間経過で移行させない」 

•記録されているデータによっては、読み込み時に専用のソフトウエアび必要になる場合びあり 
ます。詳しくは、データを作成した周辺機器またはソフトウェアに添付のマニュアルをご覧く 
ださい。 


メモ!；力ードのフオ ー7 ツト 


メモリカードのフォーマットは、必ずメモリカードを使用するデジタルカメラなどの周辺機器側 
で行ってください。本機でフォーマットを行ラと、周辺機器でメモ U カードび認識されなくなる 
場合びあります。 

フォーマットの方法は、周辺機器に添付のマニュアルをご覧ください。 


メモリカードのセツトと取り巧し 


メモ U 力ードを使用する前に、 必ずと す = p .70 「メモ U 力ード使用時のミ主意」をお読みください。 


メモ IJ 力ードのセット 


メモ U 力ードのセット方法は、なのとおりです。 

〇 メモ U 力ードス□ットにカバーび装着されている場合は、引き巧して取り外します。 

外したカバーは大切にな管してください。 



70 


メモ U 力ードを使ラ 




B 


メモリカードの表面を上にしてメモリカードス□ットに挿入しまず。 

奥までしっかりと巧し込みます。 

六モ U カードの表面は、 と多 = P .目9「本機で使用できるメモリカード」で確認してください。 





正しくセットしても、メモリカードはス□ットから1万 cm 〜2.已 cm 出たままにな 
ります。メモリカードをセットした状態で本機を持ち運ぶ際は、ま意してください。 
本機をバッグなどに入れる場合には、必ずメモ IJ カードを取り外してください。 



□ 


認識されると、メモリカードび使用できまず。 

正しくセットされると、通知領域に「取り外し」アイコンが表示されます。 


わ 


< 取り外しアイコン > 
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メモリカードの取 D かし 


メモ U カードの取り外しち法は、なのとおりです。 

Q メモ U カードの終了処理を行いまず。 

本機の電源を切った場合、終了処理は不要です。 白に 進みます。 

〇 開いているファイルを閉じます。 

ファイルを閉じないと、終了処理びでさません。 

0 通知領域の「取り外し」アイコンをク U ックします。 

© 表おされたメニューか5、 r (取り外したいメモ U 力ード）一--•を安全に取り外 
します」を選択します。 

複数の機器び表示される場合は、別の機器を還択しないよ5を意してください。 


MMC Memory Card -ドライブ （ E ;) を安全に巧りかします 


〇 「八ードウエアの取りがし」メッセージが表おされた S 、[0 K ] をクリックします。 

これでメモ U カードの終了処理は完了です。 

h メモリカードをまつずぐに引き抜きまず。 



取り出した;><モリカードは、専用のケースなどに入れて大切に保管してください。><モリカー 
ドをセットしない場をは、カバーを装着しておをます。 
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Express 力ードを巧ラ 


本機ち側面には Express 力ードス□ットが搭載されています。 Express 力ードは、高速転送に 
対応したカードです。 

本機では、次の2種類の Express カードを装着することがでをます。 

• ExpressCard/34 

• ExpressCard/ 己 4 





Express 力ードを使用中に省電力状態に移行すると、不具合が発生する可能性があ 
ります。 Express 力ードを使用する前に、省電力状態に移行しないように設定して 
<ださい。 

と 歹=*口.14 已「時間経過で移行させない」 


参を) Express カードのタイプ 

Express 力ードには PCI - Express タイプと USB タイプびあります。タイプにより、 
BIOS Setup ユーティ U ティでの設定び変わります。 

とす^ P.177「Security メニュー画面」一「1/日 Interface Security 」 

お使いの Express 力ードのタイプは、 Express 力ードに添付のマニュアルで確認してく 
ださし、。 


Express 力ードのセツトと取りかし 




Express カードを取り扱ラときは、あ 5 かじめ金属製のものに触れて、静電気を 
逃がしてください。 Express カードやコネクタ部に静電気が流れると、故障する 
ことがあります。 

Express カードは、電源を切らずに抜き差しすることができます。ただし、省電 
力状態で Express 九ー ドの抜重差しを行わないでください。システムが正常に動 
作しなくなる場合があります。 
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Express 力ードのセット 

Express 力ードのセッ ト 方法は次のとおりです。 

b Express 力ードス□ットに夕‘ミーカードびセットされている場合は、取りがしまず。 

〇 ダミーカードを「カチッ」と音がするまで巧します。 

0 かし出てさた夕’5—カードをまっすぐに引さ抜さます。 

がしたダカードは大切に保管してください。 



トイ Express 力ードを Express 力ードス□ットに挿入しまず。 

Express 力ードの表面を上にして、奥までしっかりと巧し込みます。 

Express Carcl /34 をお使いの場をは、 Express 力ードス□ットに、 Express 力ードの左側 
ををわせて挿入してください。 
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曰 


認識されると、 Express カードび使用できまず。 

正しく Express 力ードがセットされると、通知領域に「取り外し」アイコンが表示されます。 


わ 


<取り外しアイコン> 


Express 力ードによっては、専用のデバイスドライバび必、要です。詳しくは、 Express 力一 
ドに 添付のマニュアルを ご覧ください。 

Express 力ードの巧 D かし 

Express 力ードの取り外し方法は、なのとおりです。 




本機にセツトされていた Express カードは、高温になっている可能性があります。 
取り外す際はま意してください。 


Express 力ードのお了処理を行いまず。 

本機の電源を切った場合、終了処理は不要です。 白に 進みます。 

〇 通知領域の「取り外し」アイコンをク U ックします。 


0 表おされたメニューか5 r (取り外したい Express 力ード）一 • 
外します」を選択します。 

複数の機器び表示される場合は、別の機器を還択しないよラを意してください。 


を安全に取り 


USB 大容量記盾装运デバイス-ドライブ （ F :) をお全に巧りかします 




曰 


0 「八ードウエアの取り外し」メッセージが表おされた5、 [0 口をク U ックします。 

これで Express 力ードの終了処理は完了です。 

Express 力ードを「カチッ」と音びずるまで押ずと、 Express 力ードび少し出まず。 

強く巧すと、 Express カードが飛び出すことがあるのでを意してください。 
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n Express 力ードをまつずぐに引き抜きまず。 



取り出した Express カードは、専用のケースなどに入れて大切に保管してください。 
Express カードをセツトしない場をは、ダミーカードをセツトしておさます。 


76 


Express 力ードを使う 




巳 luetooth 機能をほ 5 (才7シヨン） 

購入時にオプション違択された場合、本機には Bluetooth 機能び搭載されています。 

Bluetooth とは、無線の通信ち式の1つです。ここでは、 Bluetooth 機能の使いちについて説 
明します。 

Bluetooth 煤能ででまること 

本機では、 Blue 记 oth 機能を使用して、なのようなことびできます。 

• Bluetooth 対応の周辺機器の使用 

マウス、プリンタ、カメラ、ステレオヘッドフォン、ヘッドセット、携帯電話、ワイヤレスモ 
デムステーション、アクセスポイントなど 

• Bluetooth 機能が搭載されているコンピュータや PDA とのデータの送受信 



仕な __ 

本機に搭載されている Bluetooth 機能の仕様は、次のとおりでず。 


規格 

周波数帯 

Bluetooth 標準規格 Ver 2.0 + EDR 

2.4GHz 
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Bluetooth 機能をお使いの前に 


A •航空機や病院など、電波の使用を禁止された区域に本機を持ち込むときは、本機の 

_ 電源を切るか電波を停止してください。 

警告 電波が電子機器や医療用電気機器に影響を及ぼす場合があります。 

また、自動的に電源が入る機能が搭載されている場合は、設定を解除してから、本 
機の電源を切ってください。 

•医療機関の屋内で本機を使用すると去は、次のことを守ってください。 

•手術室•集中治療室り CU ) •冠状動脈疾患監視室 （ CCU ) には、本機を持ち込まない。 
-病棟内では、本機の電源を切るか電波を停止ずる。 

-病棟政列の場所でち、付近に医療巧電気機器がある場合は、本機の電源を切るか電波を 
停止ずる。 

-医療機関が個々に使用禁止、持ち込み禁止などの場所を定めている場合は、その医療機 
関の指をに従ラ。 

-自動的に電源が入る機能が搭載されている場合は、設定を解除してか5、本機の電源を 
切る。 

•植込み型/。臓ペースメーカーおよび植込み型除細動器を装着している場合、 

目 luetooth 機能を使用するときは、装着部と本機の間を 22 cm 似上離してください。 
電波が、植込み型/。臓ペースメーカーおよび植込み型除細動器の作動に影響を及ぼ 
す場合があります。 

満員電車など、付近に/。臓ペースメーカーを装着している人がいる可能性がある場 
所では、本機の電源を切るか電波を停止して<ださい。 

•目 luetooth 機能は、自動ドア、火災報知器などの自動制御機器のおくで使用しない 
で < ださい。 

電波が影響を及ぼし、誤動作による事故の原因となるおそれがあ0ます。 


電波に関ずる注意 

目 luetooth 機能は、次の電波に関する注意事項を確認して正しくお使いください。 

. 本機の目 luetooth 機能は、電波法に基づくル電カデータ通信システムの無線局の無線設備と 
して、技術基準適を証明を受けています。そのため、本機の目 luetooth 機能を使巧するとき 
に無線局の免許は必要ありません。 

•本機の目 luetooth 機能は、技術基準適含証明を受けていますので、本機を分解-改造すると 
法律で罰せられることがあります。 

- 2.4 GHz 付近の電波を通信している無線装置などの近<で通信すると、双方の処理速度が落ち 
る場合があります。電子レンジ付近の磁場、静電気、電波障害が発生するところでは、使巧し 
ないで<ださい（環境により電波が届かない場をがあります)。 
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’本機の Bluetooth 機能の使巧する電波び、巧の機器や無線局と電波干渉ずるおそれびありまず。 
-産業-科学-医療用機器 

•工場の製造ライン等で使用されている移動体識別用の無線局 

1構内無線局（免許を要する無線局） 

2特定ル電力無線局（免許を要しない無線局） 

万一、本機の团 ue 扣 oth 機能と他の無線局との間に電波干渉び発生した場合には、まやかに 
本機の使用場所を変えるか、または運用を停止（電波の発信を停止）して <ださい。 

’ Bluetooth と無線 LAN は同じ無線周波数帯を使用するため、同時に使用すると電波び干渉し 
合い、通信速度の化下やネットワークび切断される場合びあります。接続に支障びある場合は、 
Bluetooth 機能、無線 LAN のいずれかの使用を中止してください。 

’本製品は電波を利用したワイヤレス機器でず。本製品を使用する環境によっては通信速度のほ 
下や、接続び一時的に切断されるなどの現象び発生する場合ちありまずび、故障ではありません。 


通信可能な距離 


Blue 扣 oth で通信可能な距離は、 lOmli (内です。 Bluetooth 通信を行うときは、本機と通信 
を行う機器を 10 m し U 内に設置してください。 

推奨される通信距離は 3 m し U 内です。 




通信可能距離は] 0 m 拟巧ですが、通信機器間の障害物や電波状況、磁場、静電気、 
電波障害の発生する場所、使用するソフトウェア、 0 S 、 通信する機器の受信感度、 
アンテナ性能などによって、変化する可能性があります。通信でさない場合は、通 
信する機器を本機の近くに設置してください。 


通信時の確認事頂 


目 luetooth 機能を使用して通信する際は、次の事項を確認してください。 

•使用する機器が目 luetooth に対応していることを確認してください 

•本機と使用する機器が通信可能な距離にあることを確認して<ださい。 

•本機と使用する機器が接続可能な状態になっていることを確認して<ださい。 

•本機と使用する機器の目 luetooth 機能が有効になっていることを確認してください。 

-本機と複数の Bluetooth 機器で通信する場合、通信速度が低下する場含があります。 

•大容量データを送受信する場含は、途中で通信が途切れることがあります。その場合は、再度 
送受信してください。 


-ネットワーク上のファイルなどを開いたまま省電力状態に移行すると、正常に通 
常の状態に復帰でさない場合があります。 

-簡易ユーザー切り替えでユーザーを切り替えた場合は、目 luetooth 機能を使用で 
きません。 Windows を再起動して□グオンしなおしてください。 
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Bluetooth 機能の ON/OFF 方法 


Bluetooth 機能の日 N/OFF 方法について説明します。 

Bluetooth 機能の ON / OFF 切り替え 

Bluetooth 機能の日 N/OFF 切り替えは、次のキー操作で行います。 
[ Fn 1+[ F3 1 ( 0 ) 

購入時、 Bluetooth 機能は OFF になっています。 




目 luetooth 機能を ON にしていても、本機がイ木止状態に移行したり、シャットダウ 
ンしたりすると目 luetooth 機能は自動的に日 FF になります。その場合は、キー操 
作で再度目 luetooth 機能を日 N にしてください。 



目 luetooth 機能の日 N / 日 FF は、無線 LAN/Bluetooth 状態ランプ（が/©)で確認できます。 
無線 LAN/Bluetooth 状態ランプは、目 luetooth と無線 LAN 共用です。 


Bluetooth 機能 

無線 LAN / Bluetooth 状態ランプ 

ON 

オレンジ色または黄色*点な 

OFF 

消打または緑色*点な 


* 無線 LAN 機能び ON の場合 
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お気に入ウリンク 
ffi ドホュ乂ント 


F ピクチ P 
P ミュージック 
ぶ思£の香‘ミ 
C 埃寞 
4 バブリック 


を 


isi 



Ou 10 


中, ||»*- 



周辺おおのな出.巧続 

周辺機器の検出-接続ち法は、なのとおりです。 

本機と周迈機器を通信可能な範囲に設置しまず。 

とす =p.79 r 通信可能な距離 J 

本機と周迈機器の团 uetooth 機能を rONJ にしまず。 

な P.80「Bluetooth 機能の ON/OFF 方法」 

周辺機器の巨 lue 怕 oth 機能を ON にする方捆ま、周辺機器に添付のマニュアルをご覧ください。 

n [スタート]-「ずべてのプ□グラム」一 「Bluetooth Places 」 をク U ックします。 

iJ 「 Bluetooth の場所」画面び表示された5、周辺機器を検索して接続しまず。 

〇 「デバイスの検索」アイコンをダブルク U ックします。 

利用巧能な周辺機器び表おされます。 

0 接続したい周辺機器のアイコンをダブルク U ックします。 

Bluetooth パスキー入力画面び表おされた場合は、周辺機器に添付のマニュアルを参照して 
巨 luetooth パスキーを入力し、I；日 K] をクリックします。 

周辺機器び接続されると、周迈機器のアイコンと「マイデバイス」アイコンび緑色に変わります。 



Bluetooth 機器を使用する 


Bluetooth 機器を使用する方法を説明します。 


参考) BlueSoleil のヘルプ 

巨 luetooth ユーティリティ 「BlueSoleil」 の詳しい使い方は、ヘルプを参照してくださし、。 
ヘルプの起動方法は、なのとお0です。 

[スタート]—「ずべてのプ□グラム」一 「 Bluet 00 th 円 aces 」一 
「 Bluet 00 th の場所」画面で [ F 1] を押ず 


a. C J 
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おおをを了する 

本機または周辺機器の团 uetooth 機能を rOFF 」 にすると、自動的に接続は終了します。 

が 13.80 [ Bluetooth 機能の ON / OFF ち法」 

設定した周迎榮おをほ用する 

-度接続の設定を行うと、;欠回からは、本機と周辺機器の团 uetooth 機能を rON 」 にするだけで、 
周辺機器を使用でをます。 

設定した周辺おおが認識されない場合は 

一度接続の設定を行った周辺機器び認識されない場合は、再度検出■接続を行って<ださい。 
とす= P .8 1「周辺機器の検出-接続」 


コンピユータ同 ± で Bluetooth 通信する 


Bluetooth 機能を搭載したコンピュータ同±でデータの送受信をする方法を説明します。 

データのを信 _ 

Bluetooth 機能を搭載したコンピュータに、本機からデータを送信する方法は、なのとおりです。 

■ J 本機と送信巧のコンピュータを通信可能な範囲に設置しまず。 

とす = p .79 r 通信可能な距離 J 

口 本機と送信巧のコンピュータの团 uetooth 機能を rON 」 にしまず。 

な P .80 「 Bluetooth 機能の ON / OFF 方法」 

[スタート]-「ずべてのプ□グラム」一 「 Bluetooth 円 aces 」 をク U ックしまず。 
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FI 「 Bluetooth の場祈！画面び表示された5、送信巧のコンピュータを検索して接続し 
ます。 


〇 「デバイスの検索」アイコンをダブルク U ックします。 

利用巧能なコンピュータび表示されまず。 

0 接続したいコンピュータのアイコンをダブルク U ックします。 



〇 


0 


巧 表示された画面で 「 Bluetooth ファイル転送」をダブルクリックします。 

円 送信巧のコンピュータに团 uetooth パスキー入力画面び表示された場合は、任意の 
Bluetooth パスキーを入力し、 [0 K ] をクリックします。 

表示される画面は、コンピュータにより異なります。通信するコンピュータ同±で同じバスキー 
を入力ずることで、ファイル転送時のセキュ U テイを確なでをます。 

Q 本機側に团 uetooth パスキー入力画面び表示された場合は、 曰で 設定した 
Bluetooth パスキーを入力し、 [0 K ] をク U ックします。 

円 「 Bluetooth ファイル転送」画面内に転送したいファイルをドラッグアンドド□ップ 
します。 

巧 送信巧のコンピュータで 「 Bluetooth ヴービスの認証」画面び表示された場合は、[は 
し、]をクリックすると、ファイルび転送されます。 

表示される画面は、コンピュータにより異なります。 

これで、ファイル転送は完了です。 


本機が Bluetooth 通信で受信したファイルは、次の場所に保存されます。 

[スタート]—「ドキュメント」一 「 Bluetooth 」一「 Share 」 
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画面表巧をずる 

ここでは、本機の LCD ユニットでの画面表示について説明します。 

本機では、 LCD ユニットのほかに外付けの表示装置を接続することちでをます。 
が P .90 「州寸けディスプレイに表示する」 


LCD ユニットの仕様 


本機では次のどちらかの LCD (液晶ディスプレイ）を搭載しています。 

♦ 1 己. 4 型 WXGA + 最大解像度 1440 X 900 
♦ 1 已 .4 型 WUXGA 最大解像度 1 目 2 日 X 1200 




LCD の表示中に、次の現象が起きることがあります。これは、カラー LCD の特性 
で起壬るちので故障ではありません。 


• LCD は、高精度な技術を駆使して23日万]^:!上の画素か5作5れていますび、画面の 
一部に常時点好または常時消灯する画素び存在することびあります。 


• 色の境界線上に筋のよラなをのび現れることびあります。 


• Windows の背景の模様や色、壁紙などによってち5ついて見えることびあります。こ 
の現象は、背景の模様び市松模様や横搞模様といった特殊なパターンで、背景の色び中 
間色の場合に発生しやすくな0ます。 


LCD のドット抜け基準値 

本機 LCD の ドット* 抜け基準値は、8個下でず。これは、 WXGA + の場合で全ドット 
の 日.日日日 21〇/〇1；(下、 WUXGA の場合で全ドットの 日. 0 日日 12〇/〇^(下に相当します。 

* 「ドット」は副画素（サブピクセル）を指します。 LCD では、1個の画素び3個の副 
画素で構成されています。本書に記載しているドット抜け基準値は、 IS 日] 34日目-2に 
従って、副画素単位で計算しています。 

本機の副画素数 

WXGA + の場合3,888 ，日日日 個 
WUXGA の場合 目,目 12,0 日日 個 


画面表示をする 









LCD ユニットの調整 


画面の明るさの調整はなのキーで行います。 


キー操作 

状態 

1 Fn 1+1 F 5 1来 

暗< な0まず。 

(Fn 1+( F 6 1〇 

明るくな0まず。 


なの場巧で調整することちでをます。 

[スタート]-「コント□ールパネル」一「システムとメンテナンス」一「電源オプション」 
-さプランの「プラン設定の変更」一「ディスプレイの輝度を調整」 

パックライトの消な 


本機を使用していない間、バックライトを消灯することで消費電力を抑えることびでをます。バッ 
クライトの消打方法は、なのとおりです。 


キー操作 

状態 

(Fn 1+1 F 7 1 [ lcd 1 /x 

本機び起動している状態で巧すとバックライトび消灯します。をラー度押すと 
バックライトび点灯します。 


LCD ユニッ トを巧じたとをの動作 

LCD ユニットを閉じると、本機は「ス U- プ状態」になります。 
とす= P . 144 r 省電力状態の種類」 

LCD ユニットを閉じたとさの動作は、変更することびでをます。 
とす= P . 14已 r 省電力状態に移行するち法」 
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表おでまる解像度と表おち 


本機の LCD ユこットで表示可能な解像度は;欠のとおりです。表示色は中 （16 ビット）と最高 (32 
ビット）が選択でさます。 


解像度 

1 已 .4 型 WXGA + 

1 已 .4 型 WUXGA 

800 X 巨00 

〇 

〇 

1024 X 768 

〇 

〇 

1280 X 720 * 

〇 

〇 

1280 X 1024 

- 

〇 

1400 X 10已〇 

- 

〇 

1440 X 白00 * 

〇 

〇 

1600 X 1200 

- 

〇 

1白20 X 1080 * 

- 

〇 

1920 X 1200 * 

- 

〇 


* ワイド表示 

画面サイズ切り替えキー（因/ィ no を押すと、ワイド表示/ノーマル表示を切り替えることが 
でさます。 

と易 = p .88 「画面サイズを切り替える」 




解像度や表示色が高いと、 「 WinDVD 」 で DVD VIDE 日を再生するとさなどに、正 
常に表示できないことがあります。そのよラな場合は、解像度または表示色を下げ 
てみて < ださい。 
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おほ度や表示色のをち方法 

解像度と表示色の変更方法は;欠のとおりです。 

■ j [スタート]—「コント□—ルパネル」一「デスクトップのカスタマイズ」一 r 個人設定」 
— r 画面の設定」をクリックしまず。 

d 「解像度」、「色」などの項目を設定したい内容に変更しまず。 



解像度を設定します。 


色を設定します。 


<イメージ> 

El 項目を変更した5随胤をクリックし、画面のメッセージに従って操作しまず。 
セーフモードでの起動 

本機の LCD 画面で表示できない解像度を選択すると、 Windows を再起動したときに、 
画面び乱れる、何を表示されないなどの現象び起こることびあ0ます。このよラな場をは、 
セーフモードで起動して再設定を行ってください。 

とす= P .22 已「セーフモードでの起動」 


ご使用の前に 


装置の増設 


3 


B— 日 S の設定4 


再インスト—ル 


5 


困つたとさは 


付録 


画面表示をする 


87 













































画面サイズを切り替える 


本機の画面では「ワイド表示」と「ノーマル表示」がでをます。表示の切り替えは、画面サイズ 
切り替えキー（因/ <□>) で行います。購入時、本機の画面は「ワイド表示」に設定されています。 




外付けディスプレイを接続している場合は、画面サイズの切り替えがで去ないこと 
があります。 



画面サイズ切り替えキーを押すたびに、ワイド表示とノーマル表示が切り替わります。 



くワイド表示> 


<ノーマル表示> 


画面表示 

解像度 

1己.4型 WXGA + 

1己.4型 WUXGA 

ワイド 

1440 X 900 

1920 X 1200 

ノーマル （縦横比 4: 3) 

1024 X 768 

1600 X 1200 



• 画面サイズ切り替えキーで画面サイズを切り替えたあと、上記の表拟外の解像度 
に変更したいときは、手動で設定を変更してください。 

な P .87 「解像度や表示色の変更ち法」 

• Windows を複数のユーザーで使用している場合、ユーザーごとに画面表示の設 
定（ワイド/ノーマル）を保存することはできません。 


• 画面サイズ切り替えキーで画面サイズを切り替えた後、「画面の配色は Windows 
Vista ベーシックに変更されました」というメッセージが表示される場合があり 
ますが、問題ありません。 
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ビデオを省電力で使う 


本機では、ビデオを省電力で使5設定をすることびでさます。 


購入時、省電力設定は「入」になっています。 

切り替えは、なのキー操作で行います。 

〔 Fn I +〔 F9 I ( 国） 


本機をバッテリだけで使用すると、ビデオ/ くフオ- 
状態になります。 


-マンスは、自動的に常に最低の 


省電力設定 

ビデオパフォーマンスと電力の状態 

入 

本機の動作状況に応じて、自動的にビデオパフォーマンスび調整されるため、消費電力を 
抑えることびでさます。通常は、「入」の状態で使用します。 

切 

ビデオパフォーマンスび常に最大の状態にな0ます。消費電力は多<なります。 3 D ダー 
ムなどでビデオパフォーマンスを常に最大で使用したい場合に設定します。 
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か付けディスプレイに表示ずる 


本機では、外付けディスプレイを接続して、画面を表示することびでをます。 


ディスプレイの接続 


接続でをるデイスプレイの種類 

本機には、 DVI - I コネクタと HDMI コネクタの2つのコネクタび搭載されており、外付けデイ 
スプレイを2台同時に接続することびでをます。 

外付けディスプレイの接続ち法には、なの3つのち法びあります。 


ディスプレイの接続方法 

コン ピユータ側の コ ネクタ 

HDMI 接続 

HDMI コネクタ 

デジタル接続 

DVI - I コネクタ 

アナ□グ接続 

DVI - I コネクタ 

( DVI - VGA 変換アダプタ使用） 



• 本機に外付けディスプレイを2台接続した場合でち、同時に表示でさるのは本機 
の LCD ち含めて2画面までです。 

•か付けディスプレイ2台に同時表示する場合、表示でさる組み合わせは、アナ □ 
グディスプレイ + HDMI ディスプレイのみです。デジタルディスプレイ +HDMI 
ディスプレイへの同時表示はでさません。 
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か付けティスプレイの招扇 

外付けディスプレイの接続方法は、なのとおりです。 

• ■ 本機とが付けディスプレイの電源を切りまず。 

接続するディスプレイの接続方法をお詔し、ディスプレイの接続ケーブルを本機に 
接続しまず。 

HDMI 接続の場合 

外付けディスプレイの HDMI ケーブルを、本機背面の HDMI コネクタ （ HDMI ) に接続します。 



HDMI ディスプレイ-テレビか5音声出力する 

HDMI 接続でディスプレイ-テレビのスピーカか S 音青を出力する場合は、音青出力先の 
設定び必要です。 

と罗=り.101 「音声出力先の設定」 


デジタル接続の場合 


外付けディスプレイの DVI ケースレを、本機背面の DVI-I コネクタ（回）に接続します。 
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アナ□グ接続の場合 

〇 外付けディスプレイの VGA ケーブルのコネクタ（コンピユータに接続する側）に、 
DVI - VGA 変換アダプタ（添付品）を接続します。 

0 本機背面の DVI - I コネクタ（巨])に接続します。 



外付けディスプレイと本機の電源を入れまず。 

riin + r ^ (回/ □) を巧ずと、表示装置の切り替えびできます。 

「画面の外観を還おしてください」と表おされた場合は、表示方法を還おし、ののをクリツ 
クしまず。 


プ□ジェクターの接続 

プ□ジェクターの接続ち法は、プ□ジェクターに添付のマニュアルをご覧ください。 
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画面表示の種類 


本機では、なのよラな画面の組み合わせで表示びでをます。 

•シングルモード 

1つのディスプレイ （ LCD 画面のみまたは外付けディスプレイのみ）に表示します。 

外付けディスプレイび接続されていてち、 LCD 画面のみに表示でをます。 

•ク□-ンモード 

2つのデイスプレイに同じ画面を表示します。プレゼンテーシヨンを行5場合などに便利です。 



>デュアルビューモード 

それぞれのディスプレイに巧して、個別に解像度を設定することびでをます。複数の画面をコ 
ンピュータ上に表おする場合に便利です。 
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画面表示を切り替えるには 


表示画面の切り替えち法は、なの2とおりの方法びあります。 

•キーボードで操作する 

キーボードで簡単にシングルモード、ク□ーンモードの切り替えびでをます。 
ただし、デュアルビューモードへの切り替えはでをません。 

•ユーティ U ティか5操作する 

すべての組み合わせの切り替えび巧能です。 

キーポードで操作する場合 


C ^+[^ (画/ □) を押すたびに表示画面び切り替わります。 

表示は;欠の組み合わせで行ラことびでをます。接続している表示装置を自動的に認識するため、 
接続していない表示装置には切り替わりません。 


組み合わせ 

表示内容 

LCD ONLY 

LCD 画面のみに表示 

HDMI ONLY 

HDMI 接続のディスプレイのみに表示 

CRT ONLY 

デジタルディスプレイ*のみに表示 

LCD+HDMI 

LC □画面と HDMI 接続のディスプレイに表お（クローンモード） 

LCD+CRT 

LCD 画面とデジタルディスプレイ*に表示（ク□—ンモード） 

CRT+HDMI 

アナ□グディスプレイと HDMI 接続のディプレイに表示（ク□—ンモード） 


* DVI-VGA 変換アダプタ使用時は、デジタルディスプレイの巧わりにアナ□グディスプレイに表示。 


^ •動画の再生中やゲームソフトの起動時には、キーボードで表示装置の切り替えが 
でさないことがあ0ます。 

-ク□ーンモードで表示する場合に、解像度の異なる2つの表示装置を選択したと 
さは、ほい方の解像度で表示されます。 
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ユーテイリテイか S 操作す る 場合 

画面表示の切り替えち法はなのとおりです。 

n デスクトップ上の何もない場所でちクリックし、表示されたメニューか5 「NVIDIA 
コント□ールパネル」をクリックします。 


表示が） 


並べ皆綱 
最新の眉街こまが E) 

► 

おり付け (P) 


シヨー ト カジ トのおり巧け (S) 


元に戻す-コビ ー (U) 

加 +Z 

NVIDIA コント ロール パネル 

親作成 (W) 

> 

個人設定 (R) 



曰 


曰 


「 NVIDIA コント□ールパネルビューの選択」画面び表示された場合は、 r 標準設定」 
を選択して、 [0 K ] をクリックします。 

この画面は初回起動時のみ表示されます。 

「 NVIDIA コント□ールパネル」画面び表示された5、次の設定を行いまず。 

〇 を側の項目か5 r 複数のディスプレイの設定」を選択します。 

画面ち側に「複数のディスプレイの設定」と表示されます。 

0 「1 . 使用する nView ディスプレイモードを選択します。」項目か6表示させたい 
モードを選択します。 

な P .93 r 画面表示の種類」 

© 「2.使用するディスプレイを選択します。」項目か5まおするディスプレイ（組み合 
わせ）を選択します。 


〇 



0 

© 
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FI 随曲をクリックし、划をは画面の指示に従って設定を行ってください。 




デュアルビューモードから別の表示への切り替えは、キーボードでは行えません。 
「 NVIDIA コント □ ールパネル」で一旦「クローンモード」に設定してから、キーボー 
ドで別の表示に切り替えてください。 


か付けディスプレイで表おでをる解像度と表おを 


が付けディスプレイで表示でをる表示色と解像度は、なのとおりです。 


•まお色 


中 （1 己ビット）/最高 （32 ビット） 

•解像度 

GeForce 9色00 M GS / GeForce 9800 M GT の場合 


解像度 

ピクセル（横 X 縦） 

HDMI 接続 

デジタル接続 

アナ□グ接続 

( DVI - VGA 変換アダプタ使用） 

800 X 己00 

〇 

〇 

〇 

1024 X 768 

〇 

〇 

〇 

1280 X 720 * 

- 

〇 

- 

1280 X 1024 

〇 

〇 

〇 

1400 X 10已〇 

〇 

〇 

- 

1440 X 呂〇0 * 

〇 

〇 

〇 

1600 X 1200 

- 

〇 

〇 

1680 X 1050 * 

〇 

〇 

〇 

1920 X 1080 * 

〇 

〇 

- 

1920 X 1200 * 

- 

〇 

〇 


* ワイド表示 
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Quadro FX 270 OM の場合 


* ワイド表示 


記載している解像度は、本機に搭載されたビデオコント□ーラの出力解像度です。 
表示モードや接続する外付けディスプレイの仕様によっては、表示で去ない場合 
があります。 

ク□ーンモードの場合、実際に表示でさる最大解像度は、2台の表示装置の最大 
解像度のラち、どち5かおいちになります。 

解像度や表示色が高いと、動画再生ソフトで動画を再生すると壬に、正常に表示 
でさないことがあります。そのよラな場合は、解像度または表示色を下げてみて 
<ださい。 


解像度 

ピクセル（横 X 縦） 

HDMI 接続 

デジタル接続 

アナ□グ接続 

( DVI - VGA 変換アダプタ使用） 

800 X 己 00 

〇 

〇 

〇 

1024 X 768 

〇 

〇 

〇 

1280 X 720 * 

- 

〇 

- 

1280 X 1024 

〇 

〇 

〇 

1400 X 10 已〇 

〇 

〇 

- 

1440 X 呂〇 0 * 

〇 

〇 

〇 

1600 X 1200 

- 

- 

〇 

1680 X 1050 * 

〇 

〇 

〇 

1920 X 1080 * 

〇 

〇 

- 

1 白 20 X 1200 * 

- 

〇 

〇 
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サウンド機能を使ラ 


本機には、サウンド機能び搭載されています。 



内蔵ステレオスピーカ 


本機には、ステレオスピーカび内蔵されており、音源からの音声を出力することびでをます。 



スピーカの音量は、なのキー操作で調節します。 


キー操作 

状態 


(Fn 1+( F 10 ] 非)/づ 

一度押すと S ユート〔消音）にな0、わ 
ラー度巧すと S ユートび解除されまず。 


[Fn ]+( F 11) ▼呼 

音量びルさくなりまず。 


(Fn )+( F 12 ] A 啦 

音量び大を<なりまず。 





•^聖 A ソフトウェアによつ口ま、キー操作で音量調節ができないものがあります。詳しくは、 
ソフトウてアに謝のに IL アルをご覧ください。 
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巧蔵マイク 


本機には、マイク（モノラル）び内蔵されています。マイクから音声を録音することびでをます。 
とす= P . 100 r 音声の再生.録音」 



オーディオ機器の接続 


本機前面には、オーディオ機器を接続するためのコネクタび搭載されています。各コネクタの位 
置と使いちは、なのとおりです。 


A ヘッドフオンやスピーカは、ボリュームを最ルに調節してか6接続し、接続をに音量 
を調節してください。 

汪意 ボ U ュームの調節が大壬くなつていると、思わめ大音量が聴覚障害の原因となります。 
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• 外部オーディオ機器を接続したら 

ヘッドフォン出カコネクタ、マイク入カコネクタに機器を接続すると、自動的に接続し 
た磯器び使用可能になり、内蔵スピーカや内蔵マイクの機能は無効になります。 

同軸デジタルオーディオ出力 （ S / PDIF ) コネクタ、 HDMI コネクタに機器を接続し 
た場合は、音声出力先の設定び必要です。 

と易="り.1 日]「音声出力先の設定」 

♦同卽デジタルオーディオ機器の接続 

同軸デジタルオーディオ機器の接続には、市販のモノラル^二^モノラルピンプラグ 
ケーブルを使用します。光デジタルオーディオケーブルは使用でをません。 


音青の再生•録音 


Windows 標準のサウンドユーテイ U テイを使ラと、音声の再生.録音をすることびでをます。 

马ドの-お£ -二-こ:こ-—二二-二- - - 

音声の再生は 「Windows Media Player 」 を使用します 。 Windows Media Player はなの場 
所から起動します。 

[スタート]-「ずべてのプ□グラム」一 「Windows Media 円 ayer 」 

音声の録音 

音声の録音は「サウンドレコーダー」を使用します。サウンドレコーダーは;欠の場所から起動し 
ます。 

[スタート]-「ずべてのプ□グラム」一「アクセサ U 」一 「サウンドレコーダー」 

本機にマイクを接続して音声を録音する場合、音量の調節方法は とす = p . 101「マイク使用時の 
音量調節」をご覧ください。 


ヴウンドユーティリティを使う 


サウンドユーティ1」ティを使用すると、スピーカの設定やマイク音量の設定、音響効果の設定な 
どびでをます。 

サウンドユーティ1」ティを起動するには、通巧領域の「サウンドユーティ1」ティ」アイコンをダ 
ブルク1」ックします。 


卵 

<ヴウンドユーティ U ティアイコン> 
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r サウンドユーテイ u テイ」の画面は、なのとおりです。 



マイクほ用時の音量調節 

本機にマイクを接続して使用する場合、マイクの音量調節はサウンドユーティ U ティの「マイク」 
タブで行います。 

マイクで録音-再生時の マイクブーストの設定 

音量を調節 


Realtek ND マーデイイ7ネ ー5 で圓 


ckjoi Output! W® 

-I •^对 4 


aKu ューム 

い 


a 副 


デ K イス gM を g 


由困 

应一 




S •エコーキ t ンだル 
(anil がの tag び6ち 
巧にな0ます，） 



♦ 

m 


% 


ぶぶ REALTEK, 


_函 
L M I 


録音時に音量を調節してち音びルさいとをは、 困を ク U ックしてマイクブーストのつまみをち 
ヘスライドさせ、音量を上げてください。 


音声出力巧の設定 


購入時、本機の音声出力先は内蔵スピーカに設定されています。なのオーディオ機器を接続•取 
りがした場合は、音声出力先を変更してください。 

♦ HDMI 機器 

•同軸デジタルオーディオ機器 
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才ーデイオおお接続時の設定 


HDMI 機器または同軸デジタルオーディオ機器を接続したら、音声出力先をそれぞれの機器にを 
要します。 

〇 [スタート]-「コント□-ルパネル」一「パードウエアとサウンド」一「サウンド」 
をクリックします。 

口 「サウンド」画面び表示された6、「再生」タブで音声出力先のデバイスを選択し、[既 
定値に設定]をクリックします。 



HDMI 機器 - 

(ビデオによっては、「デジタル出力 
デバイス （ HDMI ) と表示されまず) 


同軸デジタルオーディオ機器 - 

または 

HDMI 機器 （NVIDIA HDMI Output 
またはデジタル出カデバイス （ HDMI ) が 
表示されない場合） 


音声出力先に設定されると、デバイスにチェックび付さます。 


曰 [0 K ] をクリックしまず。 

これで設定は完了です。設定したオーディオ機器から音声が出力されます。 


WinDVD 巧用時の設定 


ビデオ GeForce 9800 M GT 搭載時のみ 


HDMI ディスプレイ-テレビを接続した場含は、 DVD VIDE 日再生ソフト 「WinDVD」 を使用 
するために、次の設定が必要です。 

〇 [スタート]-「コント□-ルパネル」一 「 A — ドウエアとサウンド」一「サウンド」 
をク U ックします。 

「サウンド」画面び表示された 5、 r 再生」タブで 「Realtek Digital Outp 山」を選択し、 
[プ□パティ]をクリックしまず。 
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n 「Realtek Di 邑 ital Ou か ut のプ□パティ」画面び表示された5、「ヴポートされてし、 
るお式」タブをクリックしまず。 

iJ 「Dolby Digital 」 のチェックをがし、 [ OK ] をクリックします。 

これで設定は完了です。 

才ーディオおお取 D 巧し時の設定 

HDMI 機器または同軸デジタルオーディオ機器を取り外したら、音声出力先を内蔵スピーカに戻 
します。 

• ■ [スタート]-「コント□-ルパネル」一「パードウェアとサウンド」一「サウンド」 
をクリックします。 

「サウンド」画面び表示された5、「再生」タブで「スピーカー」を選択し、[規定値 
に設定]をクリックします。 

「スピーカー」にチェックび付きます。 

曰 [ OK ] をクリックしまず。 

これで設定は完了です。内蔵スピーカから音声が出力されます。 
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指紋認証機能を使ラ 


本機には指紋認証機能が搭載されています。指紋認証機能を使ラと、パスワードの代わりに指紋 
で Windows 和 Web ページに□グオンしたり、ファイルを暗号化したりすることができます。 



指紋センサー 




•本機の指紋認証機能は、 PBA 機能 （ Windows 起動前の目 IOS 認証機能）に対応 
していません。 BI 日 S のパスワード入力の代わりを、指紋認証で行ラことはでき 
ません。 

• 一部のブラウザでは、指紋認証機能が使用で壬ないことがあります。 

• 指紋認証機能は、100%の完全な本人認証を保証するものではありません。 

• 指紋認証機能を使用したことで発生したいかなる損害についてち、当社は責任を 
負いかねますのでご了承ください。 


指紋認証機能ででまること 


指紋認証機能では、なのよラなことびでをます。 

• Windows 指紋□グオン 

ユーヴーアカウントを選択したり、パスワードを入力したりする代わりに、指紋認証で 
Windows に□グオンできます。 

•パスワードバンク （Password Bank ) 

登録した Web ページやダイアログにアクセスした際、ユーヴー I □やパスワードを入力する 
代わりに、指紋認証でログオンでをます。 


♦ Ale Safe 

指紋認証を使用して、ファイルを暗号化してロックしたり、ファイルの暗号化を解除したりで 
さます。 
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指紋センサー 


指紋は、指紋センサーで読み取0ます。指紋センサーを使用するとをは、なのま意事項をよくお 
読みください。 



指紋センサー使用時のミち意 

指紋センサー使用時は、なのま意事項を必ず守って<ださい。 

•指紋センサーの表面を、硬いちのや先の尖ったちの、 m などで引っかかないで<ださい。 
センサー表面にキズび付を、センサーび正常に作動しなくなるおそれびあります。 

•ちれた指で指紋センサーを触らないで<ださい。 

センサー表面に巧れび付を、センサーび正常に作動しなくなるおそれびあります。 

指紋読み巧 D 時のま意 

登録に使ラ指びなのよラな状態の場合、指紋の読み取0びでをないことびあります。その場合は、 
対処を行ってください。 

•めれている 

水分を拭さ取ってください。 

•非常に乾燥している 

八ンドク U —ムを塗るなどしてな湿してください。 

•巧れている、ミ尼-油などで着色している 

巧れや着色を洗い落としてください。 

•シワがをい、ザラヴラしている、傷がある、登録したとさの指紋か5普しく変化している 

違5指で再登録を行って< ださい。 

対処を行ってち、指紋情報び少ないなどの理由で指紋を登録でをない場合びあります。 
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お秋れ 

なのよラな場合は、指紋センサーを乾いた柔らかい巧で拭いて<ださい。 
•指紋センサー表面に巧れや着色、湿りがある 
•指紋の読み取りに頻繁に失敗する 


指紋認証機能を使用でをるようになるまでの流れ 


指紋認証機能を使用でさるよラになるまでの流れは、なのとおりです。 


指紋認証ユーテイリテイのインス!ル とす= P . 106 



指紋の登録と す =P. 106 



指紋認話機能を使用ずる Z ：5= p . l 09 


指紋認証ユーテイリテイのインストール 


指紋認証機能の設定には、 r 指紋認証ユーティ U ティ」を使用します。購入時、指紋認証ユーティ 
U ティはインストールされていません。指紋認証ユーティ U ティをインストールしてください。 
インストールち法は、 z ^ p .201 r 指紋認証ユーティ U ティのインストール」をご覧ください。 


指紋の登録 


指紋の登録方法は、なのとお0です。指をけびした場合など、指紋の読み取りび困難な場合に備 
えて、2本し i (上の指紋を登録して<ださい。 

〇 通知領域の 「Protector Suite QL 」 アイコンをちクリックし、表示されたメニュ ー 
けら 「コント□-ルセンター開始..」をク U ックします。 


醒 

く Protector Suite QL アイコン > 

[Protector Suite ソフトウエア」（指紋コント□—ルセンター)画面び表示されたら、 
[指紋]一[初期化]をクリックしまず。 
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n 「指紋ソフトウェア使用許諾契約書」画面び表示された5、「使用許諾契約書に同意 
します」を選択し、 [0 K ] をクリックします。 

Q 「ようこそ」画面び表示された6、内容をよくお読みになり、[次へ]をクリックします。 

巧 「終了」画面び表示された5、「パードディスクへの登録」び選択されていることを 
お認して、院了]をクリックします。 

Windows バスワードを設定している場合は、 田 に造みまず。 

円 Windows パスワードを設定していない場合は、「指紋□グオン」画面び表示されます。 
[はし、]をクリックし、画面の指示に化って、 Windows パスワードを設定してくだ 
さい。 

このバスワードは指をケガした場合など、指紋の読み取りび困難な場合に使用しまず。絶対に 
忘れないよラにしてください。 

Q 「ようこそ」（ユーザー登録）画面び表示された5、[次へ]をクリックしまず。 

円 「パスワード」（ユーザーのパスポート）画面び表示された5、「パスワード入力」に 
Windows パスワードを入力し、[次へ]をク U ックします。 

巧 「登録のヒント」（指紋登録のヒント）画面び表示された5、内容をよくお読みになり、 
[次へ]をクリックします。 

化】 「指紋チュートリアル」（正しい読み取り手順）画面び表示された5、内容をよくお 
読みになり、[次へ]をク U ックします。 

m 「指紋チュートリアル」（スキャンの練習）画面び表示された5、画面の指示に従っ 
て指紋センサーで指紋の読み取りをします。 

指をセンサーにしっかりと巧し付けなびら、手前にスライドしてください。 

「練習問題に合格しましたので、登録する準備びできました」と表示された5、炊へ] 
をクリックします。 

Qj 「登録」（ユーザーの指紋）画面び表示された6、登録したい指のボタンをクリック 
します。 

m 指紋センサーで指紋の読み取りをします。 

指をセンサーに しっかりと巧し付けなび6 、手前にスライドしてください。 

「成な」と表おされた5、登録び完了します。 

山 認証されにくい場合やケガをした場合に備えて、同様に2つじ Lb の指を登録し、[次 
へ]をクリックしまず。 
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の r 終了」画面び表示された5、[完了]をクリックしまず。 

これで指紋の登録は完了です。 

指紋を登録すると、 Windows 起動時に指紋□グオンびできるようになります。詳しくは、 
p . l 09 「 Windows 指紋□グオン」をご覧ください。 

指紋の追加登録-をち-削除 

指紋の追加登録-変更-削除方法は;欠のとおりです。化要に応じて作業を行って < ださい。 

〇 通知領域の 「Protector Suite QU アイコンをちクリックし、表示されたメニュ ー 
けら 「コント□-ルセンター開始..」をク U ックします。 


匿 

く Protector Suite QL アイコン > 

曰 操作を選択しまず。 

指紋を登録-変更したい場合 

rPratector Suite ソフトウェア」（指紋コント□-ルセンター)画面び表おされた5、脂細 
一[指紋の登録、または編集]をク U ックしまず。 

「よラこそ」画面び表おされた5、1；■(降は画面の指示に従って操作を行ってください。 


登録した指紋を削除したい場合 

rPratector Suite ソフトウェア」（指紋コント□-ルセンター)画面び表おされた5、脂細 
一悄 ij 除]をク U ックします。 

r 指の読み取り」と表おされた6、！；!降は画面の指示に従って操作を行ってください。 
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指紋認証機能を使用する 


指紋を登録すると、なの機能を使用できます。 

Windows 指紋□グオン 

Windows 起動時に、ユーヴーアカウントを選択したり、パスワードを入力したりする代わりに、 
指紋で Windows にログオンできます。 Windows 指紋ログオンの手順は、なのとおりです。 

■ ■ 電源スイッチ（む）を巧して、本機の電源を入れます。 

ユーザーアカウント選択画面またはパスワード入力画面び表示された5、指紋セン 
ヴーで指紋を読み取ります。 

指は、登録してあるどの指を使用してちかまいません。 

指を指紋センサーにしっかりと巧し付けなび5、手前にスライドしてください。認証に成なす 
ると、 Wind 日 WS が起動します。 


パスワード入力で Windows に□グオンする 

指紋び認証されにくい場合や、指にけびをした場合は、 Windows のバスワードを入力し 
て Windows に□グオンしてください。 


そのほかの煤能 

指紋認証では、そのほか、 r パスワードバンク」や r 刊 e Safe 」 などの機能び使用できます。使用方法は、 
指紋認証ユーティ U ティ のへ) レプをご覧ください。 

通知領域の 「Protector Suite QL 」 アイコンをちクリックー「ヘルス 
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ネットワーク（有線 LAN ) を使う 


本機には、1000 Base - T / lOOBase - TX / lOBase - T に対応したネットワーク機能（有線 
LAN ) び搭載されています。ネットワーク機能を使用すると、ネットワークを構築したり、イ 
ンターネットに接続したりすることびでをます。 

ネットワーク（有線 LAN ) を使用する場合は、本機ち側面の LAN コネクタに市販の LAN ケー 
ブルを接続します。 



r ネツトワークの構築 


1 


ネットワークを構藥するには、ほかのコンピュータと接続するために丄 AN ケーブルや八ブ（ヴー 
バ）などが必要です。そのほかに、 Windows 上でネットワーク接続を行ラためには、プ□トコ 
ルの設定などち必要になります。 

ネットワークの構築方法は、お使いになるネットワーク機器に添付のマこュアルなどをご覧くだ 
さい。 



•ネットワークに接続している場合に、省電力状態に移行すると、省電力状態から 
の復帰時にサーバか5切断されてしまラことがあります。 

このよラな場合は次のいずれかのちまをとってください。 


-再起動する 

-省電力状態に移行しないよラに設定する 
と歹=* P . 14日「時間経過で移行させない」 

• ネットワーク上のファイルなどを開いたまま省電力状態に移行すると、正常に通 
常の状態へ復帰でさない場合があります。 


インターネットへの接続 


インターネットへ接続する場合は、 とで P .124 「インターネットに接続するには」をご覧くだ 
さい。 
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LAN 



Wakeup On LAN を使用すると、電源切断時やス U — プ状態、体止状態のとをにネットワーク 
からの信号により本機を復帰させることびでをます。この機能を使用するとをは、必ず AC アダ 
プタを接続してください。また、電源切断状態からの復帰は、 Windows を正常に終了した状態 
でのみ使用可能です。 

Wakeup On LAN を使用する場合は、 BIOS と Windows で Wakeup On LAN を有効に設定 
する必要びあります。 

BIOS の設定 

BIOS で Wakeup On LAN を有効にする設定はなのとおりです。 

購入時は、有効に設定されています。 

「 Advanced 」 メニュー画面— 「 Wake-Up On LAN」 ： Enabled (有効） 

とす" p . l 日3旧の S Setup ユーティ U ティの操作」 

とす^ P. 17已 「Advanced メニ；!一画面」 

ネットワークドライバの設定 （ Windows の設定） 

Windows で Wakeup 日 n LAN を有効にする方法は、次のとおりです。 

購入時は、有効に設定されています。 

• ■ [スタート]-「コント□-ルパネル」一「システムとメンテナンス」一「システム」 
-画面左側の「デバイスマネージャ」をクリックします。 

d 「ユ-ザ—アカウント制御」画面び表示された5、「続行」をクリックしまず。 

rc ] 「デバイスマネージャ」画面び表示された5、 r ネットワークアダプタ」を夕‘ブルク U ッ 
クし、表示された一覧か SrRealtek RTL 8168 C (巧/…」をダブルク U ックしまず。 

iJ 「Realtek RTL 8168 C ( P )/ •••のプ□パティ」画面び表示された6、「詳細設定」夕 
ブをク IJ ックします。 

「プ□パティ」の rWake - On-Lan Capabilities 」 をクリックし、「値」を 「Magic 
Packet 」 に変更します。 

「電源の管理」タブをクリックし、「このデバイスで、コンピュータのスタンバイ巧 
態を解除できるようにする」にチェックを付けて [0 口をクリックします。 

これで設定は完了です。 


U モー トブ—卜 


U モートブートを使用すると、ネットワークを介して、あらかじめセットアップされたサーバ上 
から Windows をインス I ルすることができます。 
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無線 LAN を巧う（オプション) 


購入時にオプション選択された場合、本機には無線 LAN アダプタび搭載されています。 
無線 LAN とは、電波を利用して通信を行5ネットワークのことです。 


巧応規格 


本機に搭載されている無線 LAN アダプタは、なの規格に対応しています。 

• IEEE 802.1 la (邮已2/邮已 3/ VV 已白） / b / 呂 

• IEEE 802.1 In ドラフト2.0準拠* 

• riEEE 802.1 In ドラフト 2.0 準拠」の表記は、他の IEEE 802.1 In 対応製品との接続性を保証ずるち 
のではあ0ません。 

IEEE 802.1 In 対応のワイヤレスブ□—ドバンドルータであってち、 IEEE 802.1 In ドラフト 2.0 規格 
での接続びでさない場合びありまず。 


お線 LAN の概要 


無線 LAN の概要を図で表すと、なのよラになります（図は一例です)。 



無線 LAN アダプタ 無線 LAN ブ□-ドバンド 


(子機） アクセスポイントモデム 

願徽 
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親族 LAN の用語一覽 


無線 LAN 機器のマニュアルにより、使用している用語び本書と異なる場合びあります。下記の 
用語一覧を参考にしてください。 


本書での表記 

別名 

無線 LAN 

ワイヤレス LAN 

無線 LAN アクセスポイント 

親機、ワイヤレス LAN ステーション、アクセスポイント、各社の製品名称 

無線 LAN アダプタ 

子機、ワイヤレスステーション、無線 LAN 端末、無線 LAN クライアント 

SSID 

ESS - の、 ESSID 、 ネットワーク名、サービスセット識別モ 

SSID 非通知 

SSID の隠蔽、 SSID を見せない設定、 SSID マスクビーコン、 

SSID ステルス、ステルス AP 、 ステルス機能、 ANY 接続拒否 

MAC アドレスフィルタ U ング 

MAC アドレスによる制限 


お線 LAN 使用時のを意 


無線 LAN を使用する際は、次のま意事項をよ < お読み< ださい。 


A •無線 LAN 機能が搭載されている場合、航空機や病院など、電波の使用を禁止された 

_ 区域に本機を持ち込むとさは、本機の電源を切るか電波を停止してください。 

警告 電波が電子機器や医療用電気機器に影響を及ぼす場合があ0ます。 

また、自動的に電源が入る機能が搭載されている場合は、設定を解除してから、本 
機の電源を切ってください。 

•無線 LAN 機能が搭載されている場合、医療機関の屋内で本機を使用するとさは、次 
のことを守ってください。 

.手術室.集中治療室 acu ) •冠状動脈疾患監視室 （ CCU ) には、本機を持ち込まない。 
-病棟内では、本機の電源を切るか電波を停止ずる。 

-病棟政外の場所でち、付近に医療巧電気機器がある場合は、本機の電源を切るか電波を 
停止ずる。 

-医療機関が個々に使用禁止、持ち込み禁止などの場所を定めている場合は、その医療機 
関の指をに従ラ。 

-自動的に電源が入る機能が搭載されている場合は、設定を解除してか5、本機の電源を 
切る。 

•植込み型/。臓ペースメーカーおよび植込み型除細動器を装着している場合、無線 
LAN 機能を使用するときは、装着部と本機の間を 22 cm 切上離してください。 
電波が、植込み型/。臓ペースメーカーおよび植込み型除細動器の作動に影響を及ぼ 
す場合があります。 

満員電車など、付近に/。臓ペースメーカーを装着している人がいる可能性がある場 
所では、本機の電源を切るか電波を停止して<ださい。 

•無線 LAN 機能は、自動ドア、火災報知器などの自動制御機器の近<で使用しないで 
<ださい。 

電波が影響を及ぼし、誤動作による事故の原因となるおそれがあ0ます。 


ご使用の前に 


装置の増設 


3 


B— 日 S の設定4 


再インスト—ル 


5 


困つたとキしは 


付録 


無線 LAN を使ラ（オプション) 


113 






















•ネットワークに接続している場合に、省電力状態に移行すると、サーバから切断 
されてしまラことがあります。 

このよラな場合は次のいずれかのちまをとってください。 

-再起動する 

-省電力状態に移行しないよラに設定する 
とす =* P . 14己「時間経過で移巧させない」 

• ネットワーク上のファイルなどを開いている状態で省電力状態に移行すると、通 
常の状態に復帰で去ない場合があります。 

•本機の無線 LAN 機能は 、 Wakeup On LAN とリモートプートには対応していま 
せん。 


電波に関するミち意 

無線 LAN は、なの電波に関するま意事項を確認して正しくお使いください。 

-本機の無線 LAN 機能は、電波法に基づくル電カデータ通信システムの無線局の無線設備とし 
て、技術基準適合証明を受けています。そのため、本機の無線 LAN 機能を使用するとをに無 
線局の免許は化要ありません。なお、日本国内でのみ使用でをます。 

• IEEE 802.1 la . IEEE 802. 11 n ドラフト 2.0 は、電波法の規定により屋外では使用でさま 
せん。 


•本機の無線 LAN 機能は、技術基準適合証明を受けていますので、なの事項を行ラと法律で罰 
せられることびあります。 

-本機を分解/改造する 

-本機の裏面に貼ってある無線 LAN 注意ラベルをはびす 

• IEEE 802.1 lb / 巨、 IEEE 802.1 In ドラフト 2.0 を使用して 2.4 GHz 付近の電波を通信して 
いる無線装置などの近<で通信すると、双方の処理速度び落ちる場合びあります。電子レンジ 
付近の磁場、静電気、電波障害び発生するところでは、使用しないで<ださい（環境により電 
波び届かない場合びあります)。 

• 本機の無線 LAN 機能の使用する無線チャンネルび出荷時設定し U 外の場合は、なの機器や無線 
局と電波干渉するおそれびあ0ます。 

-産業-科学-医療用機器 

•工場の製造ライン等で使用されている移動体識別用の無線局 

1構内無線局（免許を要する無線局） 

2特定ル電力無線局（免許を要しない無線局） 

万一、本機の無線 LAN 機能と他の無線局との間に電波干渉び発生した場合には、まやかに本 
機の使巧場所を変えるか、または運用を停止（電波の発信を停止）して<ださい。 

- Bluetooth と無線 LAN は同じ無線周波数帯を使用するため、同時に使用すると電波び干渉し 
合い、通信速度の化下やネットワークび切断される場合びあります。接続に支障びある場合は、 
Bluetooth 、 無線 LAN のいずれかの使用を中止してください。 
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fm LAN お能の ON / OFF 切 D 替え 

無線 LAN 機能の ON/OFF 切り替えは、無線 LAN キー(がか）で行いまず。 
無線 LAN キー(か)/ X )を巧ずたびに、 ON と OFF び切り替わりまず。 

購入時、無線 LAN 機能は OFF になっています。 



無線 LAN 機能の ON/OFF は、無線 LAN/Bluetooth 状態ランプ （ か)/0 ) で確認できます。 
無線 LAN/Bluetooth 状態ランプは、無線 LAN と Bluetooth 共用です。 


無線 LAN 機能 

無線 LAN / Bluetooth 状態ランプ 

ON 

緑色または黄色*点な 

OFF 

消灯またはオレンジ色*点な 


* Bluetooth 機能び ON の場合 


お線 LAN 機能の ON/OFF 方法 


無線 LAN 機能の ON/OFF ち法について説明します。 


A 


言口 


無線 LAN 機能が搭載されている場合、航空機や病院など、電波の使用を禁止された区 
域に本機を持ち込むとさは、本機の電源を切るか電波を停止してください。 

電波が電子機器や医用電気機器に影響を及ぼす場合があります。 

また、自動的に電源が入る機能が搭載されている場合は、設定を解除してから、本機 
の電源を切ってください。 




有線 LAN を使用する場合は、無線 LAN 機能を日 FF にしてください。 

バッテリのみで本機を使用している場合、無線 LAN 機能が日 N になっていると、 
バッテリ駆動時間が短くなります。無線 LAN を使用しない場合は、無線 LAN 機 
能を日 FF にしてください。 


装置の増設 3巨—日 S の設定4再インスト—ル 5困ったときは 付録 
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巧線 LAN 接続の設定をする 


ここでは無線 LAN アクセスポイント化•(降、アクセスポイント）と本機を無線でつなげるち法（無 
線 LAN 接続方法）について説明します。 

インターネットへの接続は、無線 LAN 接続完了後に、プロバイダから提供されたマニュアルを 
ご覧になり、行ってください。 


無線 LAN 接続の設定の流れは、なのとおりです。 


無線 LAN 接続に必要な機器を用意ずる が P .1 16 


アクセスポイントにセキュリティ設定ずると す = p . l 17 


本機をアクセスポイントに接続ず るとす" P .1 19 


無線 LAN が使用でさるようになる 


アクセスポイントのマニュアルに従って接続する 

アクセスポイントによっては、アクセスポイントに添付のマニュアルの記載に従って設定 
すると、簡単に無線 LAN 接続をすることびできまず。 

まずは、アクセスポイントに添付のマニュアルをご覧ください。 


お線 LAN 巧続に化要な機おを用意する 

無線 LAN 接続に必、要な機器を用意します。 

•無線 LAN アクセスポイント 

本機と無線で通信するための機器です。本機の対応規格に合ったちのを購入して<ださい。 
アクセスポイントにはルータ付をとルータ無しびあります。接続するブロードバンドモデムに 
ルータ機能びない場合は、ルータ付をを選択します。 

• ブ□-ドバンドモデム （ADSL 用や光ファイノ（一用の 通信装置） 

インターネットに接続ずる場合に必要でず。多くの場合、プ□バイダと契約ずると質与されまず。 

• LAN ケーブル 

ブ□-ドバンドモデムとアクセスポイント、アクセスポイントと本機を接続するのに使用しまず。 
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アクセスポイントに七キュリテイ設定する 

無線 LAN は電波を使用して通信ずるため、第=者に侵入されたり、通信データを盗み見された 
りする可能性びあります。また、他人のアクセスポイントに誤って本機を接続してしまラ可能性 
もありまず。これらのことを防ぐため、セキュ1」テイ設定を行いまず。 

セキュ U テイ設定はアクセスポイントのマニュアルを参照して行いまず。 

n 本機とアクセスポイントを LAN ケーブルでつなざます。 

口 すでにインターネットに接続している 場 さは、ブ□ードバンドモデムに接続されて 
いる 電話線 や光ケーブルを一旦抜いておきます。 

次の手順でファイアウォールを無効にするため、セキュ U テイび確なされなくなります。イン 
ターネット接続している場合は、おず電話線や光ケーブルをないてください。 

tcj 本機のファイアウォールを一旦無効に設定します。 

ファイアウォールび有効になっていると、無線 LAN の設定び正常に行えないことびありまず。 
設定方法は、 とす = p . l 32ロアイアウオール」または『セキュ U テイソフトウェアのマニュアル』 
をご覧ください。 


アクセスポイントの電源を入れまず。 


□ 

アクセスポイントのマニュアルを参照し、本機でアクセスポイントの設定画面を開 
さます。 


無線 LAN アクセスポイント設定メニュ - 


ステータス 


アドレス設定 


高度な設定 


MAC フィルター 


メンテナンス 


パスワード 


設定ウイザード 


X X X X 

X X X X X X X 

X X X X 

X X X X X X 

XXX 

XXX 

XXX 

XXX 


X X X X 

X X X X 

XXX 

X X X X 

XXX 

XXX 

XXX 

XXX 
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円 アクセスポイントのマニュアルに従って、次のセキュリティ設定を行いまず。 

これは最低限行っていたださたいセキュ U ティ設定です。 


♦ SSID の変更 

誤って他人のアクセスポイントに本機を接続しないよラに、自分のアクセスポイントの 
SSID (名前）を自分だけがわかる名前に変更します。 SSID は他人にを見えていますので 
個人名や妄社名など、所有者が特定でさるよラな名前は避けて<ださい。 

• 暗号化 

アクセスポイントと本機に同じ暗号化キーを設定すると、同じ暗号化キーを設定した機器 
同±のみが接続でさるよラになります。また、通信データが暗号化され、情報が傍受され 
にくくなります。 

暗号化にはいくつかの方式があります。 

一般家庭では次の方式を選択することをおすすがします。 

暗号化方式： WPA-PSK (パーソナル） 

アクセスポイントに rwpA 」 の機能がない場をは、 rwEP 」 を選択してください。 

暗号化の種類 ： AES 

アクセスポイントに FAESJ の機能がない場合は、 FTKIPJ を選択してください。 



IEEE 802.1 In ドラフト 2.0 は WPA-PSK ( AES ) のみに対応してい 
ます。 


暗号化方式のセキユリテイレベル 

暗号化方式のセキュ U テイレベルは次の表を参考にして<ださい。 


レベル 

暗号化方式 


I AES 


WPA - 


I TKIP 

低 

WEP 


Q 設定内容を下記の表に記入しまず。 

設定内容は本機側の設定時に使用します。 


項目 

設定内容 

SSID (ネットワーク名） 


暗号化方式（セキュ U ティの種類） 


暗号化の種類 


暗号化キー 

(セキュ U ティキーまたはノてスフレーズ） 
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本機をアクセスポイントにち続する 

アクセスポイント側に設定した暗号化キーを本機側にち入力し、本機をアクセスポイントに接続 
しまず。この作業ははじめて接続ずるときのほかに暗号化キーを変更したときや、 Windows の 
再インス I ルをした場合にも行います。 

■ ■ 本機の無線 LAN 機能を ON にします。 

な P . 11己「無線 LAN 機能の ON / OFF 方法」 

d [スタート]-「接続巧」をクリックしまず。 

「ネットワークに接続」画面び表示された5、接続するアクセスポイント賴定した 
SSID ) を選択し、[接続]をクリックしまず。 



接続ずるアクセスポイ 
ントの SSID を選択 


< イメージ > 

〇 「セキュリティキーまたはパスフレーズ」と表示された5、アクセスポイントに設定 
した日言号化キーを入力し、脂統をクリックします。 

b r •に正しく接続しました」と表示された5、 r このネットワークを保存しまず」とに 
の接続を自動的に開始します」にチェックび付いた: I 犬態で[閉じる]をクリックし 
まず。 

U r (アクセスポイント名）ネットワークの場所を選択します」と表示された5、場所 
をク U ックして選択しまず。 

の 「ユーザーアカウント制御」画面び表示された5、[続行]をクリックしまず。 

U 「ネットワーク設定び正しく表示されました」と表示された5、[閉じる]をクリッ 
クします。 
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巧 本機のファイアウォールを有効に戻しまず。 

とす =*P.132 「ファイアウォール」または『セキュ U ティソフトウェアのマニュアル』 

の ブ□ー ドバンドモデムに接続されている電話線や光ケーブルを巧いていた場合は、 
元に戻しまず。 

m 本機とアクセスポイントをつないでいる LAN ケーブルを外します。 

これで接続作業は完了です。 


ネットワークプ□ファイル 

ここで設定した無線 LAN は、「ネットワークプロファイル」として自動的にイ呆存されまず。ネッ 
トワークプ□ファイルび作成されていると、次回からは設定を行わずに簡単に無線 LAN に接続 
ずることびでをます。 


お線 LAN を使う 


無線 LAN 接続の設定び完了ずると、次回からは無線 LAN 機能を ON にずるだけで自動的にアク 
セスポイントに無線 LAN 接続ずることびできまず。 


インターネツト接続の設定 


インターネットに接続する場合は、プ□バイダから提供されたマこュアルをご覧になり、設定を 
行ってください。 


A 刊因 Eg 王巧 


U テイ設定をする 


無線 LAN のセキュ U テイ機能には、ほかにもなのようなものびあります。 

• MAC アドレスフイルタリング 

• SSID が通知 


セキュ U テイをさらに強固にしたい場合は、必要に応じて設定を行ってください。 

アクセスポイントによっては上記の機能に対応していないものもあります。詳しくは、アクセス 
ポイントのマニュアルをご覧ください。 

MAC アドレスフイルタりング 

MAC アドレスとは、ネットワーク機器に割り当てられている固有のま号のことでず。 MAC アド 
レスフイルタ U ングをずると、接続を許可した MAC アドレスを持つコンピュータし U 列はアクセ 
スポイントに接続できないようになりまず。 

MAC アドレスフイルタ1」ングのち油ま、次のとおりでず。 
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MAC アドレスの巧認 

本機の MAC アドレスを確認します。 

■J [スタート]-「ずべてのプ□グラム」一「アクセサ U 」一 「コマンドプ□ンプト」 
を選択しまず。 

コマンドプ□ンプトび表示された5、 「 C :¥ ••->」のあとに次のとおり入力し、 
rm を巧します。 

ipconfig □ /all (□はスぺースを意味しまず） 

本機の無線 LAN アダプタの MAC アドレス顺理アドレス）び表示されまず。 



MAC アドレス 


MAC アドレスを下記の表に記入しておさましよラ。 
MAC アドレスフィルタ U ングの設定時に使用します。 


MAC アドレス 


£]■ ぶをク U ックして、コマンドプ□ンプトを閉じまず。 


MAC アドレスフィルタリングの設定 

アクセスポイントで MAC アドレスフィルタ U ングの設定をしまず。 

■ I アクセスポイントのマニュアルに化って、 MAC アドレスフィルタリングの設定をし 
ます。 

P .119 「本機をアクセスポイントに接続する」で一度接続びできていれば、すぐに 
お線 LAN 接続をすることびできまず。 

まだ接続びでをていない場合は、接続の設定を行ってください。 
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SSID 販醜！ 

SSID 非通巧の設定を行ラと、コンピュータ側に SSID (アクセスポイント）び表示されなくな 
ります。他人から SSID び見えなくなるため、無断接続を防ぐことびでをます。 

SSID 非通知の設定方法は、なのとおりです。 

Q アクセスポイントのマニュアルに従って、 SSI □非通知の設定をします。 

h P .119 「本機をアクセスポイントに接続する」で一度接続びできていれば、すぐに 
お線 LAN 接続をすることびできまず。 

まだ接続びでをていない場合は、巧の手順で接続してください。 


SSID 非通な!のげ態で本機をアクセスポイントに接続する 


はじめて本機をアクセスポイントに接続するときに SSID 非通知の設定びされていると、本機に 
アクセスポイント （ SSID ) び表示されないため、 とで P .11 日「本機をアクセスポイントに接 
続ずる」のち法では接続びでさません。巧のち法で設定をすべて手動で入力して、ネットワーク 
プ□ファイルを作成してください。 


とす = p . ii 9 r 本機をアクセスポイントに接続ずる」 回〜且の 読み替え 


& 「ネットワークに接続」画面び表示された5、「ネットワークと巧有センターを開き 
まず」をクリックしまず。 

「ネットワークとな有センター」び表示された5、「ワイヤレスネットワークの管理」 
をクリックします。 

「使用するワイヤレスネットワークを管理します」と表示された5、「追加」をクリッ 
クします。 

〇 「どのような方法でネットワークを追加しますか？」と表示された6、「ネットワー 
クプ□ファイルを手動で作成しまず」をクリックしまず。 
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巧 「追加ずるワイヤレスネットワークの情報を入力します」と表示された5、アクセス 
ポイントに設定したセキュリティ情報を入力します。 


〇 「ネットワーク名」に SSID を入力します。 

0 「セキュ U ティの種類」で暗号化方式を選択します。 

© 0 で WPA を選択した場合は、「暗号化の種類」で暗号化の種類を選択します。 

〇 「セキュ U ティキーまたはパスフレーズ」に暗号化キーを入力します。 

© 「この接続を自動的に開始します」にチェックを付けて、防へ]をク U ックします。 
U 「正常に…を追加しました」と表示された5、[閉じる]をク U ックします。 


複数の無線 LAN 環境を登録する 


複数の無線 LAN 環境（職場やホットスポットなど）の設定を事前に登録しておきたいときは、 
手動入力でネットワークプ□ファイルを作成しまず。 

手動入力でネットワークプ□ファイルを作成ずるち法は、 とす= 日.122 「 SSID 非通知の巧態で本 
機をアクセスポイントに接続ずる」をご覧ください。 


S 


diOAEaii 


な 


フイサレスネットフークに手巧で巧ちします 


置扣するつイサレスネットつークのお巧を入力します 


ネジトつークる(£)こ 


它キユリティのをま巧)； [ WPA - パーソナル 
ほち化のを a 化)： 


E 


它キユリテイキーまたは ♦♦♦♦♦ 

バスフレース笛： 

- I 回 9 の接巧を巨封のに巧抱しまず( I ) 


-バスフレーブクをを s 京 


•■するに） 


曰ネダトワークがブロードキでストを行つていない驾合でちする ( Q ) 

き；这巧すると、このコンビユータのプライバシーがを埃にさらされる巧を化げちりまず. 


巧への） ) キでンむレ 


CM 装置の増設 3 BIOS の靈4再インスト-ル 5古つたときは 


ご使用の前に 


〇@0 〇 


© 
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インターネツトにち続ずるには 


ホームページを見たり、電子メールをやり取りしたりするためには、インターネットへの接続び 
必要です。ここではインターネットへの接続の概要や、インターネットを利用するためのソフト 
ウェアなどについて説明します。 


接続するまでの流れ 


インターネット接続までの流れは;欠のとおりです。 


接続ちまの選択 



プ□バイダとの契約 



インターネットに接続 


接続方法の選択とプ□バイダとの契約 


インターネットへ接続するには、接続ち法をミ夫め、その接続方法でサービスを提供しているプロ 
バイダ（インターネットサービスプ□バイダ、旧巧と契約します。 

接続ち法は、目的や使いちに合わせて選択しましよラ。また、同じ接続ち法でち、通信速度や料 
金、サポート内容はプ□バイダによって異なります。詳しい内容はプ□バイダにお問い合わせく 
ださい。 


巧続方法の種類 

高速なインターネット接続をフロードバンドと言い、光ファイバー、 ADSL 、 CATV などを利用 
した接続びそれにあたります。また、アナログ電話回線、侶 DN などでのほ速な接続をナローバ 
ンドと言います。 


接続方法 

接続環境 

インターネットでの通信速度イメージ 

光ファイバー 

ブロー ドバンド 


- り - 



ADSL 

I 

CATV 

I 

に DN 

PHS 

携帯 

アナログ 

ナローバンド 

コ 

つ 

つ 

] 


遅い まい 
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インターネット接続の方まには、王になのよラなちのがあります。 

•光ファイバー ( FTTH ) 

ほかのブロードバンド接続と比べてち、数段に速くま定しているため、映像などの大量のデー 
夕転送ち無理なくでをます。また、インターネットと合わせてテレビや電話も利用することび 
でをます。 

•ADSL 

電話回線を利用します。インターネットをストレスなく使えます。通信速度は、プ□バイダの 
プランから使いちに合わせて選ぶことびでをます。 

利用電話局からの距離び遠<なるにつれ速度び遅<なってしま5ので、事前に速さの確認をす 
る必要びあります。 

• CATV 

ケーブルテレビのケーブルを利用します。インターネットをストレスなく使えます。 

•そのほかの接続方法（ナ□-バンド） 

アナ□グ電話回線や旧 DN 回線などを使った化速な接続方法びあります。 


ダイヤルアップ接続 

プ□ー ドバンドは常時接続び一般的ですび、ナ□ーバンドでは、必要時に電話回線を通じ 
てインターネットに接続します。この作業をダイヤルアップ接続と言いまず。 


化要なおお 

インターネット接続に化要な機器は接続ち法によって異なります。詳しくは、各プロバイダにお 
問い合わせください。 


インターネツトに接続する 


プ□バイダと契約すると、メールアドレスやバスワードなどインターネットへの接続にお要な情 
報と、接続手順び記載された説明書びプ□バイダより提供されます。説明書に従って接続作業を 
行ってください。 


再インストール後のインターネット接続 

Windows を再インス I ルした場をは、インターネットに接続するための設定作業び再 
度必要にな0ます。プ□バイダか5の説明書は失くさないよラに大切に保管して < ださい。 
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インターネツトを使ラ上でのミち意 


インターネットを使用すると、簡単に情報を得ることびでをたり、手軽にメッセージを送ったり 
することびでをますび、その反面ま意しなければならないことびあります。なの点に気を付けて 
インターネットを使用してください。 

. 電子メールは途中経路の障害などによ D 、 届かない場合ちあります。 

.電子メールは世界中のをくのコンピュータを経由して届けられるため、第=者に内容を見られ 
る可能性びあります。 

•インターネット上の情報は、必ずしち正しいとは限りません。正しい情報であるかどラかを十 
分に見極めて、有効に活用する必要びあります。 

•ま易に個人情報をホームページに掲載したり、電子メールで送ったりすると、悪用されること 
びあ0ます。また、他人の個人情報を断 D なくホームページに掲載した D 、 電子メールで送っ 
たりすると法律で罰せられます。 

-ホームページからダウンロードするデータによっては、本機び障害を被ることびあります。 

-コンピュータウイルスに感染すると、本機び障害を被る可能性びあります。また、無許可のユー 
ヴーにインターネットを介して本機にアクセスされる可能性もあ D ます。 

ウイルスに感染する主な原因はなのとおりです。 

-ウイルスび添付されたメールを受信する 

•悪質なプログラムび起動するホームページを閲覧する 

これらのを険から本機を守るち法については、 とす = p . l 2 日「インターネットを使用する際のセ 
キュ U ティ巧策」をご覧ください。 


インターネツトや電子メールを利用する 


本機では、次のソフトウェアを使巧してインターネットや、電子 ールを利用します。 

♦ホームぺージの閲覧 ： Internet Explorer (インターネットエクスプ□—ラ） 

♦電子メールの利用 ： Windows メール 

各ソフトウェアの使用方法は、次をご覧<ださい。 

00 「インフオメーシヨンメニュー」 一「 PC お役立ち情報」 


Office をインストールしているとさは 

Office をインス I -- ルしている場合は、電モメールソフト Outlook を使用します。 
Outl 日日 k の使用方法は、日 utb 日 k のヘルプをご覧くださし、。 
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Windows メールの巧巧設定 

Windows メールをはじめて起動する場合は、初期設定を行います。 

初期設定では、メールアドレスなどの接続に必要な情報を入力します。これらの情報は、プロバ 
イダから提供された説明書をご覧 < ださい。 

初期設定方法は;欠のとおりです。 

n [スタート]-「ずべてのプ□グラム」一 「Windows メール」をクリックして 
Windows メールを起動しまず。 

「を前」と表示された5、 r 表示名」に名前を入力して[次へ]をクリックします。 

1¢] 「インターネット電子メールアドレス」と表示された5、プ□バイダか5取得したメー 
ルアドレスを入力して [次へ]をクリックします。 

iJ 「電子メールサーバーのセットアップ」と表示された5、プ□バイダか5指定されて 
し、る受信メールヴーバと送信メールヴーバを入力して[次へ]をク U ックします。 

ド I 「インターネットメール□グオン」と表示された5、プ□バイダか5指定されている 
ユーザー名とパスワードを入力して[巧へ]をク U ックしまず。 

d 「設定完了」と表示された5、[完了]をクリックしまず。 


参考) 設定を変更する 

一度行った設定は、次の場所か5変更することびでをます。 

「ツール」メニューー「アカウント」一[追力日]-「電子メールアカウント」 


Internet Explorer で情强パーが表巧をれた 3 

購入時の Internet Explorer は、セキユ U テイ強化のために、意図しないプ□グラム和実行ファ 
イルのダウン□ー ドについて警告するよう設定されています 。 Internet Explorer 使用時、情報 
バーに警告が表示されたら、情報バーをク U ックして、表示された項目から適切な対処をして< 
ださい。 



情報バ- 


<画面はイメージです> 
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Internet Explorer の便利は追加機能 

本機には Internet Explorer の便利な機能として、なのソフトウェアび添付されています。購入 
時にはインストールされていませんので、必要に応じてインス I ルを行ってください。 


•JWord 

rJWordJ を使うと、アドレスバーを使田して、日本語で簡単にインターネットを検索できます。 
•邑00スティック 

r 邑00スティック」を使うと、検索機能や辞書機能をいつでも利用することができます。イン 
ストールを行うと 、 Internet Exi 310 rer のツールバーに、検索ヴービス fgooj の検索ボック 
スが設定されます。 


•マカフィー SiteAdvisor Plus 30日版 

Internet Exi 310 rer のツールバーに 、 「McAfee SiteAdvisor 」 ボタンが設定され、 Web ヴイ 
卜の安全性評価を確認でをます。 

マカフィー SiteAdvisor Plus 30日版を使用するには、インストール後にューヴー登録を行 
ラ必要があります。 

13.2日0「ューヴー登録」 

マカフィー SiteAdvisor 円 US 30日版の詳しい使いちは、ボタンから「ヘルプ」をご覧くだ 
さい。 
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インタ-ネットを使用する段のセキ; I リティが策 

本機には、インターネットに接続した際に起こりラるコンピュータウイルス感染や不正アクセス 
などの危険に巧するセキュ1」ティ機能び備えられています。 

ここでは、このセキュ1」ティ機能について説明します。インターネットに接続する場合は、コン 
ピュータのを全を守るため、必ずセキュ1」ティ対策を行ってください。 


Windows Update 


「Windows Update 」 は、本機の Windows の状態を確認し、 Windows の更新プ□グラムをイ 
ンターネットからダウン□ードしてインス!-ールする機能です。 

Windows を最新の状態にするため 、 Windows Update を行ってください。 

目動ち巧の設定 

本機を使用する際は、自動で Windows Update び行われるように、自動更新の設定をするこ 
とをおすすめします。 

自動更新の設定びされていると、なの作業び自動で行われます。 

•重要な更新プ□グラムのダウン□-ド（インターネット接続時） 

•重要な更新プ□グラムのインストール（設定した時刻または設定した時刻より前にシャットダ 
ウンする際） 

Windows のセットアップ時に 「 Windows を自動的に保護するよう設定してください」画面で「巧 
奨設定を使用します」を選択した場合は、自動更新の設定びされています。そのまま使用してく 
ださい。 

自動更新の設定は、なの場巧で行います。 

[スタート] - 「ずべてのプ□グラム」一 「Windows Update 」一 「設定の変更」 
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r 新しい更新プログラムを利用でをます j と表示をれた6 


重要な更新プ□グラムがダウン□ードされると、画面ち下に「新しい更新プ□グラムを利巧でを 
ます」と表示されます。すぐに重要な更新プ□グラムをインス!-ールしたい場合は、通知アイコ 
ンをク U ックし、インス!-ールをしてください。 


巧しい更巧プ□グラムを利用できます 父 

W Windows Update をが用して更新プ□グラムをインス 
卜 一J レするには、ここをクリックしてください。 




再起動をほす画面び表示された6 


重要な更新プ□グラムのインストールび行われると、再起動を促す画面び表示されることびあり 
ます。作業中の場合はデータを保存して < ださい。本機び再起動したら、インストールは完了です。 


Windows Update 



ききなき ぞヴ□グラムのインストー;ぶ完了するためにコンピユ 
ータを巧运動してください. 


Windows は、重要なファイルとヴービスがシステムによつて巧 
巧されている間は、これらを更巧できません.再起動する前に 
フアイ J レを巧存してください. 

巧起動までの時田： 2か31巧 

— J 


をで通巧]する化)：10分 


[ 今了ぐ离を動(の] i 後で再起動 (P) I 
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コンピュータウイルスは、インターネット上やメールの添付ファイルなどから感染する悪意のあ 
るプログラムです。 

コンピュータウイルスに感染すると、本機の動作び不ま定になったり、なをしてあるファイルび 
破壊されるなどの被害び発生します。 

ウイルス感染を防ぐために、必ずウイルス巧策を行ってください。 

Norton Internet Security 90 日版をほう 

本機には、ファイアウォールやウイルス対策機能、フィッシング詐欺対策機能を備えた 「Norton 
Internet Security 90日版」び添付されています。購入時に Norton Internet Security 90 
曰版はインス!-ールされていませんので、必要に応じてインス!-ールを行ってください。詳しく 
は、 nm ) 『セキュ U テイソフトウェアをご使用の前に』をご覧ください。 



更新ヴービスのち効巧阳 

本機に添付の Norton Internet Security 日0日版は、製品版ではありません。更新ヴービスの 
有効期限は、セットアップ後90曰間です。90曰経過後は、更新サービスの延長キー（有償） 
を購入すると、1年間使用可能です。更新サービスの詳細は、 [HD 『セキユ U ティソフトウェ 
アをご使用の前に』をご覧ください。 

巿肪のわ ホ1 IJ f ィソつ h ウ T アホ げち 

市販のセキユ U ティソフトウェアを使用する場合は、ソフトウェア同±の競合を防ぐため、 
Norton Internet Security 90日版はインストールしないでください。 

インストールしていた場合は、アンインストール（削除）してください。アンインストールち法 
は、 rpm 『セキユ U ティソフトウェアをご使用の前に』をご覧ください。 
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フアイアウォール 


インターネットに接続していると、不正なアクセスにより、本機のデータやプ□グラムを勝手に 
見られたり、改ざんされたり、破壊されたりする可能性びあります。「ファイアウォール」は、 
これらの不正アクセスを検出し、適断する機能です。 

不正アクセスを遮断するため、必ずファイアウォール機能を使用してください。 

Norton Internet Security 90 日版のフアイアウオール機能 

本機に添付の [Norton Internet Security 目0日版」には、ファイアウオール機能が備えられ 
ています。 Norton Internet Security 90日版のセットアップを行うと、自動的にファイア 
ウ ォール 機能が有効になります。そのままお使いください。 

Windows フ アイ アウ オー ルの 設定 

本機には、 Windows のファイアウォール機能び備えられています。 

本機の状態によって、 Windows ファイアウォールをなのよラに設定してください。 


ファイアウォール機能を持つソフトウェアを使用している場合 

ファイアウォール同±の競合を防ぐため、 Windows ファイアウォールを「無効」に設定してく 
ださい。ソフトウエアによっては、インストールすると、 Windows ファイアウォールび自動で「無 
効」に設定されるものもあります。 


ファイアウォール機能を持つソフトウェアを使用しない場合 

Windows ファイアウォールを「有効」に設定してください。 

Windows ファイアウォールの有効/無効の設定は、なの場巧から行います。 

[スタート] - 「コント□-ルパネル」一「セキュ U テイ」一 「 Windows フアイアウオー 
ル」一 r 設定の変更」 



ファイアウオールソフトを 
使用しない場合に選択 


ファイアウォールソフトを 
使用ずる場合に選択 
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Windows Defender 

Windows Vista には、スパイウェア和そのほかのマルウェア（悪意のあるソフトウェア）を検 
出したり、駆除したりするツール 「Windows Defender 」 が備えられています。 

[Norton Internet Security 90日版」などのスパイウェア対策機能を持つソフトウェアをイン 
ストールすると、機能の重複を防ぐため 、 Windows Defender が自動で「無効」に設定される 
場含があります。この場含は、そのまま使用してください。 

スパイウェア対策機能を持つソフトウェアを使用しない場含は 、 Windows Defender を使用し 
てください。 


Windows Defender は、次の場所から起動します。 

[スタート] - 「コント□-ルパネル」一「セキュリティ」一 「Windows Defender 」 


フィッシング託欺巧出機能 


フィッシング詐欺とは、金融機関などのメールやホームページを装い、ユーヴーに暗証番号やク 
レジットカード番号を入力させて、個人情報を盗み取る犯罪のことです。 

本機には、「フィッシング詐欺検出機能」び搭載されています。セキュ U ティを守るため、機能 
を使用してください。 

Norton Internet Security 90 日版のフイッシング託が巧出機能 

本機に添付のセキュ U ティソフト 「Norton Internet Security 目日日版」には、フィッシング 
詐欺検出機能が備えられています。機能を「有効」にしてお使いください。 
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Internet Explorer のフイツシング託欺巧出機能 

ホームぺージ閲覧ソフト 「Internet Explorer 」 には、フィッシング詐欺検出機能び備えられて 
います 。 「Norton Internet Security 90日版」などのフィッシング詐欺検出機能を「有測に 
している場合は、機能の重複を防ぐため 、 Internet Explorer の機能び自動で「無測に設定さ 
れる場合びあります。この場合は、そのまま使用してください。 

フィッシング詐欺検出機能を持つソフトウエアを使用しない場合は 、 Internet Explorer の機能 
を「有効」に設定してください。 


Internet Explorer のフィッシング詐欺検出機能の有効/無効の設定は、なの場巧で行います。 

Internet Explorer の「ツール」一「フィッシング詐欺検出機能」一「フィッシング詐 
欺検出機能の設定」一 r 詳細設定」タブー「フィッシング詐欺検出機能」 



Web フイルタリングソフトウ 


Web フィルタリングとは、インターネット上の有害なサイトを表示しないよラにするための技 
術です。 Web フィルタ U ングを行5と、有害サイトへのアクセスを自動的に制限することびで 
をます。 

i - フィルター 30 曰版をほラ 

本機には、 Web フィルタ U ング機能を持つ ri - フィルタ ー 30曰版」び添付されています。 
家庭内でお子様びコンピュータを使用する際に、有害なサイトへアクセスするのを制限したいと 
をなどは、 i ーフイルター 30曰版を使用することをおすすめします。 


i -フイルター 30曰版のインストール 


購入時、本機に i ーフィルター 30曰版はインストールされていません。 

インス!ル方法は、 と多 = p . l 日7 n - フィルター 30曰版のインストール」をご覧ください。 
市販の Web フィルタ U ングソフトウエアを使用する場合は、ソフトウエア同±の競合を防ぐた 
め、 i ーフィルター 30日版はインストールしないでください。 
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i -フィルター 30 曰版のユーザー登録 

i ーフィルター 30 曰版を使用するには、インストール後にユーヴー登録を行 5 必要びあります。 
な P.198 n -フィルタ ー 30 曰版のユーヴー登録」 

i -フィルタ ー 30曰版の巧用方法 

i ーフィルター 30曰版をインス I ルすると、フィルター設定び有効になり、有害サイトにア 
クセスしよ5とすると、自動的にフロックされます。 

初期設定では、フィルター強度は中学生向けです。フィルター強商ま、使用者別に設定できます。 
必要に応じて、「フィルタ U ング設定」画面で設定を変更してください。 

「フィルタ1」ング設定」画面の表示ち法は、なのとおりです。 

■ I ディスクトップ上の n - フィルター」アイコンをダブルクリックします。 

困* 

i- フイ 
5.0 

ri ーフィルター • • •」画面が表示された場合は、 ユー ヴー登録が完了していません。 ユー ヴー 
登録を行ってください。 

と歹=^り.1日8 n - フィルタ ー 3日日版のユーヴー登録」 

「管理パスワードの入力」画面び表示された5、管理パスワードを入力して [ OK ] 
をクリックしまず。 

■<1 i — フィルターのトップページび表示された5、「フィルタリング設定」をクリック 
しまず。 

「フィルタリング設定」画面が表示されます。 

i ーフィルター3曰曰版の詳しい使用方法は、ヘルプをご覧ください。 



ヘルプ 
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ファイアウォール機能による警告画面が表おされた場合は 

セキュ IJ ティソフトウェアのファイアウォール機能を有効にしている場合、インターネッ 
卜閲覧時に n —フィルタ ー30 曰版」でのインターネットアクセスに関する警告び表示 
されることびありまず。 

この場合は、。ーフィルタ ー 30曰版」の使用を許可してください。 


[[-フイルター 30曰版の巧用巧阳- 


i ーフィルター30曰版の利用期限は、ユーヴー登録後30曰間です。利用期限び過ざると、フイ 
ルター機能び停止します。 


継続して利用ずる場合 

継続利用の手続を（有償）をオンラインで行ってください。 
とす = P .13 己 n - フイルター 30日版のヴポート」 




本機に添付の i — フィルター30曰版は、 n - フィルター更新パック」で継続利用 
手続きを行ラことはで走ません。 


継続して利用しない場合 

i ーフィルター 30曰版のアンインストールを行ってください。 

i ーフィルター 30曰版のアンインストールち法は、デジタルアーツ社のホームページの「よく 
ある質問」をご覧ください。 

とす" P . 13日 n - フイルター 30日版のヴポート」 


i -フィルター 30曰版のヴポート 


i ーフィルター 30曰版のヴポートは、デジタルアーツ社で行います。 

よくあるご質問と回答-サポート窓□-継続利用手続を-サービスページなどについては、デジ 
タルアーツ社のなのホームページをご覧ください。 

なお、このサポート情報は、予告なく変更される場合びあります。 

http :// www . daj.j p / cs / iTpe/su p_d l.htm 
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FAX モデムを使う 


ここでは、 FAX モデムを使用し、ダイヤルアップ接続でインターネットに接続するための設定 
について説巧します。 

本機には已日 Kbps ( V .92/ K 已日 flex 対応）の通信速度に対応した FAX モデムび搭載されており、 
ナローバンドでの通信び巧能です。 

FAX モデムを使用する場合は、本機ち側面のモデムコネクタと電話回線を、市販のモジュラコー 
ドで接続します。 



FAX モデムを次の回線に接続しないでください。発熱し义災の原因となります。 

-構内交換機 （ PBX ) 

• 2線式でない回線（ホームテレホンやビジネスホンなど） 

-倍 DN 対応公衆電話のデジタル側ジャック 


お使いになる前 I 


巧用回線の種類 

本機は、ダイヤル回線でち、プッシュ回線でち使用でをます。使用している回線びどちらかわか 
らないとさは、 NTT へお問い合わせください。ダイヤル回線、プッシュ回線の選択は、添付さ 
れている通信ソフトや、 Windows 上で設定することびでをます。 

•ダイヤル回線（パルス） 

回転式ダイヤル電話のよラに、ダイヤルの戻る時間によりダイヤルパルス信号を送り、巧手に 
つなげる方式の電話回線のことです。 

•プッシュ回線（卜ーン） 

押しボタン電話機のように、「ピ■ポ•パ•••」と!ンによる信号を送り、巧手につなげるち 
式の電話回線のことです。 


A 
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巧巧な電話機.回線での使用 

• PBX やホームテレホン回線への接続 

本機の FAX モデムは、ホームテレホン、ビジネスホンなどの2線式でない回線、 ISDN 対応 
公衆電話のデジタル側ジャックや構内交換機 ( PBX ) に接続して使用でをません。モデムに 
必要し U 上の電流び流れ、故障の原因になります。これらの回線には接続しないで<ださい。 

•キャッチホンサービスについて 

NTT のキャッチホンサービスや他社の類似サービスを利用している場合、キャッチホンの呼 
び出し音によって通信中の回線び切断されます。モデムを接続する回線では、キャッチホンヴー 
ビスの利用は避けてください。なお、この現象を回避でをるサービスについては、 NTT また 
は類似ヴービスの供給元へお問い合わせ< ださい。 

通信速度の制旧 

本機のモデム機能は、 V . 日 2*1 および K 已日 flex *2 通信方式により、最大受信速度（プ□バイ 
ダなどの巧手側から本機側への方向）は、已已000 bps 、 最大送信速度（本機からプロバイダな 
どのネ目手側へのち向）は、48000 bps になります。 

ただし、この最大送受信速度は、接続先のプ□バイダやアクセスポイントなどの電話回線状況、 
モデムの性能や送出レベルなどにより変化します。また、接続先のプ□バイダなどび同じ規格に 
巧庇してお0、お客様の電話回線びつなびる電話局の交換機とプロバイダまでの通信経路びデジ 
タル化されている必要びあります。 

*1 V .92 : ITU - T 国際電気通信連合び制定した通信規格 

*2 K 己日 flex : Lucent Technolo 旨 ies 社と Rockwell International 社び提唱する通信規格 


通信を巧ラ 

モデム機能を使って、データ通信や FAX 機能を使用するには、別途通信ソフトウエアび必要です。 
通信ソフトウエアのインス I ルち法や使用ち法は、通信ソフトウエアに添付のマニュアルをご 
覧ください。 

また、 Windows の通信機能を使用する場合は、 「 Windows のへルスをご覧ください。 

AT コ 7 ンドについて 

本機のモデム機能では、モデム制御コマンドとして、 「 AT コマンド」を採用しています。 AT コ 
マンドについては、 とす = p .2 已〇 「 AT コマンドの使用」をご覧ください。 
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ダイヤル情報の設定 


モデムの設定をしていない場合は、巿外局まやダイヤルち法などの設定を行います。 

〇 [スタート]-「コント□-ルパネル」一「パードウエアとサウンド」一「電話とモ 
デムのオプション」をクリックします。 

口 r 所在地！■青報」画面び表示された5、個名/地域名」、怖が局ま/エ U アコード」、「が 
線発信ま号」や「ダイヤル方法」などを設定して [0K] をク U ックします。 

これでダイヤル情報の設定は終了です。 

インターネットに接続ずる場合は、このあとダイヤルアップ接続の設定びお要です。 

とす = p . i 39 r 手動でタイヤルアップ接続の設定をする」 


手動でダイヤルアップ接続の設定をする 


はびさや電話で加入申し込みをした場合は、プ□バイダから提示された資料に基づいて各種設定 
を行います（ダイヤルアップ接続の設定)。なの手順は設定ち法の一例です。プ□バイダから設 
定ち法資料び提供されている場合は、そちらを参照して<ださい。 


接続に関する用語一覧 

プ□バイダによつて設定項目の呼びかたび異なる場合びあ0ます。本書での記述とプ□パ' 
イダび使用する類似名称の一例でず。 


本書での記述 

類似名称 

接続ユーヴー名 

ユーヴー名、コネクション ID、PPP □グイン名、アカ 
ウント名、アカウント、の、接続の、 ID 番号、接続ア 
カウント、ダイヤルアップ□グイン名 

接続パスワード 

パスワード、 PPP パスワード、ダイヤルアップパスワー 
ド、初期パスワード、コネクションパスワード 

メールアカウント 

Mail アカウント名、メールボックス名、メールボックス、 
メールアカウント名、 Mail アカウント、アカウント名 

メールパスワード 

Mail パスワード、パスワード、初期パスワード 

受信メールサーバ 

メールサーバ、受信メールサーバ (POP3) 

送信メールサーバ 

メールサーバ、送信メールサーバ （SMTP) 


手動でダイヤルアップ接続の設定を行ラ手順は、なのとおりです。 

n [スタート]- r 接続先」をクリックしまず。 

h 「接続またはネットワ-クをセットアップしまず」をクリックしまず。 

^ r 接続オプションを選択します」と表示された5、「ダイヤルアップ接続をセットアッ 
プします」を選択し、[次へ]をクリックします。 
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FI 「インターネットヴービスプ□バイダ asp) の情報を入力します」と表示された5、 
プ□バイダか5の資料をもとに、次の項目を入力しまず。 

•ダイヤルアップの電話番号 
. ユーヴー名 
•パスワード 

•接続名（アクセスポイント（プ□バイダ）の名前） 

y [接続]をク U ックずると、インターネットへの接続び開始しまず。 

円 「インターネットに接続されています」と表示された5、接続完了でず。[閉じる] 
をクリックして画面を閉じます。 

wA r (接続巧の名前）ネットワークの場所を選択します」と表示された5、場所をクリッ 
クします。 

円 「ユーザーアカウント制御」画面び表示された場合は、瞧行]をクリックします。 

^ 「ネットワーク設定び正しく設定されました」と表示された6、[閉じる]をクリッ 
クします。 

の インターネット接続を終了ずる場合は、[スタート]- r 接続先」一 r (□で 設定し 
た接続名)」をク U ックし、[切断]をクリックしまず。 

DNS 【ネーム）サーパのアドレスを指定されている場合 

プ□バイダから、 DNS (ネーム）サーバのアドレスを指定されている場合は、なの設定を行います。 

fe j [スタート]- r 接続巧」をクリックしまず。 

「ネットワークに接続」画面び表示された5、脂続名）をもクリックし、口□パティ」 
をク U ックします。 

d 「(接続名）のプ□パティ」画面び表示された5、巧の設定を巧います。 

〇 「ネットワーク」タブの「インターネットプ□トコル（ TCP / IP )」の口□パティ] 
をク U ックします。 

0 r 次の DNS サーパーのアドレスを使ラ」にチェックを付けます。 

0 r 優先 DNS サーバー」、 r 代替 DNS サーバー」に、プ□バイダか5指定されている 
DNS (ネーム）サーバのアドレスを入力し、 [0 K ] をク U ックします。 

Q 「を般」タブー r ダイヤル情報を使引にチェックを付けて、 [OK] をクリックします。 

これで DNS (ネーム）サーバのアドレス設定は完了です。 
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接続に関する詳細設定 


ダイヤルアップ接続の設定をしたら、接続に関する詳細設定を行います。 

•接続方法の設定 

電話回線を使用して、インターネットに接続するよラに設定をします。 

•切断画面の設定 

Internet Explorer を終了した際に、インターネットとの切断画面を表示ずるよラに設定しまず。 
接続に関する詳細設定は、なの手順で行います。 

〇 [スタート] -r コント□-ルパネル」 一r ネットワークとインターネット」一「インター 
ネットオプション」一「接続」タブをクリックしまず。 

^ 「通常の接続でダイヤルする」にチェックを付けまず。 

(接続方法の設定） 

F 1 [設定]一[詳細設定]をク U ックします。 

D 「接続び必要なくなったとき切断ずる」にチェックを付けて [0 口をク U ックしまず。 

(切断画面の設定） 

口 r (接続巧の名前）の設定」画面で [0K] をクリックしまず。 

〇 「インターネットのプ□パティ」画面で [0K] をク U ックしまず。これで接続に関 
ずる設定は終了でず。 
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電源設定を巧う（省電力機能を使う) 

ここでは、本機の電源の設定について説明します。 


電源プランの設定 


本機には、なの3つの電源プランび用意されています。電源プランの選択により電力消費を抑 
えたり、ノ f フォーマンスを優先させたりすることびでをます。 

使いちにあわせた電源プランを選択して本機を使用してください。 


•バランス 

パフォーマンスと電力消費のバランスを考えたプランです。 

•省電力 

コンピュータの電力消費を抑えるプランです。パフオーマンスは化下します。 


•高パフオーマンス 


電力消費は抑えずに、パフオーマンスを優先させるプランです。 


電源プランの選択は、なの場所から行います。 

[スタート]-「コント□ールパネル」一「システムとメンテナンス」一「電源オプション」 



プランを選択 
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電源プランの内容変ち 


電源プランの内容（省電力の設定など）は、変更することがでをます。変更は、各プランの「プ 
ラン設定の変更」から行います D 



プラン内容の変更 


r プラン設定の変更」では、本機が省電力状態に移行するまでの時間の設定和、 LCD 画面の輝度 
の調整などを行ラことがでをます。 

と歹= P . 14已 r 省電力状態に移行する方法」 


本機を省電力が態にする 


本機を使用していない間、省電力状態にしておくと、電力の消費を抑えることびでをます。特に 
バッテ U だけで使用している場合は、本機を省電力状態にしておくことで使用時間を延ばすこと 
びでをます。ここでは、省電力状態に移行する方法や、省電力状態からの復帰ち法について説明 
します。 

省電力が態へ巧巧する際の注意 

省電力状態に移行する際には、なのよラな制限事項びあります。移行する前に確認して正しくお 
使いください。 

•省電力状態に移行する場合は、万一正甫に復帰しない場合に備え、使用中のデータ（作成中の 
文書やデータなど）は保巧しておいてください。 

•次のよラな場合は、省電力状態に移行しないことがあります。 

•周辺機器を接続している 
-ソフトウエアを起動している 
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•次のよラな場合に省電力状態に移行すると、不具合が発生する可能性があります。省電力状態 
に移行しないよラに設定してください。 

とす" P . 14已「時間経過で移行させない」 

•光ディスクメディアへの書を込み時；書を込みに失敗する可能性 
-ヴウンド機能で録音、再生時：録音や再生び途中で切断される可能性 
•メモ U カードなど外部接続記憶装置へのデータ書を込み時：データ破損の可能性 
- FAX モデム、ネットワーク機能や Bluetooth 機能などを使っての通信時；通信び切断され 
る可能性 

•動画再生時：コマ落ちしたりソフトウェアの動作び遅<なるなどの現象び発生する可能性 

•次のよラな場合は、省電力状態か5正常に復帰でさないことがあります。 

-省電力状態で Express カードや周辺機器などの抜を差しを行った場合 
•ネットワーク上のファイルなどを開いたまま、省電力状態に移行した場合 

• ネットワークに接続している場合に、省電力状態に移行すると、省電力状態か5の復帰時にサー 
バか 5 切断されてしまラ ことがあります。 

このよラな場合は、次のいずれかの方法をとって<ださい。 

-再起動する 


-省電力状態に移行しないよラに設定する 
P . 14己「時間経過で移行させない」 

省電力状態の種類 

省電力状態には、主になのよラなちのびあります。 

•ディスプレイの電源を切る 

省電力の効果はス1」ープ状態よりほいですび、通常の状態にすぐに復帰でをます。 

•スリープ状態 

作業内容をメモ U に保存し、コンピュータを化電力の状態にします。ディスプレイの電源び切 
れ、電源ランプ （©) び点滅します。通常の状態へは数秒で復帰でをます（使用環境により 
復帰時間は異なります）。ス U —プ状態で18時間経過した場合またはバッテ U 切れした場合 
は、自動的にメモ U の内容び HDD に書を込まれ、本機は「体止状態」になります。 

•休止状態 

作業内容を HDD にな巧し、コンピュータを化電力の状態にします。ディスプレイの電源び切れ、 
電源ランプ（①）び消灯します。シャットダウン状態からよりも早く通常の状態へ復帰でき 
ます（使用環境により復帰時間は異なります)。 
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省電力が態に移行する方ま 


本機を省電力状態にするには、時間経過で移行する方法と直ちに移行するち法びあります。 

時間提過で巧巧する 

コンピュータを操作しない状態で、「電源プラン」で設定されている時間び経過すると、本機は 
自動的に省電力状態に移行します。初期値ではまずディスプレイの電源び切れ、そのまま操作し 
ないと続いてコンピュータびス U - プ状態になります。 

省電力状態に移行する（ディスプレイの電源を切る、コンピュータをス U - プ状態にする）まで 
の時間は、なの場所で変更することびでをます。 

[スタート]-「コント□ールパネル」一「システムとメンテナンス」一「電源オプション」 
-备プランの「プラン設定の変更」 



時間を設定 


輝度を設定 


時間提狙で巧行をせない 

光ディスクメディアへ書を込みを行ラ場合などは、時間経過で省電力状態に移行する設定を無効 
にします。時間をすべて「なし」に設定してください。 

ちちに巧巧ずる 


なの操作をすると、本機はすぐに省電力状態に移行します。 


操作 

省電力状態の種類 

[スタート]-[む]をク IJ ックする 

ス U —プ状態（初期値） 

電源スイッチ（山）を巧す 

(Fn ) + ( F 1 ) (じ）を巧す 

LCD ユニットを閉じる 

[スタート] 一 [►] か5項目を選択する 

ス U— プ状態、休止状態、シャットダウン 
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各操作を行ったとさに移行する省電力状態の種類は、なの場所で変更することびでをます。初期 
値はすべて「ス1」ープ状態」に設定されています。 

[スタート]-[コント□ールパネル]—「システムとメンテナンス」一「電源オプション」 
— r 電源ボタンの動作を選択する」 



種類を選が 


バッテリほ下時に巧行する 

本機び「バッテ U 低下」の状態になったとを、省電力状態に移行するよラに設定することちでを 
ます。 

とす = P .44 「バッテ U 化下時の設定変更」 

電源ランプの表,示 

本機の電源の状態は、電源ランプ（①）の点な-点滅により確認でをます。 


電源の状態 

電源ランプの表示 

通常の状態 

点灯（青色） 

ディスプレイの電源び切れている状態 

点灯（青色） 

ス I 」ープ状態 

点滅（青色） 

休止状態 

消灯 

電源切断時（シャットダウン時） 

消丹 


電源スイッチ（の）のランプは、ス U - プ状態では消打します。 

省電力げ態からの復帰方ミ去 


本機を省電力状態から通常の状態に復帰させるち法は、なのとおりです。 


省電力状態 

電源ランプの表示 

復帰方法 

ディスプレイの電源び切れている状態 

点灯（青色） 

タッチパッドやキーボードを操作する。 

ス I 」ープ状態 

点滅（青色） 

•電源スイッチを押す。 

. キーボードを操作ずる。 

休止状態 

消灯 

電源スイッチを巧す。 
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そのほかの機能 

ここでは、そのほかの機能について説明します。 


IEEE 1394 コネクタ 


本機前面には IEEE 1394 コネクタ （4 ピン）び1個搭載されています。 IEEE 1394 コネクタ 
には IEEE 1394対応の機器（ビデオカメラなど）を接続します。 



巧続と取 D 巧し 

IEEE 1394 機器の接続、取り外しは本機の電源び入った状態で行ラことびでをます。ただ 
し、 a 巧領域にアイコン（「取り外し」アイコンなど）び表示される場合は、取 D 外しの際、 
Windows 上で終了処理び必要です。詳しくは、接続する機器に添付のマニュアルをご覧くださ 
い。 


fe 

<取0かしアイコン> 


ご使用の前に 


装置の増設 


3 


B— 日 S の設定4 
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eSAT A / USB コンボコネクタ 


本機背面には eSATA / USB コンボコネクタび 1 個搭載されています。 eSATA / USB コンボコ 
ネクタには、 eSATA 機器（外付け HDD など）を接続します。 

USB 機器を接続することもでをます。 

がが 日 rusB 機器を使う」 



eSATA 機器が認識されなし化きは 

本機の電源び入っている状態で eSATA 機器を接続すると、機器び認識されない場合び 
おります。 

この場合は、本機の電源び切れている状態で接続をしてみてください。 


eSATA 煤おのげ態巧認と取 D かし 

eSATA 機器を接続すると、通巧領域に「ストレージ」アイコンと「取り外し」アイコンび表示 
されます。 


巧 

くストレージアイコン> く取り外しアイコン> 


r ストレージ」アイコンをダブルク U ックすると 、 「Intel ( R ) Matrix Storage Console ] 画面 
が表示され、 eSATA 機器の状態を確認することがでさます。 


is 



eSATA 機器の取り外しは、「取り外し」アイコンから行ってください。 
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そのほかの機能 



















インテル•ターボ•メモリ（オプシ 


購入時にオプション選択された場合、本機にはインテル-ターボ-メモ U が搭載されています。 

-インテル*ターボ* メモリを搭載している場合、 USB フラッシュメモリでの 
Ready 目 00 St は使用できません。 

-インテル-ターボ-メモリを搭載している場合、バックアップソフトを使用して 
のデータの保存や復元が正常にでさない場合があります。 


起動の局速 f ヒ 

インテル-ターボ-メモ U により、本機では、 Windows やアプ U ケーシヨンの起動が自動的に 
高速化されます。 

Intel ( R ) Turbo Memory Dashboard 【4 GB のみ） 

インテル.夕ーボ.メモ U 4 GB では、高速化するアプ U ケーシヨンを選択できる機能 rintel ( R ) 
Turbo Memory DashboardJ を使巧することがでをます。アプ U ケーシヨンの選択方法は、 
デスクトップ上の rintel ( R ) Turbo Memory Dashboard 」 アイコンをダブルク U ックし、表 
示された画面のヘルプをご覧<ださい。 


m 


< lntel ( R ) Turbo Memory Dashboad アイコン > 


リテイ□ツクス□ツ 


本機背面には、「セキュ U テイ□ックス□ット」び装備されています。ここには、専用の盗難抑 
止ワイヤーを取り付けます。 



当社では、専用のを難抑止ワイヤーを取り扱っています。詳し<は、当社のホームページをご覧 
<ださい。 

ホームページのアドレスは、なのとおりです。 


http :// shop . epson . jp / 


ご使用の前に 


装置の増設 


3 
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そのほかの機能 




システムの拡張 


アップグレードサービスやメモ U の増設方法、本機に接続でをる装置について 
説明します。 



ご使用の前に 


基本操作 


BIOS の設定 4 


再インスト—ル 


5 


困つたとをは 


付録 
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拡張でをる装置 


本機では、メモ1」モジュール （ SODIMM 、 し U 降メモ U ) を増設.交換して、機能を化張するこ 
とびでをます。 


メモリス□ツト 



メモ U スロット 

本機には、メモ1」スロットび底面に2本用意されています。 とす = p . l 已3「メモ U の装着」 
遲 a 本機は、メモリな外の機能を拡張することはできません。 


アップグレードサービス 

当社では、コンピュータ本体をお預かりして装置の増設-交換を行ラアップグレードサービスを 
有償で行っています。 

本機では、なの装置のアップグレードサービスを利用でをます。 

•メモリ ：増設-交換 

•内蔵 HDD :交換 

•光ディスクドライブ：交換 

アップグレードサービスをご希望の場合は、カスタマーヴービスセンターにご相談ください。力 
スタマーヴービスセンターの連絡先は、 [ JM ) 『サポート•サービスのご案内』をご覧ください。 

ご自身での装置の増設•交換（メモ U を除く）は、故障の原因となりますので行わないでください。 
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化張でさる装置 









量がメモリ情巧 

今後、新しいメモ1」を取り扱ラ場合びあります。 

本機で使用可能な最新のメモ1」は、当社ホームページで確認して<ださい。 
ホームページのアドレスは、なのとおりです。 

http://shop.epson.jp/ 


メモリ装着の組み合わせ 


本機はデュアルチャネルに対応しているため、同一容量のメモ U を2枚1組で装着すると 、デー 
夕転送連度び最大になります。 

メモ U 装着の組み合わせとメモ U の動作は、なのとおりです。 


メモ IJ 装着の組み合わせ 

メモ IJ の動作 

同一容量のメモ U 2枚 

デュアルチャネルで動作。転送速度最大。 

メモ U 1枚 

通常の転ちま度で動作（シングルチャネル)。 



ゾモリの装着 


本機で使用可能なメモ U の仕様と、増設-交換方法について説明します。 

本機底面にはメモ1」スロットび2つあり、メモ U を増設-交換することにより拡張び可能です。 


メモリの仕様 


本機で使用可能なメモ U は、次のとおりです。 

• PC3-8500 S0DIMM (DDR3-1 066 SDRAM 使用) 

♦ メモリ容量己 12 M 巨、 1 GB 、2 G 巨 

• Non ECC 
•204 ピン 

♦ CL 二已 




本機で合計 3G 目を超えるメモリを搭載しても、システム上利用で壬るメモリの最 
大容量は約 3GB までです。 


3 
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作業時のを意 


メモ1」の増設-交換をする場合は、なの点にま意してください。 


A 

敌化 
言口 


•メモリの増設•交換をするときは、電源プラグをコンセントから抜いて、バッテリパッ 
クを取り外してください。取り付けたまま使用すると、感電や火傷の原因となります。 
•本機の分解-改造やマニュアルで指示されている拟外の増設-交換はしないでくだ 
さい。けが-感電-火災の原因となります。 


A 

ま意 


•メモリの増設-交換は本機の内部が高温になっているときには行わないでくださし、。 
火傷の危険があ0ます。作業は電源を切って10分似上待ち、本機の内部が十分冷 
めてから行ってください。 

•不安定な場所（ぐらついた机の上や、傾いた所など）で、作業をしないで<ださい。 
落ちたり、倒れたりして、けがをする危険があります。 


^ •作業を行ラ前に金属製のものに触れて静電気を逃がしてください。メモリや本機 

に静電気が流れると、基板上の部品が破損するおそれがあります。 

•本機内部にネジや金属などの異物を落とさないでください。 

• メモリを持つときは、メモリの端子部や素子に触れないでください。メモリの破 
損や接 S 虫不良による誤動作の原因になります。 

•装着するち向を間違えないでください。メモリが抜けなくなるなど故障の原因に 
な0ます。 

-メモリを落とさないよラにま意してください。強い衝撃が、破損の原因になります。 
•メモリの着脱は、頻繁に行わないでください。必要！;/上に着脱を繰り返すと、端 
子部などに負担がかかり、故障の原因にな0ます。 


メモリの増設•交換 


メモ U の増設-交換の手順は、なのとおりです。 

メモリの巧りはけ 

メモ U を取り付ける手臟ホ、なのとおりです。 

〇 コンピュータの電源び入っている場合は、電源を切りまず。 

コンピュータ内部び;令えるまで、10分！;|上放置してください。 

h コンピュータに接続しているケーブル類 （ AC アダプタなど）を、ずべてがしまず。 

F 1 本機の底面を上にして置き、バッテ U を取りがしまず。 

とす =p.4 巳 r バッテ U の交換」 
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メモ U の装着 








□ 


底面カバーのネジ （7 本）をがしまず。 



巧 底面カバーを矢印のち向に持ち上げて取りがしまず。 



巧 


メモリス□ット2の位置を確認しまず。 

ここでは六モ U ス□ット2に六モ U を取り付ける手順を説明します。 



><モリス□ット1の;><モリを交換する隙、;><モリス□ット2に><モリが装着されているとさは、 
><モリス□ット2の><モリを取り外してから作業を行ってください。 

とす^ P .1 巳8「メモ U の取り外し」 


ご使用の前に 
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□ メモ u を取り付けまず。 

〇 メモ U を静電防止袋か5取り出します。 

メモ U の端モ部や素子に軸れないよラに持ちます。 

端子部 



0 メモリを、メモ U ス□ット2に差し込みます。 

切〇夕さを突起にあわせ、メモ 1 」を約 30 度の角度でメモ IJ ス□ットに差し込みまず。 



© メモ U を静かに倒します。 

正しく装着ずると「カチッ」と音びして両側の固定タブに固定されます。 
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メモ U の装着 







巧 底面カバーを取り付けます。 

〇 底面カバーの4箇所のツメを本体に合わせます。 
0 底面カバーを巧し込みます。 




の バッテ U を取り付けまず。 

とす = p .4 巳 r バツテ U の交換」 

m 本機の底面を下にして置きます。 

コンピユータを使用できるように、ケーブル類を元に戻します。 

続いて とす = p.l 巳8「メモ U の増設•交換後の作業」を行います。 


ご使用の前に 


基本操作 


3 
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メモリの巧 t > 巧し 


メモ U の取り外しは、 と受= P.1 已4 r メモ U の取り付け」の 回〜且 をなの手順に読み替えて行つ 
てください。ここでは、メモ U ス□ット2のメモ U を取り外す手順を説明します。 

b メモリを両側で固定している固定タブを外側に広げまず。 

メモ1」び起を上びります。 



起き上びったメモ U の両端を持って静かに引き抜きまず。 

取りがしたメモ1」は、静電防止袋に入れてな管してください。 


メモリの増設•交換をの作業 


メモ1」の増設•交換をしたら、メモ1」び正しく取り付けられているかどラか、必ずメモ1」の容量 
を確認します。 

メモ1」容量の確認方法は、なのとおりです。 

〇 「BIOS Se 山 P ユーティリティ」を起動します。 

とす =p.l 巳3「巨 IOS Setup ユーティ U ティの起動」 

y 「Main」 メニュー画面一に乂3*8の Memory」 で総メモリ容量をお詔しまず。 

& BIOS Se 山 P ユーティリティを終了します。 

と 3=p.l 巨7「巨 IOS Setup ユーティ U ティの終了」 

已 で総メモ1」容量び正しく表おされない場合は、メモ U び正しく取り付け5れていないこと 
び考え5れまず。すぐに電源を切り、メモ U を正しく取り付けなおしてください。 
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メモ U の装着 




本機のス□ットやコネクタには、なのような周辺機器を取り付けることびでをます。各コネクタ 
への接続ち法は、本書または接続する周辺機器に添付のマニュアルをご覧ください。 


>マイク入カコネクタ/' 

- 7イク 

>同軸デジタルオーディオ出力 
(S/PDIF ) コネクタ rw 

-オーディオ機器 

> IEEE 1394コネクタ 聞ミ 

IEEE1394 


>へッドフォン出力 
コネクタ0 

-スピーカ 
-へツドフオン 


♦ Express 力ードス□ット 

• Express 力ード 


>メモリカードス〇 
DMMC/SD/MS 

-メモ U —スティック 
-マルチメディアカード 
- SD メモ U —力ード 



eSATA/USB コンボコネクタ 常、 

• eSATA 対応機器 

• USB 対応機器 


♦ USB コネクタ 

プリンタ 
スキヤナ 
デジタルカメラ 
USB FDD 
US 目 マウス 
USB 対応機器 


>USB コネクタ 

プリンタ 
スキヤナ 
デジタルカメラ 
USB FDD 
US 巨マウス 
USB 対応機器 


HDMI コネクタ HDMI 

•外付けデイスプレ 
(HDMI 接続） 

• プ□ジェクター 


DVI-I コネクタ回 

•外付けディスプレイ 
(デジタル接続-アナ□グ接続） 
• プ□ジェクター 


そのほかの巧続可能な周巧機お 

本機では、ケーブルを介さずになの機器び接続でをます。 
-無線 LAN 対応機器（無線 LAN 搭載時のみ機能） 

- Bluetooth 対応機器 （Bluetooth 搭載時のみ機能） 


ご使用の前に 


基本操作 


BIOS の設定4 
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159 
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外付け可能な周辺機器 




BIOS の設定 


本機の基本状態を管理しているプ□グラム 「BIOS」 の設定を変更する方法につ 
いて説明します。 



ご使用の前に 


基本操作 


2 


装置の増設 


再インスト—ル 


5 


困つたとさは 
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BIOS の設定を始める前に 




当社製拟外の BIOS を使用すると、 Windows が正常に動作しな<なる場合があり 
ます。当社製切外の BIOS へのアップデートは絶対に行わないでください。 


目 I 日 S は、コンピュータの基本状態を管理しているプ□グラムです。このプ□グラムは、マヴー 
ボード上に ROM として搭載されています。 

目 I 日 S の設定は、「目1日 S Setup ユーティ U ティ」で変更できますが、購入時のシステム構成に 
あわせて最適に設定されているため、通常は変更する必要はありません。次のよラな場含は、設 
定を変更します 0 

• 本書や周辺機器のマニュア J レで指示があった場合 
•パスワードを設定する場合 

BIOS の設定値を間違えると、システムび正常に動作しなくなる場合びあります。設定値をよく 
確認してから変更を行ってください。 

BIOS Setup ユーティ U ティで変更した内容は 、 CMOS RAM と呼ばれる特別なメモ U 領域に 
なをされます。このメモ U は U チウム電池によってバックアップされているため、本機の電源を 
切ったり、再起動してち消去されることはありません。 


参胃) リチウム電池の寿命 

BI 日 S Setup ユーテイ U テイの内容は、 U チウム電池で保持しています。 U チウム電池 
は消耗品です。コンピュータの使用状況によって異なりますび、 AC アダプタやバッテ U 
か5の電源供給びまった<ない場含、寿命は約日年です。曰付や時間び異常になったり、 
設定した値び変わってしまラことび頻発するよラな場含には、 U チウム電池の寿命び考え 
られます。 

そのよラな場含は、カスタマーサービスセンターまでご連絡ください。 


動巧び不ま定になつたら 

設定値を変更して本機の動作び不ま定になった場合は、なのち法で設定値を戻すことびでをます。 

•購入時の設定と変更後の設定をあ5かじめ記録しておさ、手動で戻す 
万一に備え、設定値を記録しておくことをおすすめします。 

とす =P.179 「BIOS Setup ユーテイ U テイの設定値」 

•初期値や前回保巧した設定値に戻す 
とす= P . 1己8「設定値を元に戻す」 
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BIOS の設定を始める前に 










BIOS Setup ユーテイリテイの操作 

ここでは、「日の S Setup ユーテイ U テイ」のなの操作ち法について説明します。 

•基本操作（起動、操作、終了） 

•設定値を元に戻す 
•パスワードを設定する 
• HDD アクセス制限 

•起動 （ Boot ) デバイスの順番を変更する 


广 BIOS Setup ：!- ミ 


リテイの起動 



本機の電源を入れる前に、キーボードの [ F 2 1の位置を確認してください。 已 では、すばや< 
fpin を押す必要びあります。 

n 本機の電源を入れます。 

すでに Windows び起動している場合は、再起動します。 

口 本機の起動直後、黒い画面の中央に 「 EPSON 」 と表示された5、すぐにキーボード 
の己幻を「トン、トン、トン…」と連続的に押します。 

Windows び起動してしまった場合は、再起動して 白を 6 う一度実行してください。 

E 「BIOS Se 山 P ユーティリティ」び起動して 「 Main 」 メニュー画面び表示されまず。 


<BIOS SetupIL - テイ IJ テイ(イメージ)〉 


I _ Phoenix SecureCore (tm) Setup Utility_ 

■ Main 


System Overview 

Item Specific Help 


BIOS Ver: 

PH1-D002-DL0 

<Tab>, <Shift-Tab>, or 
<Enter> selects field. 

KBC EC Ver; 

1.00 .D4 


CPU Type: 

Intel Core2 Duo T 9400 


CPU Speed: 

2400 MHz 


System Date; 

皿 : 23 : 33 ] 

[04/08/2008] 


System Memory; 

2045 KB 


VGA Card: 

nVIDlA 8800 MGTX 


VBIOS Revision: 

己 2.92.23.00.A4 



[Help m Select Item — Change Values Setup Defaults 

I iaSi Exit Select Menu lanr? Select ► Sub-Menu lafllSave and Exit 
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仕樣が前回と異なるとを 


本機の状態び、前回使用していたとをと異なる場合には、本機の電源を入れたとをになのメッセー 
ジび表示されます。 


Press F1 to continue, F2 to enter SETUP 


このメッセージび表示されたら CKD を押して团 os Setup ユーテイ U テイを起動します。通 
常はそのまま 「Exit Savin 呂 Changes ] を実行して BIOS Setup ユーテイ U テイを終了します。 
と 3= p . l 己7旧の S Setup ユーテイ U テイの終了」 


广 BIOS Setups .-： 


リテイの操作 

■ 


「BIOS Setup ユーテイ U テイ」の操作は、キーボードで行います。 

面面の誠 - 

BIOS Setup ユーテイ U テイの画面構成は、次のとおりです。 


処理メニュ - 


設定項目 
設定値 一 


Advanced Settings 


Setting items on this menu to 
values may cause your system 


.二 iOP? 

► SATA Port 2 


Item Spec 讯 c Help 

)incorrect 

m to malfunction.^^^^^^B 
[Optiarc CDRWDVD C] I 


Internal Pointing Device [Enabled] 

Exchange FN & L-CTRL Key [Disabled] 

Exchange R-Alt & Win App Key [Disabled] 

Onboard LAN Boot ROM [Disabled] 

Wake-Up On LAN [Enabled] 


Help Select Item 

Exit Select Menu laBB! 


Change Values 

■ 5Ct I — ' 


iSI Setup 

ij 口 111 Save f 


Defaults 
and Exit 


< メニュー画面 > 


ここで説明に使用している画面はイメージです。実際の設定項目とは異なります。実際の各メ 
ニュー画面と設定項目の説明は、 と受=口.174 「BIOS Setup ユーティ U ティの設定項目」を 
ご覧ください。 
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BIOS Setup ユーテイ U テイの操作方法は、なのとおりです。 


^のある項目の場合、 GtLJ を巧すとサブメニュー画面び表示されます。 
m で設定値を変更したい項目まで移動します。 


Phoenix SecureCore (tm) Setup Utility 
■ Security 


lAD Interface Security 

Item specific Help 

Bluetooth 

[Enabled] 

If Disabled, the 

SD/MS/MMC/IEEE1394 

[Enabled] 

Wireless LAN will 

All USB Port 

[Enabled] 

be disabled. 

Finger Print 

[Enabled] 


LAN 

[Enabled] 


Audio/Modem 

[Enabled] 


Optical Disk Drive 

[Enabled] 


e-SATA 

[Enabled] 


Express Card 

[Enabled] 



[la Help Select Item Change Values |3L Setup Defaults 

I la9»B Exit Select Menu IOTr! Select ► Sub-Menu lafii Save and Exit 


< ヴブメニュー 画面 > 

サブメニュー画面から戻るには、し Esc 1を巧します。 



BIOS Setup ユーテイ U テイの 操作 


処理 メニューで 設定を変更したい項目のある メニュー 画面に移動し、設定項目を選 
択します。 


1 U でメニュー間を移動します。 

m m で設定値を変更したい項目まで移動しまず。 


Phoenix SecureCore (tm) Setup Utility 
Security 


Supervisor Password Is: 
User Password Is: 

Set Supervisor Password 
Set User Password 

Password Check 

Boot Sector Virus Protection 

Set HDD Password 
HDD Password Is 


Clear 

Clear 

[Enter] 

(El ル . I 

(Setup ； 

[Disabled] 

[Enteri 

Clear 



Item Spec 讯 c Help 


Disable input/output 
interfaces to prevent 
from stealing system 
data. 


Help Select Item 

LExit さ elect Menu ■aaft! 


Change Values 
Select ► Sub-Menu 


Setup Defaults 
I lain Save and Exit 


► のある項目の場合 


再インスト—ル 


5 


困つたとキしは 


付録 


ご使用の前に 


基本操作 


2 


装置の増設 
















































曰 設定値を変更します。 

fTH を巧して還おウィンドウを表示し、 rnCT ~ l で値を還おし、でミ夫定します。 


Phoenix SecureCore (tm) Setup Utility 


lAD Interface Security 

Item specific Help 

Bluetooth [Enabled] 

SD/MS/MMC/IEEE1394 [Enabled] 

All USB Port [Enabled] 

Finger Print 

LAN [Enabledl^^^^^Sh 

Audio/Modem rEnabledl^^^^^^^^ll 

If Disabled, the 

Wireless LAN will 
be disabled. 

Optical Disk Drive 
e-SATA 

Express Card [Enabled] 



Select Item Change Values |3L Setup Defaults 

Select Menu ItfB- Select ► Sub-Menu laiii Save and Exit 


選択ウインドウ 


辛一場が-* こ 


目 I 日 s の画面を操作するとさは、次のキーを使用します。 


_キ- 

の，田 



r Fn 1 + 1 - J (1 甘 !) 

回+の（卧 


操作できる内容 

設定を変更する項目を選択します。 

処理メニューを選択します。 


項目の値を変更します。 


• メニュー画面中の►の付いている項目で押ずと、サブメニュー画面を表 


7 J \ し永9 〇 


-選択項目の選択ウィンドウを表示します。 

-設定値を選おします。 

•変更した内容を破棄し、終了します。 

-サブメニュー画面からメニュー画面に戻ります。 



ヘルプを表示します。 


Cf 9 I 全設定項目の値を初期値に戻します。 


F10 


変更した設定値を保存して終了します。 
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广 BIOS Setup ューミ 


リテイの擦了 



「BIOS Se 山 p ユーテイ U テイ」を終了するには、なの2つのち法びあります。 

Exit Saving Changes 煙ちした巧客を瓶？し終了する） 

変更した設定値を保存して 、 BIOS Setup ユーテイ U テイを終了します。 

( F10 1 を巧す（または 「 Exit 」 メニュー画面一 「Exit Saving Chan 邑 es 」 で い ] 
を押す）と、次のメッセージび表示されます。 


Setup Confirmation 

Save confi 呂 urati 曰 n chan 旨 es and exit now? 

[Yes] [No] 

曰 [ Yes ] を選択し、のを巧しまず。 

Exit Discarding Changes 煙ちした巧客を破棄し終了する) 

変更した設定値をイ呆存せずに 、 BIOS Setup ユーテイ U テイを終了します。 


ご 

使 

用 

の 

前 

に 


基 

本 

操 

作 


2 


装 

置 

の 

擅 


( Esc 1 を押し（またはに xil ;] メニユー画面一 ） 「Exit Discarding Chan 旨 es 」 で 
を押ずと、次のメッセージび表示されまず。 


Setup Warnin 呂 

Confi 浸 urati 日 n has not been saved! 

Save before exiting? 

[Yes] [No] 

曰 [ No ] を選択し、を押しまず。 

設定値が変更されていなければ、 D の><ッセージは表示されず、そのまま BIOS Setup ユー 
ティ U ティが終了し、 Windows が起動します。 



再 

イ 

ン 

ス 

卜 

I 

ル 

5 


困 

ご 

た 

と 

を 

は 


S 
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設定値を元に戻す 


「BIOS Se 山 P ユーティ U ティ」の設定を間違えてしまい、万一本機の動作び不安定になってし 
まった場合などには 、 BIOS Setup ユーティ U ティの設定を初期値や前回な巧した値に戻すこ 
とびでをます。 

Load Setup Defaults (ネリ期値に戻す） 

BIOS Setup ユーティ U ティの設定を、 BIOS の初期値に戻します。 

( F 9 1 を押す（または 「 Exit 」 メニュー画面一 「Load Setup Defaults 」 で い 1 
を巧す）と次のメッセージび表示されまず。 


Setup Confirmation 
Load default c 曰 nfi 呂 uration now? 

[Yes] [No] 

曰 [ Yes ] を選択し、のを巧します。 

Discard Changes (前回瓶？した設定値に戻す） 

BIOS Setup ユーティ U ティを終了せずに、前回保存した設定値に戻します。 

「 Exit 」 メニユー画面一 「Discard Changes 」 で い 1 を巧ずと、：夕のメッセージ 
び表示されます。 


Setup Confirmation 
Load previous confi 呂 uration now? 
[Yes] [No] 

曰 [ Yes ] を選択し、のを巧しまず。 
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パスワードを設定する 


に 6 仁 11 「け乂」メこ:！一画面で目 I 日 S のパスワードを設定すると、目 I 日 S や Windows の起動時に 
パスワードを要求されるよラになります。 

パスワードの設定は、次のよラな場含に行います。 

♦本機を使用するユーザーを制限したいとを 

♦パスワードを設定しないと使用できない機能を使いたいとさ 
(HDD アクセス制限など） 




パスワードを登録■変更■削除した場合 、 「Discard Changes 」 または 「Exit 
Discardin 邑 Changes 」 を実行しても、パスワードの設定を元に戻すことはできま 
せん。 


パスクードの種類 

パスワードには次の2種類があります。 

• Supervisor Password (管理者パスワード） 

コンピュータの管理者用のパスワードです。管理者パスワードで目 I 日 S に□グオンした場含は、 
すべての 項目の閲覧と変更が巧能です。 

• User Password (ユーザーパスワード） 

—般 ユー ヴー用のパスワードです。 ユー ヴーパスワードで目 I 日 S に□グオンした場合は、項目 
の閲覧や変更が制限されます。 


パスワードの設定方法 


パスワードの設定方法は、次のとおりです。管理者パスワードを設定すると、ュ- 
ドを設定でさるよラになります。 


-ヴーパスワー 


「 Security 」 メニュー画面一 |"Set Supervisor Password 」 で [ ^ ] を巧しまず。 

次の;><ッセージが表示されます。 


Set Supervisor Password 


Enter New Password [ 

Confirm New Password [ 


曰 

回 


|"Enter New Password 」 欄にパスワードを入力し 、 [^-i 1 を巧しまず。 

アルフアベットの大文字とル文字は区別されません。パスワードは8文字まで入力でさます。 

確認のため、 l"Confirm New Password 」 欄に 日 と同じパスワードを入力し、 


を巧しまず。 

同じパスワードを入力しないと、エラーになります。 


ご使用の前に 


基本操作 


2 


装置の増設 


再インスト—ル 


5 


困つたとさは 


付録 
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|" Chan 呂 es have been saved 」 と表示された5、 [ ^- i 1 を押しまず。 

パスワードの設定び完了すると、 「Supervis 日 r Passw 曰 rd Is」 の値が l"Set」 に変わります。 


ユーヴーパスワードを設定する場合は、に et User Password 」 で同様に設定を行います。 



設定したパスワードは、絶对に忘れないようにしてください。パスワードを忘れると、 
BIOS の設定変更や、設定によっては Windows の起動ができなくなります。 

万一、パスワードを忘れた場合は、カスタマーサービスセンターまでご連給ください。 


続いて、どのタイ S ングでパスワードを要求するかを設定します。 


パスワード入カタイ5ングの設定 

目 I 日 S Setup ユーティ U ティ起動時和、 Windows 起動時など、どのタイミングでパスワードを 
要ホするかを設定します。 

p . l 76に ecurity メこユー画面 」- |"Password Check 」 

パスワードの変ち-削除方法 

パスワードの変更-削除方法は、次のとおりです。 


管理ちパスワードの変更-削除方法 

管理者パスワードの変更■削除方法は、次のとおりです。管理者パスワードを変更-削除する場 
合は、管理者パスワードで BIOS に□グオンしてください。 

管理者パスワードを削除すると、自動的にユーヴーパスワードち削除されます。 

■ fc 「 Security 」 メニュー画面一 「Set Supervisor Password 」 で [■<_! 1 を巧しまず。 

次の画面が表示されます。 


Set Supervisor Password 

Enter Current Password 

[ 

] 

Enter New Password 

[ 

] 

Confirm New Password 

[ 

] 


H に 11 ぉ 「 Current Password 」 欄に今まで使用していたパスワードを入力し、 レ 1 
を押しまず。 

曰 パスワードを入力しまず。 

パスワードを変更ずる場合 

〇 l"Enter New Password 」 欄に新しいパスワードを入力し、 ( 4-1 1を巧します。 

0 l"Confirm New Password 」 欄に新しいパスワードを入力し、 ( ^ J を巧します。 
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パスワードを削除ずる場合 


〇 [Enter New PasswordJ 欄に何も入力しないで、 ( ^1を巧します。 

0 |"Confirm New Password 」 欄に何も入力しないで 、 ( ^ ] を押します。 

|" Chan 邑 es have been saved 」 と表示された5、 [ ^-i 1 を押しまず。 

これでパスワードの変更-削除は完了です。 


ユーザーパスワードの巧更-削除方法 


ユーヴーパスワードのみを変更■削除する場含は 、 「Set User Password 」 を選択し、管理者 
パスワードと同様の手順で変更-削除します。 


HDD アクセス制限 


HDD アクセス制限の設定をすると、なの状態にな D ます。 

•巨 IOS や Windows 起動時、休止状態か日の復帰時に管理者パスワードを要ホされるよラになる 

• HDD をほかのコンピュータに接続した場合、 HDD にアクセスでさないよラになる 

HDD への無断アクセスや、万び一 HDD び盗難にあった場合の情報流出を防ぎたいときは、 
HDD アクセス制限の設定をします。 

HDD アクセス制旧の設定方法 

HDD アクセス制限の設定方法は、なのとおりです。 

■ J 管理をパスワードを設定します。 

が P . 1日9りなワードの設定方法」 

HDD アクセス制限の設定をしまず。 

「 Security 」 ；><ニュー画面一に et HDD Password 」 でパスワードを設定します。 

とす^ P . 17日 「Security ;><ニュー画面」 




パスワードを忘れてしまラと、アクセス制限を設定した HDD は使用できなくなり 
ます。登録したパスワードは絶対に忘れないよラにしてください。 


ご使用の前に 


基本操作 


2 


装置の増設 


再インスト—ル 


5 


困つたとさは 


付録 
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起動 ( Boot ) デバイスの順番を変更する 


本機の電源を入れて起動しよラとしたとをに、 US 目フラッシュメモ U や USB HDD などを接続 
していたり 、 USB FDD に FD がセットされていると、 Windows が起動しなしにとがあります。 
このような場合、「目 I 日 S Setup ユーティ U ティ」で設定されている起動 （ Boot ) デバイスの 
順番を変更すると、起動したいデバイスからシステムを起動することがでをます。 

起動 ( Boot ) デバイスの順をとは 

電源を入れると、コンピュータは起動デバイスの順番に従ってデバイスを確認し、最初に見つけ 
たシステム （ Windows や日 S ) から起動します。 

起動デバイスの順番の設定は、「目 00 1 」 メこ:！一画面一 「Boot priority order 」 で行います。 



この順番にデバイスを 
検出して起動します。 


くイメージ> 

[Boot priority order ] に表示されるデバイスと初期の順番は、；欠のとおりです。 

1 : USB FDC (USB FDD ) 

2: USB KEY ( USB フラッシュメモリ 、 USB HDD など） 

3: USB CDROM (が付けの USB 光ディスクドライブ） 

4: IDE CD (巧蔵の光ディスクドライブ） 

已 ： IDE HDD (巧蔵の HDD ) 

色 ： Network (ネットワーク） 

購入時は、 USB 記憶装置の順番が HDD より前に設定されているため、 USB 記憶装置を接続し 
ていると、 HDD 内の Windows から起動でをません。 

起動 ( Boot ) デバイスの順まの変ち方法 

起動デバイスの順まの変更ち法は、なのとおりです。ここでは USB 記憶装置を接続した状態で 
Windows を起動でさるよラに、内蔵の光ディスクドライブ、内蔵の HDD 、 USB 記憶装置の順 
番に設定する方法を説明します。 

>■ 「 Boot 」 メニュー画面を開きます。 
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口 「Boot priority order 」 で内蔵の光ディスクドライブ （IDE CD ) の順番を1ま目 
に設定しまず。 

〇 で riDECD 」 を選択します。 

0 riDECD 」 が選択された状態で r ^ + l ： J を巧すと、 riDECD 」 の順番が1つ上 
がります。これを何回か繰り返し、 riDECD 」 の順番を1番にします。 



<イメージ> 

F 1 同様の方法で、 H □□の順まを2ま目に設定します。 



起動デバイスの順まび変更になり、 US 巨記憶装置を接続した状態で Windows を起動できます。 

Q BIOS Se 山 P ユーティ U ティを終了しまず。 

とす = p . l 巳7「巨 IOS Setup ユーティ I 」ティの終了」 

これで、起動デバイスの変更は完了です。 


ご使用の前に 


基本操作 


2 


装置の増設 


再インスト—ル 


5 


困つたとキしは 


付録 
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BIOS Setup ユーテイリテイの設定頃目 

ここでは 、 「BIOS Setup ユーテイ U テイ」で設定でをる項目と、設定ち法などについて説明します。 
BIOS Setup ユー テイ U テイのメ ニュー 画面には、なの日つのメ ニュー びあります。 

• Main メ ニュー画面 

B の S や CPU 、 ビデオの仕様、メモ U 容量を確認したり、曰付-時刻の設定を行います。 

•Advanced メ ニュー画面 

装置の仕様の確認やタッチパッド、キーボード、ネットワークの設定を行います。 

• Security メ ニュー画面 

パスワードの設定や、マヴーボード上のデバイスに関する設定を行います。 

•TPM State メ ニュー画面 

セキュ U テイチップ打 PM ) に関する設定を行います。 

• Boot メ ニュー画面 

システムの起動 （ Bo □甘に関する設定を行います。 

• Exit メ ニュー画面 

BIOS Setup ユーティ U ティを終了したり、 BIOS の設定値を初期値に戻します。 



「 Main 」 メニュー画面では、 BIOS や CPU 、 ビデオの仕様、メモ U 容量を確認したり、曰付.時刻の設定 
を行います。 

設定項目は、なのとおりです。 

* は項目表示のみ 


*BIOS Ver 

本機に搭載されている日 lOS のノ（ージョンを表示します。 

*K 巨 C EC Ver 

本機に搭載されている EC のバージョンを表示します。 

*CPU Type 

本機に搭載されている CPU のタイプを自動的に表示します。 

*CPU Speed 

本機に搭載されている CPU の周波数を自動的に表示します。 

System Time 

時刻を設定します。（時：分：秒）の順で表示されています。 

System Date 

曰付を設定します。（月/曰/年）の順で表示されています。 

^System Memory 

メモ U 容量を起動時に自動的に計算して表示します。 

*VGA Card 

本機に搭載されているビデオカードの名称を表示します。 

*VBIOS Revision 

ビデオ BI 日 S のノ ージョンを表示します。 
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「 Advanced 」 メこュー画面では、装置の仕様の確認和タッチパッド、キーボード、ネットワークの設定を 
行います。 

設定頃目は、次のとおりです。 

は初期値 
* は項目表示のみ 


SATA Portl 


本機に搭載されている HDD の名称を表示します。 
ヴブメニューには、 HDD の情報を表示します。 


*Typ 日 


本機はデバイスタイプを自動認識します。 


*Total Sectors 


セクタの総数を表示します。 


^Maximum Capacity 


HDD の容量と仕様を表示します。 


*Multi-Sector 

Transfers 


一度に何セクタ転送できるかを表示します。 


*LBA Mode Control 


LBA(Logical Block Addressing) をサポートしているかどうかを表示します。 


申 Transfer Mod 巨 
*Ultra DMA Mode 


装置の転送モード、 DMA 転送モードとチャンネルを表示します。 
Ultra DMA 対応装置の転送モードとチャンネルを表示しまず。 


SATA Port2 


半 Type 


本機に搭載されている光ディスクドライブの名称を表示します。 
サブメニューには、光ディスクドライブの情報を表示します。_ 

本機はデバイスタイプを自動認識します。 


*Multi-Sector 

Transfers 

*L 己 A Mode Control 


一度に何セクタ転送できるかを表示します。 

LBA(Logical Block Addressing) をサポートしているかどうかを表示します。 


申 Transfer Mod 巨 
*Ultra DMA Mode 


装置の転送モード、 DMA 転送モードとチャンネルを表示します。 
Ultra DMA 対応装置の転送モードとチャンネルを表示しまず。 


Internal Pointing Device 


Exchange FN & L-CTRL Key 


本機のタッチパッドを使用ずるかどうかを設定します。 
Enabled :タッチパッドを使用しまず。 

Disabied :タッチパッドを使用しません。 


キーボードの左下側にある r Fn I と、その隣にある fctrl I の機能を入れ替え 
るかどラかを設定しまず。 


Disabled : I Fn ) と | Ctrl 1の機能を入れ替えません。 
Enabled ：| Fn ) と| cin ) の機能を入れ替えまず。 


Exchange R-Alt & Win App 
key 


キーボードのち下側にある1 Alt! と、その隣にある r 冒 1(アプリケーション 
キー）の機能を入れ替えるかど5かを設定しまず。 


Disabled : I Ait 1と [圓 1の機能を入れ替えません。 
Enabled :し a " 1と [_ B 1の機能を入れ替えまず。 


Onboard LAN Boot ROM 


U モートブートを行う場合は Enabled」 に設定します。 
Disabled :無効にします。 

Enabled :有効にします。 


Wake-Up On LAN 
(LAN わ、 5 の起動設定） 


電源切断時やス U —プ状態、休止状態において、ネットワークか5の信号によ 
り起動するかどうかを設定します。この機能は、正常に Windows をシャット 
ダウンまたは省電力状態に移巧し、 AC アダプタを接続した状態でのみ使巧巧 
能です。 

Disabled :起動しません。 

Enabled :起動します。 
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「Security」 メニュー画面では、パスワードの設定や、マヴーボード上のデバイスの設定を行います。 

バスワードの設定方法は、 とす =p.l 日日「バスワードを設定する」をご覧ください。 

設定項目は、なのとおりです。 

は初期値 
* は項目表示のみ 


^Supervisor Password Is / 
User Password Is 

Supervisor Passw 日 「 d (管理者パスワード）と User Password (ユーヴーパスワー 
ド）び設定されているかどラかを表示します。 

Clear :パスワードび設定されていません。 

Set :パスワードび設定されています。 

Set Supervisor Password 

Supervisor Passw 日 「d (管理者パスワード）を設定しまず 。 BIOS Setup ユーティ 
リティ起動時や、 Windows 起動時にパスワード入力を要まします。 

(♦ J I を巧すとパスワード設定ウィンドウび表おされます。 

Set User Password 

《 Supervisor Password (管 
理ちパスワード）を設定する 
と設定巧能になります。 

User Passw 日 rd (ユーヴーパスワード）を設定します 。 BIOS Setup ユーティリティ 
起動時や、 Windows 起動時にパスワード入力を要まします。 

(♦ J ) を巧すとパスワード設定ウィンドウび表おされます。 

Password Check 

《 Supervisor Password (管 
理をパスワード）を設定する 
と設定巧能になります。 

パスワード入力を要巧するタイ S ングを設定します。 

Setup : BIOS Setup ユーティ U ティ起動時にパスワード入力を要求します。 
Always : BIOS Setup ユーティリティや Windows 起動時、休止状態からの復帰 
時にパスワード入力を要巧します。 

Boot Sector Virus Protection 

HDD のブートセクタ〔システム領域）への書き込みを禁止するかどうかを設定し 
ます。書き込みを禁止すると、ウイルスび HDD のブートセクタ（システム領域） 
への感染を防ぐことびできます。 

Disabled :書き込みを許巧します。 

Enabled :書き込みを禁止します。 

Set HDD Password 

《 Supervisor Password (管 
理ちパスワード）を設定する 
と設定可能になりまず。 

HDD へのアクセス制限のパスワード設定をします。パスワード設定をずると、 

BIOS Setup ユーティリティや Windows 起動時、休止状態からの復帰時にパス 
ワードの入力び必要にな0ます。また、 HDD をほかのコンピュータに接続しても、 
HDD にアクセスでさないよラになりまず。 

[♦ J I を巧すとパスワード設定ウィンドウび表おされます。 

HDD Password Is 

HDD Password び設定されているかどうかを表示しまず。 

Clear : パスワードび設定されていません。 

HDD Password Set :パスワードび設定されています。 
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I/O Interface Security 

インタフ王ースの有効、無効を設定しまず。 


Bluetooth 

Bluetooth 機能の使用を巧能にするかどうかを設定します。 


(オプション） 

Enabled :日 luetooth 機能の使用を可能にします。 

Disabled :日 luetooth 機能の使用を不可にします。 

《ここでに11ヨ131巨山を選おしていても 、 「All US 巨 Port 」 項目で roisablecl 」 

を選択すると、日 luetooth 機能は使用できなくなります。 


SD/MS/MMC/ 

メモリカード/ IEEE 1 3日4機能の使用を巧能にするかどうかを設定します。 


IEEE1394 

Enabled :方モ U 力ード/ IEEE 1 3日4機能の使用を可能にします。 

Disabled :方モ U 力ード/ IEEE 1 3日4機能の使用を不可にします。 


All USB Port 

USB と指紋認証機能、目 luet 日日 th 機能の使用を巧能にするかどうかを設定します。 

Enabled : US 日と指紋認証機能、目 luet 日日 th 機能の使用を巧能にします。 

Disabled : US 日と指紋認証機能、目 luet 日 oth 機能の使用を不可にします。 

《 「 Disabled 」 を選択すると、「巨 luetooth 」 項目と 「 Fingerprint 」 項目は、表 
示されなくなり、 「 Disabled 」 となります。 

《 「 Disabled 」 を選おすると、 USB タイプの Express 力ードも使用不可となり 
ます。 


Rn 旨 e「Print 

指紋認証の使用を巧能にするかどうかを設定します。 

Enabled :指紋認証の使用を巧能にします。 

Disabled :指紋認証の使用を不可にします。 

《 ここで’ に11ョ131百山を選択していても 、 「All USB Port 」 項目で riDisablecI 」 
を選択すると、指紋認証機能は使用できなくなります。 


LAN 

ネットワーク（有線 LAN ) 機能の使用を巧能にするかどラかを設定します。 

Enabled : LAN 機能の使用を可能にします。 

Disabled : LAN 機能の使用を不可にします。 


Audio/Modem 

サウンド機能と FAX モデム機能の使用を巧能にするかどうかを設定します。 

Enabled :サウンド機能と FAX 機能の使用を巧能にしまず。 

Disabled :サウンド機能と FAX 機能の使用を不可にしまず。 


Wireless LAN 

無線 LAN 機能の使巧を巧能にするかどラかを設定します。 


(オプション） 

Enabled :無線 LAN 機能の使用を可能にします。 

Disabled :無線 LAN 機能の使用を不可にします。 


Optical Disk Drive 

光ディスクドライブの使用を巧能にするかどラかを設定します。 

Enabled :光ディスクドライブの使用を巧能にします。 

Disabled :光ディスクドライブの使用を不可にします。 


e-SATA 

e - SATA 機能の使用を巧能にするかどうかを設定します。 

Enabled : e - SATA 機能の使用を可能にします。 

Disabled : e - SATA 機能の使用を不可にします。 


Express Card 

Express カード機能の使用を巧能にするかどラかを設定します。 

Enabled : Express 力ード機能の使用を巧能にします。 

Disabled : Express 力ード機能の使用を不可にしまず。 

《 「 Disabled 」 を選択すると、 PCI - Express タイプの力ードのみ使用不可となり 
ます。 
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TPM State メ; 


「TPM State 」 メこュー画面では、セキュ U ティチップ （ TPM ) に関する設定を行います。 

設定項目は、次のとおりです。 

は初期値 


Current TPM State 

セキュ U ティチップ （ TPM ) の現在の設定状態を表示します。 

UNKNOWN :設定び認識でをていない状態です。一度目 I 日 S を終了 

して、再度目 lOS を起動すると、認識されます。 

Disabled and Deactivated :使用できない状態です。 

Enabled and Activated :使用可能な状態です。 

Change TPM State 

セキュ U ティチップ （ TPM ) の機能を使用するかどラか、また初期化ずるかどラかを設 
定します。 

No Change :設定を変更しません。 

Enabled :セキュリティチップ機能を使用します。 

Disabled :セキュ U ティチップ機能を使用しません。 

Clear & Enabled :初期化してから、セキュリティチップ機能の使用を可能にします。 

機能を使用する場をの設定方法は、 とす = P .239 「セキュ U ティチップ （ TPM ) によるデー 
夕の暗号化」をご覧< ださし、。 

初期化のち法は、 とす = p .21 已「セキュ U ティチップ ( TPM ) の不具を」をご覧ください。 
初期化を巧ラと、それまでに暗号化されたデータを使用することびできなくなります。ま 
た、 Wind 日 WS Vista の HDD 暗号化機能 「 BitLocker 」 を使用している状態で初期化を 
行うと、 Windows び起動できなくなり、暗号化している HDD 内のデータも使用でをな 
<なります。 

セキュ U ティチップの初期化は、十分にま意し、お客様の責任において行ってくださし、。 



「 Boot 」 こュー画面では、システムの起動 ( Boot ) に関する設定を行います。 
設定項目は、次のとおりです。 


Boot priority order 

システムを起動するデバイスの順番を設定します。 


1 :USB FDC 

USB FDD から起動します。 


2: USB KEY 

USB フラッシュメモ U か5起動します。 


3: USB CDROM 

USB 接続の光ディスクドライブか5起動します。 


4: IDE CD 

内蔵の光ディスクドライブか5起動します。 


已 : IDE HDD 

内蔵の HDD か5起動します。 


目 ： Network 

ネットワークか5起動します。 

Excluded from boot order 

システムの検出対象か5がすデバイスを設定します。 


USB HDD 

このデバイスか5は起動しません。 


Network 

このデバイスからは起動しません。 


Other USB 

このデバイスか5は起動しません。 
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「 Exit 」 メニユー画面では 、 「BIOS Setup ユーテイ U テイ」を終了したり、 BIOS の設定を初期値に戻し 
たりします。 

設定項目は、なのとおりです。 


Exit Savin 旨 Changes 

変更した内容（設定値）をイ呆をして占、5、团 0 S Setup ユーティ U ティを終了します。 

Exit Discarding Changes 

変更した内容（設定値）を保存せずに、 BI 日 S Setup ユーティリティを終了します。 

Load Setup Defaults 

BIOS Setup ユーティ U ティの設定値を、目 I 日 S の初期設定値に戻します。 

Discard Changes 

BIOS Setup ユーティ U ティを終了せずに、変更した設定値を前回保存した設定値に戻 
します。 

Save Changes 

BIOS Setup ユーティ U ティを終了せずに、変更した設定値を保存します。 


f BIOS Setup ューミ 


リテイの設定値 ■ 

■ 


「BIOS Setup ユーティ U ティ」で設定を変更した場合は、変更内容を下表に記録しておくと便利です。 
購入時の設定および変更した内容は必ず記録して<ださい。 


Advanced メニュー画面 


項目 

購入時の設定 

変更内容 

Internal Pointing Device 

Disabled 

Enabled 

Disabled 

Enabled 

Exchange FN S L-CTRL Key 

Disabled 

Enabled 

Disabled 

Enabled 

Exchange R-Alt & Win App key 

Disabled 

Enabled 

Disabled 

Enabled 

Onboard LAN Boot ROM 

Disabled 

Enabled 

Disabled 

Enabled 

Wake-up On LAN 

Disabled 

Enabled 

Disabled 

Enabled 


Security メニュー画面 


項目 

購入時の設定 

変更内容 

Supervisor Password Is 

Clear 

Set 

Clear 

Set 

User Password Is 

Clear 

Set 

Clear 

Set 

Password Check 

Setup 

Always 

Setup 

Always 

Boot Sector Virus Protection 

Disabled 

Enabled 

Disabled 

Enabled 

HDD Password Is 

Clear 

HDD Password 

Set 

Clear 

HDD Password 

Set 

I/O Interface 

Bluetooth 

Disabled 

Enabled 

Disabled 

Enabled 

Security 

SD / MS / MMC / 

IEEE 1394 

Disabled 

Enabled 

Disabled 

Enabled 


All US 巨 Port 

Disabled 

Enabled 

Disabled 

Enabled 


Finger Print 

Disabled 

Enabled 

Disabled 

Enabled 


LAN 

Disabled 

Enabled 

Disabled 

Enabled 


Audio/Modem 

Disabled 

Enabled 

Disabled 

Enabled 


Wireless LAN 

Disabled 

Enabled 

Disabled 

Enabled 


Optical Disk Drive 

Disabled 

Enabled 

Disabled 

Enabled 


e-SATA 

Disabled 

Enabled 

Disabled 

Enabled 


Express Card 

Disabled 

Enabled 

Disabled 

Enabled 
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TPM State メニュー画面 


項目 

購入時の設定 

変更内容 


Disabled 

Enabled 

Disabled 

Enabled 

Current TPM State 

and 

and 

and 

and 


Deactivated 

Activated 

Deactivated 

Activated 


Boot メニユー画面 


項目 

購入時の設定 

変更内容 

Boot priority 

ord 百 r 

1 



2 



3 



4 



己 



6 



Excluded from 

boot order 
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ソフトウエアを再インストールする手順について説明します。 



ご使用の前に 


基本操作 


2 


装置の増設 


3 


B — 日 S の設定 


困つたとさは 
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再インストールする前におずお読みくだをい 


ここでは、ソフトウエアの再インス I ルを行ラ前に巧っておいていただをたい情報について記 
載しています。 

HDD をフォーマツトして、 Windows や本体ドライバなどをインストールしなおす作業のこと 
を、本書では r 再インス!ル」と記載します。 

再インス!ルは、「1」カバ1」」とも言います。 


—ルび必要な場合 


再インス I -ールはなのよラな場合に行います。通常はお要ありません。 

•なん 5 かの原因で Windows が起動しなくなり、修復してち問題が解ミ夫でさない場合 
•HDD 領域の構成を変更したい場合 


Windows を修復する 


なんらかの原因で Windows び起動しなくなった場合は、再インストールを行ラ前に 「Windows 
回復環境」で Windows の修復を行ってみてください。再インストールしなくてち問題び解ミ夫す 
る場合びあります。 

な 13.228 「 Windows 回復環境 （Windows RE ) を使う」 


重要事頃 


再インス I -ールする前に、なの重要事項を必ずお読み<ださい。 

当な製なかの BIOS へのアップデート禁止 

当社製！;(外の BIOS へのアップデートは絶対にしないでください。当社製し分外の BIOS にアップ 
デートすると、再インス!-ールびでをなくなります。 

セキュリティソフトウェアの更巧ヴービス 


本機に添付のセキュ U ティソフトウェア 「Norton Internet Security 90日版」で、90日経 
過後に更新サービスの延長キーを購入して更新サービスを継続している場合、再インス I -ールを 
行ラと更新サービスの延長び無効になります。更新サービスの延長び無効になってしまった場合 
は、シマンテックストアまでお問い合わせください。 

U 別冊) 『セキュ U ティソフトウェアをご使用の前に』 


182 


再インストールする前にぶ、ずお読みください 






Web フイルタリンクソフトウエアの継続利用 

本機に添付の Web フィルタ U ングソフトウエア n — フィルタ ー 30曰版」で継続利用手続きを 
行っている場合、 Windows を再インス I ルずると利用期限び30日に設定されてしまいまず。 
この場合は、デジタルアーツ社のホームページから最新版を入手し、契約済みのシリアルのを 
利用してインストールを行ってください。 

詳細は、デジタルアーツ社にお問い合わせください。 

http://www.daj.jp/cs/ifpe/sup_dl.htm 


誠の憤巧 

インストール方法に関する最新情報を記載した紙類び添付されている場合びあります。捆包品を 
確認して、紙類び添付されている場合は、その手順に従って作業をすすめて<ださい。 
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基本操作 


2 
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3 
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ソフトウエアの再インストールを巧う 

ここでは、ソフトウエアの再インス I ルちまについて記載しています。 


必要なメディア 


再インストールには、なのメディアび必要です。 


•Windows Vista U カバ U DVD 


Windows Vista び収録されている DVD - ROM です。 

• U カバ U ツール CD 

本体ドライバやソフトウェアを、 HDD の「消去禁止領域」からインストールするためのプロ 
グラムび収録されている CD - ROM です。 

•そのほか必要なメディア 

お使いのシステム構成によって化要なメディアは異なります。 

本体ドライバやソフトウェアは、 HDD の消去禁止領域に収録されています。 

専用のメディアは添付されていません。 

とす" 13.28「添付されているソフトウェア」 


再インストールの概要 


ソフトウエアの再インス I ルの概要は、なのとおりです。 


© 


〇 


IJ カバ IJ ツール CD Windows Vista U カバ U DVD 


ろれ 



Windows 


•C ドライブ 


O Windows Vista U カバ U DVD か5、 Windows をインス! -- ルします。 

0 U カバ U ツール CD か5、 U カバ U ツールをインストールします。 

HDD の消去禁止領域に収録されている本体ドライバやソフトウ I アのインス I ルは、 I 」力 
パ' I 」ツールを使用して行いまず。 

© U カバ U ツールを使用して、本体ドライバやソフトウェアをインス!ルします。 
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インストールの順番 


再インストールは、なの順まで行います。 とで P . 188(降の手順に従ってインストールを行っ 
て < ださい。 

のソフトウェアは、必ずインストールを行います。 

購入時のインストール状劇ま、 ぷ P .28 「添付されているソフトウェア」で確認してください。 

〇 Windows 

0 U カバ U ツール 

0 本体ドライバ 

〇 Bluetooth ユーテイ U テイ （ Bluetooth 機能搭載時） 

© Adobe Reader 
〇 セキュ U テイソフトウェア 
〇 マニュアルびゅ一わ 
〇 Nero 8 Essentials 
0 WinDVD 

瓜 Web フイルタ U ングソフトウェア 
⑩ JWord Plugin 
の 呂〇〇ステイック 

⑩ マカフイー Site Advisor 円 US 30日版 
0 そのほかのインストール 
瓜 再インス! — ル後の作業 


インストール作業における確認事頂 


再インストールを始める前に、下記の点を確認してください。 

•インストール全般 

インストール作業は、 AC アダプタを接続して行ってください。 

•管理者 ( Administrator ) のアカウントで□グオン 

インス!ル作業は、管理者 ( Administrator ) のアカウントで□グオンして行ってください。 

•システム構成 

本章のインストール手順は、購入時のシステム構成を前提にしています。インス!-ールは、 
B の S の設定とシステム構成を購入時の状態に戻して行ラことをおすすめします。 


ご使用の前に 


基本操作 


2 


装置の増設 


3 
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* ドラィブ名 

本章の説明では、ドライブ構成びなのよラになっているちのとします。 

光ディスクドライブのドライブ名は、 HDD 領域の数によって異なります。 

A ドライブ ： USB FDD (オプション） 

C ドライブ ： HDD 

D ドライブ：光ディスクドライブ 

•さ種設定やデータのノ（ックアップ 

再インストールを行ラと、設定した事項び初期値に戻ってしまったり、データび消えてしまっ 
たりします。再インストールを行う前に必要に応じて設定を書き写したり、データのバックアッ 
プを行っておいてください。 

とす =P.188 「バックアップを取る」 

•初期設定 ツール 

初期設定ツールは、 Windows を再インス I ルすると消去されます。 

初期設定ツールでインストールした「セキュ1」ティソフトウェア」などのソフトウェアは、1；( 
降で説明する手順に従ってインストールを行ってください。 
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Windows のインス 


インストールの流れ 


Windows のインストールの主な流れは、なのとおりです。 

インス I ル作業は、 とす= P .1 88 「Windows Vista のインストール」し U 降の手順に従って行つ 
て < ださい。 



[ 


セツ ト アップ （面〜） 


終了 


HDD 就或にドライブ）を変ちするには 


Windows のインストール中に C ドライブ （ Windows びインストールされている領域）のサイ 
ズを変更したり、分割したりすることびでをます。 

HDD 領域の変更や、分害リの詳しい説脚ま、 z ：^ p .241 「 HDD 領域（ドライブ）の分割-変更- 
作成」をご覧ください。 


ご使用の前に 


基本操作 


2 
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Windows Vista をインストールする 


パックアップを巧る 

C ドライブの設定やデータは、 Windows の再インストールを行5と消えてしまいます。再イン 
ストールの前に、なの設定やデータのバックアップを行ってください。* 

• ネットワークやモデムの設定 

接続に関する設定を書を写しておいてください。 

• Internet Explorer の「お気に入り 」. Windows メールの「連絡先」「メールデータ」 

1 ^ P .235 「データのバックアップ」 

このほかの Web 閲覧ソフトやメールソフトをお使いの場合は、ソフトウエアに添付のマニユ 
アルをご覧ください。 

•セキユ U ティチップ ユー ティ U ティの設定 

セキユ U ティチッ フユーテ ィ1」ティを使巧している場合は、設定のノ（ックアップを行ってくだ 
さい。 

『セキユ U ティ機能订 PM ) 設定ガイド』（別耐- 「 Windows を再インストールする前に」 

•そのほかの重要なデータ 
と受=り.23 已「データのバックアップ」 

* 再インス!ル中に HDD 領域の変更を巧ラと、 C ドライブ U ■(外のドライブ（□や E など）のデータち消 
えてしまいまずので、バックアップを行ってください。 

HDD 領域の変更を行わない場合でち、念のためバックアップすることをおすすめします。 

コンピユータを廣乂時の巧態にする 

マウスなどの周辺機器び接続されていたり、 B の S の設定値び変更されていたりすると、正常に 
インストールび行われない可能性びあります。本機を購入時の状態に戻してから再インス I -ール 
を行って < ださい。 

Windows Vista のインストール 

Windows Vista のインストール手順は、次のとおりです。 

コンピユータの電源を入れ、 Windows び起動した目 、 「Windows Vis ねリカバリ 
□ VD 」 を光ディスクドライブにセットしまず。 

「自動再生」画面が表示された6、 @ をク U ックし、画面を閉じてください。 

ここからはインストールを行いません。 

0 「スタート」一 [►] -「再起動」をクリックして、コンピユータを再起動しまず。 
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o 「ドライブオプション（詳細)」をクリックします。 


©J 


, Windows のイシ ストール 


Windows の インスト- ル 場巧を選巧し！ ■ください。 


Iホ K 

I ろ片サイズ t 

巧け UM If 巧 I 

L ^デイスウ 0 パーテイシヨン 2 

巧 5GB 

785 GB ブライマリ I 




4♦是巧の’巧辅じミ Sft(B) 

ドライブオブシヨン(註を田)(か 



I ドライバの扇みなみ (U 


0 「ディスク0パーティシヨン2」 （ C ドライブ）が選択された状態で「フォーマット」 
をク U ックします。 


EPSON 」 と表示後、黒い画面に 「Press any key to boot from CD or DVD 」 
と表示された5、どれかキーを押しまず。 

一定時間内にキーを巧さないと、 HDD 巧の Windows Vista が起動してしまいます。 
Windows Vista が起動してしまった場合は、 已 へ戻ります。 

Q 「システム回復オプション」画面び表示された5、キーボードレイアウトび旧本副 
になっていることをお認し、炊へ]をクリックしまず。 

ここで HDD 内の Windows のチェックび斤われます。 Windows の修復を促す画面び表示さ 
れた場合は、画面の指示に従って修復を巧ってください。 

巧 「修復するオペレーテイングシステムを選択し…」と表示された5 、 「Microsoft 
Windows VistaJ び選択された:!犬態で炊へ]をクリックしまず。 

円 「回復ツールを選択してください」と表示された5、 「 Windows の再インス!ル」 
をク U ックします。 

Q 「 Windows の再インス!ルを行いまず。」と表示された5、[再インス!ル]を 
クリックします。 

円 「ライセンスを項をお読みください。」と表示された5、内容をお詔し、「条項に同意 
します」にチェックを付けて、[次へ]をクリックしまず。 

巧 「 Windows のインス!ル場所を選択してください。」と表示された5、次のとおり 
作業を続けます。 


領域変更を行わない場合（通常) 
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0 「このパーティシヨンをフォーマットすると…」とま示された5、 [0 K ] をクリッ 
クします。 

フォーマットび開始されます。 

〇 フォーマットが終了すると、[次へ]がク U ックでさる状態になります。 

「ディスク0パーティシヨン2」にドライブ）が選択された状態で[次へ]をクリッ 
クします。 

Windows Vista のインス!-ールび開抬されます。システム構成にもよりますび、インス! 
ルは20分〜40分かかりまず 。の の画面び表示されるまでキーボードやタッチバッドは操 
作しないでください。 


領域変更を行弓場合 _ 

とす = p .244 「 C ドライブを分割•変更する」の手順に従ってください。 

り 「ユーザー名と画像の選択」と表示された5、ユーザー名、パスワード（任意）を入力し、 
画像一覧か5お好みの画像をクリックして選択し、[次へ]をクリックしまず。 

m 「コンピュータ名を入力して、デスクトップの背景を選択してください。」と表示さ 
れた5、コンピュータ名を入力し、背景一覧か5お好みの背景をクリックして選択し、 
[次へ]をクリックします。 

m 「 Windows を自動的に保護するよう設定してください」と表示された5、保護の設 
定をク U ックして選択します。 

「推奨設定を使用します」を還択することをおすすめします。 

Qj 「時刻と日付の設定のお詔」と表示された5、「タイムゾーン」び r 大阪、札幌、ま尉 
になっていること剧き認し、旧付」、「時刻」を設定し、[次へ]をク U ックしまず。 

m ネットワークに接続している場合、「お使いのコンピュータの現在の場所を選択して 
ください」と表示されまず。場所をク U ックして選択しまず。 

睛入時の構成によっては、表示されない場合びあります。表示されない場合は、次の手順に進 
みます。 

「ありびとうございまず」と表示された5、[開始]をクリックします。 

設定び行われます。設定には約已分かかります。 

瓜 ので パスワードを設定した場合は、パスワード入力画面び表示されまず。 1くスワー 
ドを入力して、のを巧しまず。 
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旧 


Windows Vis ねのデスクトップ（下記の画面）び表示された5 、 「Windows 
Vista リカバリ DVD 」 を取り出します。 

デスクトップの背景は、 田で 逞択した背景び表示されます。 




口 ' epson 

r — Windows Vis 田 — Home 扣化 みが曲 だ 交 示しまず 

づ ^, Genuine ! 帕,(巧 CPU 3.00 GHz |*t f j 

口 1 ,1 "mrl 504 MB RAM . 1 心 j 

f InW(R) B 294 拓 Bpress ひ ipset Oontroll が 0 (Microsoft Cwp の OoT - WODM) ピブ | 

3> ビユ-夕も epson-PC 尸クこ ^^ 

一。 しで 

1. Windows の HW(13) 

.M ’ コンピユータの Wiss 击レ 5 

巧 T 

フ 7 イルとな ESRS レ ？ T 

R し心 -ヴ -Sit® レ ; T 

… Mows Anytime Upgrade 

インターネヴトへ gg レ ST 

一 

Windows "か OSVilK か S 

' e 

2. Microsoft ®?r ン 5 インヴービス （ 7) 

1 Mm\ Windows Live す A てのヴーピ 
り ) スの示レます 

i jfc-. Windows Live sa つてシ 5 
インで gs く «S レます 

^ j コンビユータの gBOC 。 に 
■ , WIndowsLMS 就レま T 

. 必ブン 5 インの Windows 

Marlcetplsce を S 示します 

し" 、 

QQ Windows Live ®3 さユニクー 
シ 3 ンとちの flWilW 

〇 コンビユー々の S* にを立 "Sit J 

:■ SS オシ 5 イシで S 示レま T 



これで Windows Vista のインストールは完了です。 

の □で 領域変更を巧った場合は、 r 未割り当ての領域」に領域（パーティシヨン）を作 
成します。 

領域（バーティシヨン）の作成は、ドライバやソフトウェアのインス!ルび終了してか5行っ 
てち構いません。 

とす = p .24 己 「 C ドライブしソがのドライブを作成•変更する」 


リカパリ ツールの インスト- 




U カバ U ツールは、 HDD の消去禁止領域に収録されている本体ドライバやソフトウエアのイン 
ス I ''ールの際に使巧しまず。 

U カバ U ツールのインス I ルは、巧の手順で行います。 

h 「リカバリツ-ル CD 」 を光ディスクドライブにセットしまず。 

H 「自動再生」画面び表示された5、 rsetup . exe の実巧」をク U ックしまず。 

「自動再生」画面び表示されない場合は、[スタート] 一「コンピュータ」一 「 EPSON _ CD 」 
をダブルク U ックします。 


回 


r ユーザーアカウント制御」画面び表示された5、[続行]をクリックしまず。 
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Li (降は画面の指示に従ってインス I ^ールを行ってください。 

インス!-ールび完了すると、デスクトップ上に n 」 カバ U ツール」アイコンび表示されます。 


リカバリツール 

巧 「リカバリツール CD 」 を光ディスクドライブか5取り出しまず。 

これで「リカバリツール」のインストールは完了です。 


本な:ドライパのインストール 


本機のマヴーボード上に搭載されているデバイスのドライバ類を、一括してインス I -ールします。 
インス!ルの手順は、なのとおりです。 

Q デスクトップ上の「リカバ U ツール」アイコンをダブルク U ックします。 

「ユーザーアカウント制御」画面び表示された5、[続行]をクリックしまず。 

& 「リカバリツール」画面び表示された5、[インス! -- ル]をクリックしまず。 

〇 本体ドライバやソフトウェアの一覧の画面び表示された5、一覧か5 r 本体ドライバ」 
を選択して[インス!^ール]をクリックします。 



<イメージ> 

6 「ドライバ•ソフトウェアのインス!ル」画面び表示された6、一覧か5 [インス! 

J レ]をクリックしまず。 

r インス!ルお詔」画面び表示された5、内容をよくお読みになり [0 口をクリッ 
クします。 

をドライバび自動的にインストールされます。インストールには約10分かかります。 
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デスクトップ上の「リカバリツール」アイコンをダブルクリックします。 

r ユーザーアカウント制御」画面び表示された5、[続行]をク U ックしまず。 

r リカバリツール」画面び表示された5、[インス! — ル]をクリックしまず。 

本体ドライバやソフトウェアの一覧の画面び表示された5、一覧か5 reiuetooth 
ユーティリティ」を選択して[インス!ル]をクリックします。 

「セットアップ言語の選択」画面び表示された5、「日本語（日本)」と表示されてし、 
ることをお詔して、 [0 口をク U ックします。 


r これ5の変更を…コンピュータを再起動ずる必要びあります。」と表示された5、[後 
で再起動ずる]をクリックしまず。 

r リカバリツール」画面び表示された6、 @ をク U ックして画面を閉じまず。 

r インス!ルび完了しました。」と表示された5、 [0 口をクリックします。 

r インス!ル処理」画面び表示された5、ドライバのインス!ル:!犬態を巧詔し、 
[ PC 再起動]をクリックします。 

再起動後に r ユーザーアカウント制御」画面び表示された!5、[続行]をクリックします。 

これで、本体ドライバのインストールは完了です。 


Bluetooth ユーテイリテイのインストール 


Bluetooth 機能搭載時 

[ Bluetooth ユーテイ U テイ」は Bluetooth 機能を使用するためのユーテイ U テイです。 
Bluetooth ユーテイ U テイのインストール手順は、次のとおりです。 


円 「 Bluesoleil •••へようこそ」と表示された5、[次へ]をクリックしまず。 

Q r 使用許諾契約」と表示された 6、 r 使用許諾契約書」に同意ずるかしないかを選択しまず。 

同意する場をは、「使用許諾の条項に同意します」を選択し、[次へ]をク U ックします。「使 
用許諾の条項に同意しません」を選択すると、インストールはでさません。 



リカバリツールの[ファイル削除]の表示について 

リカバ U ツールからインス I ルを行う隙、ソフトウエアによっては一時的に HDD にイ 
ンス I -ール用データをコピーします。「1」カバ U ツール」画面で[ファイル削除]び黒字 
で表示されるときは、コピーされた不要なインス I -ール用データび HDD に残っています。 
[ファイル削除]をク I 」ックしてデータを削除すると、 HDD の容量を節約することびで 
さます。 


D 曰曰 D 日 


□回回の田 


困つたとさは 
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円 r インス!ル巧のフォルダ」と表示された5、[次へ]をク U ックします。 

E 「プ□グラムをインス!ルする準備びできました」と表示された5、[インス!ル] 
をクリックします。 

インストールび開始されます。 

の rins ね HShield ウイザードを完了しました」と表示された5、院了]をクリックし 
ます。 

fn 旧 luesoleil …の Ins ね Her 情報」画面び表示された6、内容をお読みになり、[はし、] 
をクリックします。 

Windows び再起動した5、 Bluetooth ユーテイ U テイのインストールは完了です。 


Adobe Reader のインストール 


「Adobe Reader 」 は、 PDF 形式のファイルを表示したり、印刷したりするためのソフトウェアです。 

インストール 

Adobe Reader のインストール手順は、次のとおりです。 

n デスクトップ上の「リカバ U ツール」アイコンをダブルク U ックしまず。 

口 「ユーザーアカウント制御」画面び表示された5、[続行]をクリックしまず。 

F 1 「リカバリツール」画面び表示された5、[インス! — ル]をクリックしまず。 

Q 本体ドライバーやソフトウェアの一覧の画面び表示された5、一覧か5 「Adobe 
Reader 」 を選択して[インス! -- ル]をク U ックしまず。 

巧 r インス!ル巧のフォルダ」と表示された5、[次へ]をク U ックします。 

円 「プ□グラムをインス!ルする準備びできました」と表示された5、[インス!ル] 
をク U ックします。 

インストールにはしば6く時間びかかります。 

W \ 「セットアップ完了」と表示された5、院了]をクリックしまず。 

続いて Adobe Reader のセットアップを行います。 
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^トアップ 


インストールが完了したら、続いてセットアップを行います 。 Adobe Reader のセットアップ 
手順は次のとおりです。 

L J デスクトップ上の 「Adobe Reader 」 アイコンをダブルクリックします。 

り 「使用許諾契約書」び表示された5、 r 使用許諾契約書」に同意するかしないかを 
選択しまず。 

同意する場合は、[同意する]をク U ックします。[同意しない]を還択すると 、 Adobe 
Reader は使用でさませ/ u 。 

これで 、 Adobe Reader のセットアップは完了です。 


本機に添付のセキュ U テイソフトウェア 「Norton Internet Security 目日日版」をインストー 
ルします。 \ JM ) 『セキュ U テイソフトウェアをご使巧の前に』をご覧ください。 

市販のセキュ U テイソフトウェアなどをインストールする場合は、ソフトウェアに添付のマこュ 
アルをご覧になり、インス!-ールを行ってください。 


アルびゆ一ねのインス I ^ール 


「マこュアルびゆ一わ」は、本機に添付されているマこュアル和お知らせを見るためのソフトウェ 
アです。 

マこュアルびゆ一わのインストール手順は、次のとおりです。 

h デスクトップ上の「リカバリツール」アイコンをダブルクリックします。 

H 「ユーザーアカウント制御」画面び表示された5、[続行]をクリックしまず。 

H 「リカバリツール」画面び表示された5、[インス! -- ル]をク U ックしまず。 

り 本体ドライバやソフトウェアの一覧の画面び表示された5、一覧か5「マニュアル 
びゆ一ね」を選択して[インス!ル]をクリックしまず。 

y 「マニュアルびゆ一わセットアップへようこそ」画面び表示された5、[次へ]を 
クリックします。 

「インス!ル準備の完了」画面び表示された5、[インス!ル]をクリックし 
まず。 

yj rinstaHShield Wizard の完了」画面び表示された5、院了]をクリックします。 

これでマニュアルびゆ一わのインストールは完了です。 
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デスクトップ上の「リカバリツール」アイコンをダブルクリックします。 

r ユーヴーアカウント制御」画面び表示された5、[続行]をクリックしまず。 

r リカバリツール」画面び表示された5、[インス!ル]をク U ックしまず。 

本体ドライバやソフトウェアの一覧の画面び表示された5、一覧か6 「Nero 8 
Essentials ! を選択して[インス! — ル]をクリックしまず。 


6 「 Nero マルチインス! — ラ」画面び表示された6 、 [Nero 8 Essentials ] をクリッ 
クしまず。 

E 「Nero 8 Essentials インス! -- ルウイヴード」と表示された5、則をは画面の指 
示に従ってインス I ルを巧ってください。 


WinDVD のインス I ル 


rWinDVD 」 は、 DVD VIDE 日を再生するためのソフトウェアです。 

WinDVD のインストール手順は、次のとおりです。 

Q デスクトップ上の「リカバリツール」アイコンをダブルクリックします。 

「ユーザーアカウント制御」画面び表示された5、[続行]をクリックしまず。 

E 「リカバリツール」画面び表示された5、[インス! -- ル]をクリックしまず。 

本体ドライバやソフトウェアの一覧の画面び表示された5、一覧か5 rinterVideo 
WinDVD 」 を選択して[インス! -- ル]をクリックします。 

6 rinstallShield Wizard 」 画面び表示された降は画面の指示に従ってインス I 
ルを巧ってください。 


Nero 8 Essentials のインストール 


「Nero 8 Essentials 」 は、光ディスクドライブで書き込みを行うためのソフトウェアです。 
Nero 8 Essentials のインストール手臓ま、次のとおりです。 

Nero 8 Essentials をインストールすると、 InCD もインストールされます。 


□曰曰口 
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デスクトップ上の「リカバリツール」アイコンをダブルクリックします。 

r ユーザーアカウント制御」画面び表示された5、[続行]をク U ックしまず。 

r リカバリツール」画面び表示された5、[インス! — ル]をクリックしまず。 

本体ドライバやソフトウェアの一覧の画面び表示された6、一覧か5 n -フィルター 
30曰版」を選択して[インス!ル]をクリックしまず。 


巧 n - フィルタ——インス!ル」と表示された5、[次へ]をクリックしまず。 

円 r 使用許諾契約」と表示された5、 r 使用許諾契約のをま項に同意します」を選択して、 
[次へ]をクリックしまず。 

Q 「セットアップタイプ」と表示された5、[次へ]をクリックしまず。 

円 「インス!ル準備の完了」と表示された5、[インス!ル]をクリックします。 

巧 デスクトップ上に n - フィルター」アイコンび表示された5、[スタート]- [►] — 
「再起動」をク U ックして、本機を再起動しまず。 


困 I 

i - フイ 
5.0 

Windows が再起動した6 、 i — フィルター3日日版のインストールは完了です。続いて、ユー 
ヴー登録を行います。 


Web フイルタリングソフトウエアのインス I ル 


本機に添付の ri -フィルタ ー 30日版」をインストールします 。 i -フィルタ ー 30日版は、 
有害サイトをフ□ックするための Web フィルタ U ングソフトウェアです。 

市販の Web フィルタ U ングソフトウェアなどをインストールする場合は、ソフトウェアに添付 
のマニュアルをご覧になり、インストールを行ってください。 

i -フィルタ ー 30曰版のインス I ル 

i ーフイルター 30曰版のインストール手順は、なのとおりです。 


S 
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i —フィルタ ー 30 曰版のユーザー登録 

i ーフィルター30曰版を使用するには、ユーヴー登録び必要です。 

ユーヴー登録はインターネット接続後に行います。 

ユーヴー登録の手順は、なのとおりです。 

■ I Windows び再起動して ri - フィルター…」画面び表示された5、使用許諾契約書 
の内容をよくお読みになり、 m - フィルター」を使ってみる]をクリックしまず。 

n —フィルター''」画面はほかの画面の後ろにある場合びあります。 

「 n - フィルター」の開始」と表示された5、次の作業を行います。 

初回ユーザー登録時 


〇 [巧へ]をク U ックします。 

0 r 無料お試し版ダウン□-ドお申し込み」とまおされた5、「お申し込みの入力」で 
「 E - Mail アドレス」、「お名前」、「管理パスワード」、「管理パスワード[確認入力]」 
を入力します。 

「管理パスワード」は設定画面を開<とさに必要になりますので、忘れないよ5にして<ださし、。 

0 r 情報メール配信設定」で情報メールの配信を希望するかしなしかを選択します。 

〇 [同意して確認画面へ]をク IJ ックします。 

© 「お申し込み内容の確認」と表おされた5、内容を確認し、[登録する]をクリック 
します。 

0 「ユーザーアカウント制御」画面が表おされた5、[続行]をク U ックします。 

〇 「お客様情報登録完了」と表おされた5、「登録内容」に記載されている「シリアル 
の」と r 利用期限」を確認しておさます。 

同時に、登録した E - Mail アドレスにち「シ IJ アルの」と「利用期限」び記載された登録完了メー 
ルび配信されまず。 

一度登録を行5と、同じ E - Mail アドレスでの再登録はできません。2回目け降のユーヴー登 
録は、登録完了メールに記載されている「シリアルの」を使用して登録を行いまずので、「シ 
リアルの」は必ず控えておいてくださし、。 

0 [完了]をク IJ ックします。 


吕回目じ(降のユーザー登録時 


〇 [シ U アル ID を持つているお客さま]をク U ックします。 

0 「シ U アルののご確認」で、初回ユーザー登録時に配信された「シリアルの」を入 
力します。 

© 「管理パスワードの設定」で「管理パスワード」と「管理パスワード[確認入力]」 
を入力します。 

「管理パスワード」は設定画面を開<とさに必要になりますので、忘れないよ5にして<ださい。 

〇 防へ]をク U ックします。 
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デスクトップ上の「リカバリツール」アイコンをダブルクリックします。 

r ユーヴーアカウント制御」画面び表示された5、[続行]をクリックしまず。 

r リカバリツール」画面び表示された5、[インス! — ル]をクリックしまず。 

本体ドライバやソフトウェアの一覧の画面び表示された5、一覧か6 rJWord 
円 U 邑 in 」 を選択して[インス!ル]をクリックします。 


「 JWord プラグイン…へようこそ」画面び表示された6、じ(降は画面の指示に化っ 
てインス I ルを行ってください。 


goo ステイツクのインス I ル 


「旨 00 スティック」は、 Internet Exi 310 rer のツールバーに、検索ヴービス 「邑〇〇」 の検索ボッ 
クスを追加するソフトウェアです。 

邑〇〇 スティックのインス I -- ル手順は、なのとおりです。 

b デスクトップ上の「リカバリツール」アイコンをダブルクリックします。 

^ 「ユーザーアカウント制御」画面び表示された5、[続行]をクリックしまず。 

R 「リカバリツール」画面び表示された5、[インス! — ル]をクリックしまず。 

D 本体ドライバやソフトウェアの一覧の画面び表示された6、一覧か5「邑00スティッ 
ク」を選択して[インス! -- ル]をクリックします。 

Pi 「インス!ルび完了しました。」と表示された5、 [0 口をクリックします。 

これで、 邑 00スティックのインストールは完了です。 


0 「ユーザーアカウント制御」画面がまおされた5、[続行]をク U ックします。 
© 「シ U アル ID を確認しました」と表おされた5、[完了]をク U ックします。 

これで、 i ーフイルター30曰版のユーヴー登録は完了です。 


JWord Plugin のインストール 


rJWord Plu 呂 in 」 は 、 Internet Exi 310 rer のアドレスバーから、日本語でインターネットを検索 
でさるソフトウェアです。 

JWord Plu 邑 in のインストール手臓ま、次のとおりです。 
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マカフイー SiteAdvisor Plus 30曰版のインス 


「マカフィー SiteAdvisor Plus 30日版」は、 Web ヴイトの安全性を表示し、危険なサイトへ 
のアクセスを防ぐ Web セーフティツールです。 


マカフィー SiteAdvisor Plus 30日版のインストール手順は、なのとおりです。 

b デスクトップ上の「リカバリツール」アイコンをダブルクリックします。 

口 「ユーザーアカウント制御」画面び表示された5、[続行]をク U ックしまず。 

F 1 「リカバリツール」画面び表示された5、[インス! — ル]をクリックしまず。 

Q 本体ドライバやソフトウェアの一覧の画面び表示された5、一覧か5「マカフィー 
SiteAdvisor 円 US 30日版」を選択して[インス! -- ル]をクリックします。 

「McAfee SecurityCenterJ 画面び表示された5、 LU 降は画面の指示に従ってイン 
ス I ルを行ってください。 

インストールび完了した5、続いてユーヴー登録を行います。 

ユ—ザ —茵爲 

マカフィー SiteAdvisor Plus 30日版を使用するには、ユーヴー登録び化要です。 

ユーヴー登録はインターネット接続後に行います。 

ユーヴー登録の手順は、なのとおりです。 

Internet Explorer を起動しまず。 

Internet Explorer のツールパ‘一に表示される [McAfee SiteAdvisor ] の▼を 
クリックして、表示された一覧か6「今すぐ登録」をクリックします。 

M McAfeeSKlAdvtaQlQ] 

バルー シへルプををミ 
サイトの詳如をまを 


設定. 

营まの除かリスト 


ち人に姑介 
フィードバックを送信 
最巧バージョンをお得 

A "づ 


今すぐ登錄 


I —ン d ソ IH 军 IX 

E 表示された画面に化ってユーザー登録を行います。 

ユ ーヴー登録び完了すると、 マ カ フィ- SiteAdvisor Plus 30日版び使用可能になりまず。 
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そのほかのインス I ^ール 


必要に応じてなのインストールを行ってください。 

指紋認証ユーテイリテイのインストール 

「指紋認証ユーティ1」ティ」をインストールすると、指紋認証機能を使用することびでをます。 
必要に応じてインストールを行ってください。 

指紋認証ユーティ U ティのインストール手順は、なのとおりです。 

〇 デスクトップ上の「リカバリツール」アイコンをダブルクリックします。 

d 「ユ-ザ—アカウント制御」画面び表示された5、[続行]をクリックしまず。 

■«! 「リカバリツール」画面び表示された5、[インス! — ル]をク U ックしまず。 

iJ 本体ドライバやソフトウェアの一覧び表示された5、一覧か5「指紋認証ユーティ 
リテイ」を選択して[インス! — ル]をクリックしまず。 

1^ 「Protector Suite …インス! -- ルウィザードへようこそ」と表示された5、[次へ] 
をク U ックしまず。 

ItJ r 保を巧フォルダ」と表示された5、[次へ]をク U ックします。 

w \ 「アプリケーシヨンのインス!ル準備をずる」と表示された5、[巧へ]をクリッ 
クします。 

インストールび開始されます。インストールにはしば5く時間びかかります。 

U 「Protector Suite •••は、正常にインス!ルされました。」と表示された5、院了] 
をク U ックしまず。 

「Protector Suite …セットアップ」画面び表示された5、内容をお読みになり、[は 
し、]をクリックしまず。 

Windows び再起動した6、指紋認証ユーティ U ティのインストールは完了です。 

続いて、指紋を登録します。 とす =p.lO 日「指紋の登録」をご覧ください。 

セキユリテイチップユーテイりテイのインストール 

「セキュ1」ティチップユーティ U ティ」は、セキユ U ティチップの設定を行5ためのユーティ U 
ティです。詳しくは、 nruD 『セキュ U ティ機能 （TPM) 設定ガイド』をご覧ください。 
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各種ドライパのインストール 

お使いになるシステム構成によって、ドライバやユーティ1」ティ、ソフトウエアなどのインストー 
ルび必要です。 インス!-ールは、オプション機器類に添付されているメディアを使用して行いま 
す。詳しくは、本機でお使いになるオプション機器類に添付のマニュアルをご覧ください。 


インス I ルが必要なドライバの例 

お使いになるシステム構成によって、次のよ5なドライバやユーティ U ティび必要になり 
ます。 

- USB 対応機器を使用する場合： USB 機器に添付のドライバ 
-プリンタを使用する場合 ：プリンタに添付のドライバ 


そのほかのソフトウエアのインス I ル 


「 Office 」 など、そのほかに使用するソフトウエアびある場合は、インス I ルします。インストー 
ル方法は、 ソフトウエアに添付のマニュアルをご覧ください。 


—ルをの作業 


再インストールび完了したら、必要に応じてなの作業を行ってください。 


舰の巧ぶ 


Windows のインストール中に HDD 領域を変更した場合、モ設定領域はそのままでは使用でを 
ません。 Windows の「ディスクの管理」を使用して領域の作成を行います。 

が P .247「 H □□領域（パーティション）の作成手順」 

ネットワークの設定 

ネットワーク（有線 LAN ) や無線 LAN を使用する場合は、ネットワークへの接続を行います。 
とす^|3.110 「ネットワーク（有線 LAN ) を使う」 

とす =13.1 12 r 無線 LAN を使う（オプション)」 

モデムの設定 

モデムを使用してダイヤルアップ接続をする場合は、設定を行います。 

とす= P . 139「ダイヤル情報の設定」 


202 


ソフトウエアの再インス I ルを行ラ 







J 《ックアップしたデ-夕の復元 

再インス I ルを行う前にノ（ックアップしたデータを復元します。 

とす = P .188 「バックアップを取る」 

• Internet Explorer、Windows メールの設定の復元 

•重要なデータ 

バックアップ先のメディアなどから元に戻します。 

Windows Update 

Windows の再インストールを行うと、今までに行った 「Windows Update 」 のプ□グラムび 
インストールされていない状態に戻ります。 

自動更新の設定びされていると、更新プ□グラムび自動的にダウンロード、インストールされ、 
Windows び最新の状態になります。 
p . 129 [Windows UpdateJ 


ご使用の前に 


基本操作 


2 


装置の増設 


3 


B — 日 S の設定 


困つたとさは 


付録 


ソフトウエアの再インストールを行ラ 


203 









204 


ソフトウエアの再インス I ルを行ラ 



こんなとをは 

I 困ったとさの確認事項や巧処方法などについて説明します。 


トラブルが発生したら . 206 

困ったとさに… . 208 

システム診断ツールを使ラ.. . 22己 

トラブル時に役立つ機能….. ... ..22目 

警告メッセージ ....... 231 























トラブルび巧生した 6 

操作中に困ったとを、またトラブルび発生したとさは、なの手順で解まち法を探してください。 


本書のトラブル解巧ページをご覧ください 

し U 下のページをご覧ください。トラブルび発生した場合のさまざま 
な確認事項と対処ち法を記載しています。 

P . 208「困ったとをに」 

が P .22 已「システム診断ツールを使5」 

な P .226 「トラブル時に役立つ機能」 


_ J 

解ミ夫しなかった S 

iL - とらぶる脫央ナビをご 巧]用<ださい 

起動できる場合は、本機に搭載されている r イ 
ンフオメーシヨンメニュー」 から、にらぶる解ま 
ナビ」をご覧ください。 r とらぶる解まナビ」に 
は、技術的な情報やトラフルの解ま方法などを 
収録しています。 


解巧しなかった S 
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ユーザーサポートぺージ ( Web ) をご利用 < ださい 


インターネットに接続でをる場合は、当社のユ 
ーヴーヴポートページ ( Web ) をご覧ください。 
ユーヴーヴポートページには、最新のサポート 
情報を掲載してしほす。 

ユー ヴーヴポートページへは、 r インフォメーシ 
ヨンメニュー」からアクセスでをます。 
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困つたとをに 

困ったとさの確認事項と対処方法を説明します。不具合び発生した場合に参考にして<ださい。 
巧処方法び見つからない場合は、 r インフォメーシヨンメニユー」の r とらぶる解まナビ」や r ヴ 
ポート情報検索」もあわせてご覧<ださい。 


不具合が解消し ない 場合は 

対処を行ってち不具合び解消しない場合は、 [ HE ) 『サポート■サービスのご案内』を 
ご覧になり、「カスタマーサービスセンター」までご連絡ください。 




•コンピュータ本体（起動時） .P.209 

•起動 .P.209 

•そのほか .13.214 

• コンピュータ本体 .P.214 

•省電力機能 .P'2 14 

•バッテ U パック .13.214 

•セキュ U ティチップ (TPM) . 13.21已 

•そのほか .13.21 已 

♦ メモ U.P.216 

♦記憶装置 .P. 吕1已 

•HDD.p'21 曰 

•光ディスクドライブ .P.217 

• Ex。 「日55力ード… . ...13.218 

•メモリカード. .... 13.21目 

♦入力装置 .P.219 

•キーボード .. . .13.21 目 

•タッチパッド . P.220 

♦表示装置 .P. 220 

•LCD ユこツト.. . --.13.220 

♦サウンド .P.221 

-内蔵スピーカ .. P.221 

♦ソフトウェア .p.221 

•ソフトウェア . ............p.221 

•インストール..…….….…….…....…....…….…....…….…. .. P. 223 

• FAX モデム .P.223 
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コンピユータ本体の不具合(起動時) 


コンピュータび起動でをないとをの対処ち法を説明します。 

剛きの不具さ 

シャツトダウン状態からコンピュータび起動でをない場合は、なの診断を行い、各診断結果に応 
じた対処を行ってみてください。 

誇断スタート 


コンピュータの 

電源を入れる 

、 J 


画面に EPSON □ゴ 
び表巧される 

V_ J 


巧処方ま A 


Yes 


p .209 


し 


画面に Windows 
□ゴが表巧される 


Yes 


巧肺ま S 


暴 N 。 


画面にエラーメッセージ 
が表示される 


Yes 



〉巧処方ま C 


巧ま □ 


P .210 


P .21 1 


P .213 


A 

次の対処を順番に行ってみて<ださい。 

• I が付けディスプレイの電源を入れる 

が付けディスプレイを接続している場をは、が付けディスプレイの電源を入れ、画面び表示さ 
れるか確認してください。 
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ロ コンピュータへの電源供給を確認ずる 

コンピュータへの電源供給に問題がある可能性があります。本機の電源を切ってか6、コン 
ピュータと AC アダプタ、電源コードを接続しなおし、再度電源を入れ、問題が解決されるか 
どラか確認してください。 

バッテ U パックのみで使用している場をは、完全放電している可能性があります。 AC アダプ 
夕を接続して使用してください。 

F 1 周辺機器や増設した装置を取りがず 

プ U ンタやスキャナ、メモ U など、ご購入後にお客様ご自身で増設された装置がある場含は、 
装置を取り外した状態で電源を入れ、問題が解決されるかどラか確認してください。 

Q 電源保護回路を解除ずる 

過電流によってコンピュータが不安定になっている可能性があります。周辺機器/増設機器類 
(マウス、ディスプレイを含む）を外して電源コードを抜いたあと、1分程度放置し、問題が 
解決されるかどラか確認してください。 


巧法 B 


次の対処を順番に行ってみて<ださい。 

n 周辺機器や増設した装置を取りがず 

プ U ンタやスキャナ、メモ U など、ご購入後にお客様ご自身で増設された装置がある場含は、 
装置を取り外した状態で電源を入れ、問題が解決されるかどラか確認してください。 

h セーフモードで起動し、常駐ソフトを停止したり、システムの復元を行う 

必要最低限の状態であるセーフモードで起動してみて<ださい。 

とす =*p.22 目「セーフモードでの起動」 

セーフモードで起動でさた場合は、常駐ソフト（システム稼動中、常に稼動しているソフト） 

を一時的に停止させることで問題び解決するかを確認してください。 

常駐ソフトを停止する手順は、次のとおりです。 

〇 [スタート]-「検索ボックス」に 「 msconfi 呂」と入力して、 [] を巧します。 

0 「ユーザーアカウント制御」画面が表おされた5、[続行]をク U ックします。 

© 「スタートアップ」タブをク U ックし、一覧か5問題の原因となっている可能性のあ 
る項目のチェックを外し、 [0 K ] をク U ックします。 

〇 「再起動が化要な場合があります」といラメッセージが表おされた5、[再起動]を 
ク U ックします。 

甫駐ソフトび原因ではなかった場合、外したチェックは元に戻してください。 

常駐ソフトび原因でなかった場合は、「システムの復元」を行ってみてください。し前のコン 
ピュータの状態に戻すことで、問題び解ミ夫でをる可能性びあります。 

とす =p.22 日「システムの復元」 
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n 前回正常起動時の構成で起動する 

セーフモードで起動でさない場合は、前回正常起動時の構成で起動でさるかどラかを確認します。 

〇 シャットダウン状態か5コンピュータの電源を入れます。 

0 「 EPSON 」 と表示され、消えた直後にを「トン、トン、トン…」と連続的に 
巧します。 

© r 詳細ブートオプション」画面が表おされた5、またはを巧して「前回 
正常起動時の構成」を選択し、を巧します。 

b Windows を再インス!ルする 

HDD 内に記録されている、起動部分のプ□グラムび壊れている可能性びあります 。 Windows 
の再インストールを行って、問題び解ミ夫されるかどラか確認してください。 

とす = P .181 「ソフトウェアの再インス!ル」 

巧巧 C 

まず、 とす = P .231 「警告メッセージ」をご覧になり、メッセージに応じた巧処を行ってください。 
あてはまるメッセージびない場合は、下記をご覧になり、対処を行ってください。 


rs.M.A.R.T Failure Predicted on HDD / WARNING: Immediately back-up your data 
and replace your HDD 」 というメッセージが表示された場合 


カスタマーヴービスセンターへ連絡ずる 

HDD に問題がある可能性が考えられます。 [ Tig ) 『サポート•サービスのご案内』をご覧に 
なり、カスタマーヴービスセンターへご連絡ください。 


[DISK BOOT FAILURE」、「Invalid system disk」、「Missing Operating System 」、 
「Operating System Not Found」、[Reboot and Select pr 叩 er Boot device …」などの 
メッ セージび表示された場合 

次の対処を順番に行ってみて<ださい。 

n F □や USB フラッシュメモリを取りがず 

接続している USB FDD に FD がセットされていたり、 USB 接続のフラッシュ><モリなどが 
接続されていたりすると、 FD や US 目機器か6日 S を読み込をラとして、現象が発生する場 
含があります。 FD や US 目機器を取り外してから、コンピュータを起動して、問題が解決さ 
れるかどうか確認してください。また、目103 0 「 Boot 」 ^ニュー画面で HDD の優先順位を 
FDD や USB 機器よりち前に設定しておくことで、 FDD や USB 機器を接続した状態でを、 
コンピュータを起動できるよラになります。 

が P.172 「起動旧加りデバイスの順番を変更する」 

曰 しば5く放置ずる 

急激な温度変化があった場合は、 HDD の表面が結露してしまっている可能性があります。乾 
くまで、しば6く放置しておいてから、再度電源を入れてみてください。 
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n HDD の認識と接続を確認する 

巨 lOS で HDD を認識でさていない可能性びあります。巧の手順で BIOS を確認してください。 

〇 BIOS Setup ユーティ U ティを起動します。 

とす二 P . 163 「BIOS Se 山 P ユーティ IJ ティの起動」 

0 「 Advanced 」 メニュー画面一 「SATA Port 1」の表示を確認します。 

HDD の型まび表示される場合、 HDD は正常な状態です。続いて、下記 D g の作業を行っ 
てみて < ださい。 

「Not Detected 」、「 None 」 などと表示される場合は、 HDD び正甫に認識されていません。 
CUD 『サポート•サービスのご案内』をご覧にな0、「カスタマーサービスセンター」へご 
連絡ください。 

Q BIOS の設定を初期値に戻ず 

BIOS の不整合び原因で問題が発生している可能性があります。目の S の設定を初期値に戻し、 
問題が解決されるか確認してください。初期値に戻す前に目の S の設定を六モしておいて<だ 
さい。 

とす^ P .1 日8 [Load Setup Defaults (初期値に戻す)」 

巧 Windows を再インス! — ルする 

HDD 内に記録されている、起動部分のプ□グラムび破損している可能性びあります。 
Windows の再インストールを行って、問題び解ミ夫されるかどうか®認してください。 

とす = P .181 「ソフトウェアの再インス!ル」 


そのほかのメッセージび表示された場合 

なの対処を順まに行ってみて<ださし、 


〇 F □や USB フラッシュメモリを取り外ず 

接続している USB FDD に FD びセットされていたり、 USB 接続のフラッシュメモ U などび 
接続されていたりすると、 FD や US 巨機器か 6 0 S を読み込ちラとして、現まび発生する場 
合びあります。 FD や US 目機器を取り外してか6、コンピュータを起動して、問題び解まさ 
れるかどうか確認してください。また、巨 lOS の旧〇扣」メニュー画面で HDD の優先順位を 
FDD や US 巨機器よりち前に設定しておくことで、 FDD や US 巨機器を接続した状態でち、 
コンピュータを起動できるよラになります。 

とす^口.17吕 唯動旧〇〇りデバイスの順まを変更する」 

口 周辺機器や増設した装置を取りがず 

プ U ンタやスキャナ、メモ U など、ご購入後にお客様ご自身で増設された装置びある場合は、 
装置を取り外した状態で電源を入れ、問題び解ミ夫されるかどラか確認してください。 

回 BIOS の設定を初期値に戻ず 

BIOS の不整合び原因で問題が発生している可能性があります。目 IDS の設定を初期値に戻し、 
問題が解決されるか確認してください。初期値に戻す前に目の S の設定を><モしておいてくだ 
さい。 

と尹* P . 168 [Load Setup Defaults (初期値に戻す)」 
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FI Windows を再インス! ^ー ルずる 

HDD 巧に記録されている、起動部分のプ□グラムが破損している可能性があります。 
Windows の再インストールを行って、問題が解決されるかどラか確認してください。 

とす =* P .181 「ソフトウェアの再インス!''―ル」 

巧^{〇!7^法 D 

なの対処を順まに行ってみて < ださし、。 

mi 周迈機器や増設した装置を取りがず 

プ U ンタやスキャナ、メモ U など、ご購入後にお客様ご自身で増設された装置びある場合は、 
装置を取りかした状態で電源を入れ、問題び解ミ夫されるかどラか確認してください。 

ロ セーフモードで起動し、システムの復元を行う 

必要最ほ限の状態であるセーフモードで起動してみて<ださい。 

とす = p .22 日「セーフモードでの起動」 

セーフモードで起動でさた場合は、「システムの復元」機能を使用して UI 前のコンピュータの 
状態に戻すことで問題び解ミ夫でさる可能性びあります。システムの復元を行ってみてください。 
とす = p .22 日「システムの復元」 

| cj 前回正常起動時の構成で起動する 

セーフモードで起動でをない場合は、前回正常起動時の構成で起動でをるかどラかを確認して 
<ださい。 

〇 シャットダウン状態か5コンピュータの電源を入れます。 

© 「 EPSON 」 と表示され、消えた直後にを「トン、トン、トン…」と連続的に 
巧します。 

© r 詳細ブートオプション」画面が表おされた5、 CTD または CT ] を巧して「前回 
正常起動時の構成」を選択し、 GTH を巧します。 

iJ BIOS の設定を初期値に戻す 

BIOS の不整合び原因で問題び発生している可能性びあります。日 IDS の設定を初期値に戻し、 
問題び解ミ夫されるか確認してください。初期値に戻す前に BIOS の設定をメモしておいてくだ 
さい。 

とす ^ p.l 日8 [Load Setup Defaults (初期値に戻す)」 

y Windows を再インス! — ルする 

HDD 内に記録されている、起動部分のプ□グラムび破損している可能性びあります。 
Windows の再インストールを行って、問題び解まされるかどうか確認してください。 
「ソフトウェアの再インス!ル」 
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起動時の不具合【そのほか) 


現象 

確認と対処 

起動時に次のよラにパス 
ワードの入力が要ずされる。 
また、パスワードを入力し 
てち起動しなし、。 

「BIOS Setup ユーテイ U テイ」の 「 Security 」 メニュー画面でバスワードを設定し 
であります。正しいパスワードを入力してください。 

とす =P.163 「BIOS Setup ユーテイ U テイの操作」 

产 ^P.176 ["Security メニュー画面」 


Enter Password : 

Hard Drive locked , 
enter password : 


パスワードを正しく入力しているかお語してくださし、。 (NumLk) の状態によ D —部の 
キーび数値キーとして働さます。 

と受 3 P. 巳]「キーボードを使う」 

パスワードを忘れてしまった場合には、 \ jm ) 『サポート•サービスのご案内』をご 
覧になり、カスタマーサービスセンターまでご連絡ください。 

Windows が起動せず、「シ 
ステム回復オプション」画 
面が表示された。 

Windows に不具合び起きると、 HDD 内に設定されている 「 Windows 回復環 
境 （Windows RE )」 び自動的に起動します。「システム回復オプション」画面は 
Windows RE の画面です 。 Windows RE の機能を使用して、不具合を修復してく 
ださい。 Wind 日 WS RE の概到ま、 p .228「 Windows 回復環境 (Windows 

RE ) を使ラ」をご覧ください。 


コンピユータ本巧の不具合 


コンピュータ本体の不具合に巧する巧処方法を説明します。 

省電力機能に閲する不具合 


現象 

確認と対処 

正しく省電力状態に移行で 
きない。または省電力状態 
か5復帰でをない。 

使用しているソフトウエアや常駐ソフト、増設している周辺機器の影響により省電力 
機能び正常に働かない可能性びあ0まず。ソフトウエアの削除や常駐ソフトの觸除、 
周辺機器の一時的な取り外しを行い、省電力機能び正常に働くか確認してください。 


バッテ U 残量びがな<なり、本機び省電力状態に移行した場合は、 AC アダプタを接 
続してから復帰させてみてください。 


省電力状態か S 復帰できない場合は、 （ Ctrl 1+ ( Alt ) + |Delete| を巧して本機を再起動 
してください。ただし、省電力状態に移行ずる前に作成した未保存のデータは、すべ 
て消失します。 


省電力状態で Express カードやメモリカード、 USB 機器などを抜き差しすると、正 
しく復帰できません。 （ Ctrl 1+ ( Alt 1+ (Delete) を巧して、本機をち起動してください。 
ただし、省電力状態に移行する前に作成した未保存のデータは、ずべて消失します。 


バッテリパックほ用時の不具合 


現象 

確認と対処 

巧電されない。 

バッテ U パックび正しく装着されているか確認してくださし、。 

充電時にバッテリ充電ランプび点丹しているか確認してください。点灯していない場 
合は、ほかの電気製品を電源コンセントに接続し、電源コンセントに電源び供給され 
ているか確認してくださし、。 
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セキュリティチップ ( TPM ) の不具合 


そのほかの不具合 


現象 

確認と対処 

ノ V ングアップしてしまい、 

何も反応しなし、。 

応答のないソフトウエアをタスクマネージャで終了させます。 

ソフトウエアを終了させることびできない場合には、己秒 ULL 電源スイッチを押して 
電源を切ってください。 

と多 3 p .3 已「八ングアップしたとさは」 


困ったとをに 


現象 

確認と対処 

ずぐにバッテリが終わって 
しまラ。バッテリでの使用 
可能時間が短い。 

バッテリび寿命に達したと考え5れます。新しいバッテリと交換してくださし)。なお、 
使用済みのノくッテ U は、所定の方法で U サイクルしてください。 

とす = p .4 已「バッテ U の交換」 

とす =" p .47 r 使用済みバッテリの取り扱い」 


現象 

セキュ U ティチップの情報 
を初期化して、購入時の状 
態に戻したい。 


確認と対処 

初期化を巧ラと、それまでに暗号化されたデータを使用でさなくなりまず。また、 
Windows Vista の HDD 暗号化機能 「 BitLocker 」 を使用している状態で初期化 
を行うと、 Windows び起動できなくなり、暗号化していた HDD 内のデータわ使 
用できなくなります（日 itLocker は 、 Windows Vista Ultimate および Windows 
Vista Enterprise の機能です）。 

セキュリティチップの初期化を行ラ場合は、お客様の責任において十分にミ主意して 
行ってください。 

初期化の方法は、次のとおりでず。 

〇 「BIOS Setup ユーティリティ」を起動します。 

と多二 P .1 日3「目 I 日 S Setup ユーティリティの起動」 

0 「TPM State 」 メニュー画面 - 「Chan 呂 e TPM State 」 で [Clear & Enabled ] 
を選択しまず。 

とす ^ P.178 「TPM State メニュー画面」一に hange TPM State 」 

© 変更した設定値を保存して 、 BIOS Setup ユーティ U ティを終了しまず。 

とす ^ P.1 日7 「Exit Savin 呂 Changes (変更した内容を保存し終了する)」 

〇 再度、巨 I 日 S Setup ユーティリティを起動します。 

と易二 P .1 日3 「 BI 日 S Setup ユーティリティの起動」 

© 「Physical Presence operations 」 画面が表示された日 、 「TPM PP Operation 」 
で Execute 」 を選択します。 

0 「TPM PP 日 peration 」 に IPressFlO 」 と表示された5、キーボードの 
[ F 10 I を押しまず。 

〇 次のメッセージが表示された5、 [ Yes ] を選おし、 [ TH を押しまず。 


Setup ConTirmation 


Save confi 呂 urati 日 n 巳 han 呂 es and exit now - 
[Yes] [No] 


これで初期化は完了です 。 BIOS Setup ユーティリティを終了します。 
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現象 

確認と对処 

「BIOS Setup ユーティリ 
ティ」の情報、日付、時間な 
どの設定が変わってしまラ。 

本機内部のリチウム電池の残量びかなくな0、日 lOS のデータを保持でをなくなって 
いる可能性びあります。 [ pM ) 『サポート•サービスのご案内』をご覧 I しな0、カス 
タマーサービスセンターまでご連絡ください。 

BitLocker でドライブを 
暗号化した状態で BIOS の 
アップデートや Boot の 
順番の変更を行ったとさ、 

B け Locker のパスワード入 
力やパスワードを保存して 
ある USB フラッシュの挿 
入をホめ5れた。 

パスワードを入力ずるか、パスワードを保存してある USB フラッシュを挿入してく 
ださい。巨 lOS のアップデートや B 日日 t の順番の変更を巧うときは、 BitLocker のド 
ライブ暗号化を解除した状態で行って < ださし、。 

旧け Locker は 、 Windows Vista Ultimate および Windows Vista Enterprise の 
機能です。） 

終了処理をしてち電源が切 
れない。 

Windows Vista では、[スタート]-[む]を押すと、本徽ま「ス U - プ状態」に 
なります。電源を切りたい場合は、[スタート] 一 [►] -「シャットダウン」で電 
源を切って< ださし、。 

正しい処理を巧ってち電源び切れない場合は、電源スイッチを日砂！; LL 押し続けて< 
ださし、。 


メモリの不具合 


メモ1」の不具合に対する対処方法を説明します。 


現象 

確認と対処 

表示されるメモリ容量が実 
際の容量と違っている。 

メモ U を増設•交換した場合は、メモ U のタイプび合っているか、ス□ットの奥まで 
しっかりと差し込まれているか確認してください。 

とす =* p . l 己3「メモ U の装着」 


r 記憶装置の不具合 


3 


記憶装置の不具合に対する対処方法を説明します。 


HDD の不貢合 


現象 

確認と対処 

HDD 容量が Windows 上 
で、少なく表示される。 

本機に搭載されている HDD 容量を Windows 上で確認すると、かなく表示されます。 

これは、 Windows 上では容量を計算や表示する場合に「2進法」（日と1の2つの 
数字を用いる表記法）を使用しているのに对して、マニュアルでは HDD などの仕様 
を表記する隙に用い5れている「10進法」（日〜目の数字を用いる表記法）を使用 
していることによる違いです。 

2進法で表記した 1 K 目（キ□バイト）は「1日24日 yte 」 になるのに対し、10進法 
で表記した場合には r 1 OOOByteJ となります。そのため、 Windows などの日 S 
上で表示される HDD 容量は、マニュアルに記載されている容量よりわがな<表示さ 
れます。 
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光ディスクドライブの不具合 


現象 

確認と对処 

HDD か5 Windows が起動 
しない。 

BIOS の 「 Boot 」 メニュー画面で起動時の HDD の順番び正し<設定されているか確 
認してください。 

と多二 P .1 目3旧1日 S Setup ユーティリティの操作」 

产 ^ p . l 78 「Boot メニュー画面」 

Windows の再インストー 
ルをした5、 HDD の空さ容 
量が大幅に減ってしまった。 

/^ p . l 88 「Windows Vista のインストール」の 回で、 C ドライブのフオーマツ 
卜を行わずに Windows のインス I -- ルをしてしまうと、_^|前の Windows のデータ 
び Windows . old フオルダに保をされるため、 HDD の空を容量び大幅に減ってしま 
いまず。 Wind 日 ws . old フオルダび不要な場合は、削除してください。 

Windows . old フオルダは[スタート] - 「コンピュータ」一 「 C ドライブ」にあります。 
通常は、手順どおりに C ドライブをフオーマットしてか 5 Winclows のインストー 
ルをしてください。 


現象 

確認と対処 

オーディオ CD や DVD 
VIDEO 再生時に、音声が出 
力されない。 

スピーカの音量びルさくなっている可能性びあります。音量を調節して<ださし、。 

が P . 日8 r 音量の調節」 

セツトしたメディアにアク 
セスでをない。 

メディアび正しくセットされているか確認してください。 

メディアを挿入した直後は読み込み準備のためアクセスでさません。この場合はしば 

5く待って、もう一度アクセスしてくださし、。 

メディアの表面にキズなどびないか確認してくださし、。 

別のメディアにアクセスできるか確認してください。問題びない場合は、アクセスで 
をないメディアに問題びある可能性びあります。 

セットした六ディアび、書さ込み済みの場合、光ディスクドライブとの相性によりア 
クセスでをない可能性びありまず。 

セツトしたメディアが取り 
出せない。 

コンピュータの電源び入っているか、確認してください。 

ソフトウェアによっては、独自の取り出し方法でないと^ディアび取り出せないもの 
もあ0ます。詳しくは、お使いのソフトウェアに添付のマニュアルをご覧ください。 

メディアへの書さ込みがで 
さない。 

書き込みソフト 「Nero 8 Essentials 」 びインストールされていない場合は、イン 
ストールをしてください。 

产 ^ p . l 日6 「Nero 8 Essentials のインストール」 

メディアのフォーマットに関する不具合や、書さ込みに関する不具合については、 

『 Nero ユーヴーズガイド』を参照してください。 

か® 「イン フォメーショ ン メニュ ーJ-r マニュアルびゆ一ね」一 「Nero ユーザー 
ズガイド」 

お使いの光ディスクドライブ対応の火ディアを使用しているかどラか確認してくださ 
し、対応メディアは光ディスクドライブのマニュアル （ PDF ) をご覧ください。 

0© 「イン フォメーショ ンメ ニュ ーJ - 「マニュアルびゆ一ね J - 「光ディスク 

ドライブ PDF マニュアル J 
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現象 

確認と対処 

メディアへの書さ込みがで 
をない。 

Windows び省電力状態に切り誓わると、書さ込み巧能なメディアへのデータ転送エ 
ラーび起を、書を込みに失敗ずる場合びあります。書さ込みを始める前に省電力状態 
に移巧しないよラに設定してくださし、。 

とす P. 14已「時間経過で移行させない」 


メディアび正しくセットされているかどラか、確認してください。 


メディアの表面に巧れやキズなどびないか、確認してください。 


メディアの残量びあるか、確認してください。 


へッドレンズの巧れによって、書を込みびでさない場合びあります。 


光ディスクドライブとの相性によって、セットしたメディアに書を込めない場合びあ 
ります。 

DVD VIDEO の再生がでを 
ない。 

DVD VDE 日を再生する場合は、専用の再生ソフトウェアび必要です。購入時には 
WinDVD びインス1ルされています。 

DVD VIDE 日の再生に関ずる不具合は、 WinDVD のヘルプを参照してください。 


解像度や色数を変更してみてくださし、。 

ぷ P .87 r 解像度や表示色の変更方法」 


が付けディスプレイを接続して、「ク□ーンモード」で表示をしていると、「使用して 
いるディスプレイ環境は保護されているコンテンツの再生をサポートしていません。」 
といラメッセージび表示され 、 DVD VIDE 日の再生び中断されます。このよラな場 
合は、「シングルモード」に切り誓えてください。 

とす =* p . 日4 r 画面表示を切り誓えるには」 


Express 力ードの不具合 


現象 

確認と対処 

Express 力ードを装着して 
も使用でをない。 

Express 力ードス□ットに力ードび正しく装着され、認識されているか確認してく 
ださし、。 

とす =* p .73 に xpress 力ードを使う」 


Express カードを使巧するために必要なドライバやソフトウエアびインス1ルさ 
れているか確認してください。詳しくは、 Express カードに添付のマニュアルをご 
覧ください。 


外部機器を追加するために Express カードを装着した場合、外部機器と Express 
カードの接続び正しいか、正しいケーブルを使用しているかを確認してくださし、。 
詳しくは、 Express 力ードに添付のマニュアルをご覧ください。 


Express 力ードび Express 力ードス□ットの仕様に対応しているか確認してください。 
とす =* p .73 に xpress 力ードを使う」 
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メモリカードの不具合 


現象 

確認と対処 

メモリカードを装着してち 
使巧でさない。 

本機で使用可能なメモ IJ カードかど5か、メモ1」カードびス□ットの仕様に対応して 
いるか®認してください。 

とす = p .日日 r 本機で使用できるメモ U 力ード」 

メモリカードス□ットにカードび正しく装着され、認識されているか確認してください。 
とす =* p .7 日「メモ U 力ードのセットと取りがし」 


入力装置の不具合 


入力装置の不具合に対する対処ち法を説明します。 


キーポードの不具を 


現象 

確認と対処 

どのキーを押しても応答が 
ない。 

タッチパッドを操作してください。タッチパッドで操作でさる場合ちあ0ます。 

ソフトウエアび時間のかかる処理を実行している可能性わあります。しば5く待って 
みて < ださし、。 


ソフトウエアび八ングアップしている可能性もあります。しば日く待ってち反応びな 
い場合は、タスクマネージャでソフトウエアを終了してくださし、。 

と多 = p .3 已「八ングアップしたとさは」 

キートップにある文字や記 
号が入力でをない。 

直接入カモードで日本語を入力ずることはでさません。曰本語入カモードに切0誓え 
て < ださし、。 

とす =*p. 已 2 r 文字を入力するには」 

1 Fn 1 と（加 1 ) 、 

(Alt 1 と 1 B 1 ヴプ IJ 

ケーシヨンキー）などの機 
能キーが動作しない。 

(Fn 1 と （ Ctrl 1、 または1 Alt 1と （ 冒1(アプ U ケーシヨンキ ー） の機能び入れ 
誓わっている可能性びあ0ます。 

(Fn 1 と 1 Ctrl 1 が機能しない場合 


BIOS の設定で、 「 Advanced 」 ニュー画面の |"Exchange FN & L-CTRL Key 」 
びに113131白引になっていないか確認してください。 

产 ^P.17 已 「Advanced メニユー画面」 


(Alt ) と （ S 1 (アプ U ケーシヨンキ ー) び機能しない場合 


BI 日 S の設定で、 「 Advanced 」 メ ニュー画面の Exchange R-Alt & Win App 
key 」 び 「 Enabled 」 になっていないか確認してください。 

と罗 ^ p . 17已 「Advanced メニユー画面」 
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タッチパッドの不具を 


現象 

確認と対処 

ポインタの動さが悪し、。 

手び城れていたり、湿気を帯びていた0していると、動をび悪くなりまず。 

LCD ユニットを長時間閉じたままにしていた場合や、使用環境により湿度や温度の 
急激な変化びあった場合に正常に動作しなくなることびあ0ます。一度電源を切って 
入れなおしてください。 

タッチパッドユーティ U ティを起動し、ポインタの動作の設定を変更してみてください。 

ポインタが動かない。 

タッチパッドび OFF になっていないか確認してください。タッチバッドキー 
(□/X) を巧してみてください。 

と安 = p .己己「インスタントキー」 

ソフトウエアび時間のかかる処理を実巧している可能性もあります。しば5く待って 
みて < ださし、。 

ソフトウエアび八ングアップしている可能性もあります。しばらく待っても反応びな 
い場合は、タスクマネージャでソフトウエアを終了してくださし、。 

と易 3 P 3己「八ングアップしたとさは」 


表示装置の不具合 


表示装置の不具合に対する対処方法を説明します。 

LCD ユニットの不具さ 


現象 

確認と対処 

LCD 画面に何ち表をされな 
い。 

外付けディスプレイを接続している場合は、外付けディスプレイの電源を入れ、画面 
び表示されるか確認してください。 


画面の明るさを調節して<ださい。【 Fn ) + ( F5 ]/( Fn ) + ( FS 1で調節でさまず 
とす =p.8 己 CLC □ユニットの調整」 


バックライトび消口していないか®認してくださし、 （ Fn ) + ( F7 1を巧してみてく 
ださし、。 

な P.8 已「バックライトの消'な」 


省電力状態になっている可能性びあります。キーボードまたはタッチパッドを操作し 
て < ださし、。 

と f =* p . l 4 目「省電力状態か5の復帰方法」 


バッテ U 使用時に、バッテ U 残量び低下してそのまま放置すると、ス1」ープ状態に移 
行します（購入時の設定)。 AC アダプタを接続してか5復帰して<ださい。 


コンピュータの電源を切ってか5 2日秒！;^内に電源を入れると、システム管理機能び 
電源を異常と判断する場合びあります。一度電源を切って、2日秒政上待ってか5電 
源を入れてみてください。 

画面がち5つ<。 

LCD 画面び明るくなったり、暗くなったりしてち5つく場合には 、 BIOS Setup J .— 
了ィ U 了ィ画面でわ同様の現象び発生するか確認して、 [ pim ) 『サポート•サービス 
のご案內』をご覧になり、テクニカルセンターまでご連絡くださし、。 

とす =* p . l 目4旧1日 S Setup ユーティリティの操作」 
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ヴウンドの不具合に対する対処方法を説明します。 

内蔵スピーカの不具合 



ソフトウェアの不具合に対する対処方法を説明します。 

ソフトウェアの不具合 


現象 

確認と対処 

システムは正常に動作して 
いるのに音が鳴5ない。 

内蔵スピーカの音声出力音量びルさくなっている、または S ュートになっている可能 
性びあります。ボ U ュームを調節してくださし、。 

な P . 日8 r 音量の調節」 

ヘッドフォン出カコネクタに外部スピーカや、ヘッドフォンを接続している場合、内 
蔵スピーカか5音声は出力されません。 

音声出力先び斜部オーディオ機器に設定されている場合、内蔵スピーカか5音声は出 
力されません。 

と 日1「音声出力先の設定」 


現象 

確認と对処 

ソフトウェアの使用中に突 
然停止（八ングアップ）した。 

過度の電源ノイズ、瞬時電圧低下などび発生した可能性びあります。電源ノイズによ 
る現象には、ディスプレイのノイズ、システムの再起動、停止（八ングアップ）など 
び含まれまず。ソフトウエアを再度実行してみてくださし、。 


ケーブルの接続不良や、キーボード内のゴ S やホコ U 、 電源の出力不安定、またはそ 
のほかの部品の不良によって不具合び発生する場合びあります。点検を行ってみてく 
ださし、。 


HDD に対するデータの読み書さの最中に振動び加わると、システムび停止（八ング 
アップ）する場合びあります。 


応答のないプ□グラムを強制終了してか5、コンピュータを再起動してくださし、。 

とす =* p .3 己「八ングアップしたとさは」 


アの不具合 


サウンドの不具合 
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現象 

確認と対処 

ソフトウェアが起動しない。 

ソフトウェアの起動に必要とされるシステムリソース（メモ U 容量や HDD の使用巧 
能な容量など）び整っているか確認してください。エラーメッセージなどび表示され 
る場合は、ソフトウェアのマニュアルを参照して必要な対処を行ってか5、再度起動 
してみて < ださい。 

ソフトウェアを正しい方法でインス1-ールしたか、ソフトウェアの起動手順を正しく 
実行しているか確認してくださし、。 

実行しよラとしているディレクトリび正しいか確認してください。オプションの 
USB FDD か5起動しようとしている場をは、ドライブやディレクトリの指定び正し 
く行われているか確認してください。 

ソフトウェアの使用許諾を受けていない場合（違法コピーなど）、ソフトウェアび動 
作しないことびあります。ソフトウェアの正式版を使用してください。 

ソフトウェアの使用方まをもラー度確認してください。それでもソフトウェアの不具 
合び解決でさないとさは、ソフトウェアの販売元にお問い合わせ<ださし、。 

「マニュアルび ゅ 一ね」がグ 
レーになって使用でさない。 

「マニュアルびゆ一わ」のインストールを行って<ださい。 

とす = p . i 日巳「マニュアルびゆ一わのインストール」 

「マニュアルびゆ一ね」を使用でさない場合、当社のユーヴーサポートページから当 
社作成の電子マニュアルをダウン□ードすることびでさます。 

ユーヴーヴポートページか5ダウン□ー ドした電子マニュアルは、マニュアルごとに 
ファイルを開いてご覽くださし、。 

とす =" p .238 「電子マニュアルのダウン□ー ド」 

Internet Explorer の使用 
時、情報バーに警告が表を 
される。 

購入時の Internet Explorer は、セキュリティ強化のために、意図しないプ□グラム 
や実行ファイルのダウン□ー ドについて警告するよう設定されています 。 Internet 
Explorer 使用時情報バーに警告び表示されたら、情報バーをク U ックして、表示さ 
れた項目か5適切な対処を選択してくださし、。 

Windows メールで HTML 
メールの画像が表示されな 
し、、または添付ファイルが 
開けない。 

^ール添付のファイルや送信元の不明なメールによるウイルスの侵入か5、コン 
ピュータを保護するための設定び購入時にされています。 

HTML メールの画像を見る場をは、送信元を確認して、件名の下にある情報バーを 
ク U ックします。 

添付ファイルについての設定は、次の場所で確認でさます。 

Windows メールの[ツール]-「オプション」一「セキュリティ」タブー「ウイル 
スの可能性がある添付ファイルを保存したり開いたりしない」 

インス1-ールしたネット 
ワークアプ U ケーションが 
動作しない。 

ファイアウオールび有効に設定されていると、ネットワークアプ U ケーションび正常 
に動作しない場合びあります。 

と罗="口.132 「ファイアウオール」 

詳細については、ソフトウェアの販売元にお問い合わせください。 

ソフトウェアやプ□グラム 
が停止し、「データ実行防止」 
画面が表示される。 

ソフトウェアやプ□グラムびウイルスに感染している可能性びあります。セキュ U 
ティソフトウェアでウイルスの検索-駆除を行って<ださし、。 

安全なソフトウェアを実行して「データ実行防止」画面び表示される場合は、ソフト 
ウェアの製造元へお問い合わせ < ださし、。 

問題び解決しない場合は 、 LJ 別冊） 1ヴポート•ヴービスのご案内』をご覧 L なり、了 
クニカルセンターまでお問い合わせください。 
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インストール時の不具合 


FAX モデムの不具合 


FAX モデムの不具合に対する対処方法を説明します。 


現象 

確認と対処 

Windows の再インストー 
ルが 7 ニユアルどおりにで 

さない。 

本書のインス!-ール手順は、購入時のシステム構成を前提にしています。インス!-ール 
は、 BI 日 S の設定とシステム構成を購入時の状態に戻して行ラことをおすすめします。 

本書のインストール手順は、 HDD のフォーマツト後に行ラことを前提に記載してし、 
ます。それ!^^外の場合は、手順び異なることびあ0ます。不明な点は [ p お） 『サポー 
卜•サービスのご案内』をご覧になり、テクニカルセンターまでお問い合わせください。 

インス1 -- ル方法に関する最新情報を記載した紙類び添付されている場合びあ0ま 
す。お包品を確認してみてください。 

Windows Vista リカバリ 
DVD を光ディスクドライブ 
にセツトして再起動してち、 
「Press any key to boot 
from CD or DVD 」 と表示 
されない。 

光ディスクドライブの起動の順番を HDD よ0ち後ろに設定している可能性びありま 
す。 「 BI 日 S Setup ユーティリティ」を実行して、起動順位を変更してください。 

とす =*P.172 「起動旧 00 1) デバイスの順番を変更する」 


現象 

確認と対処 

「モデムが検出されませんで 
した。」とエラーメッセージ 
が表示され、インターネッ 
卜に接続でをない。 

「モデムのプ□パティ」で[モデムの照会]を実行してみてください。モデムに問題 
びある場合は、エラー方ッセージび表示されます。 

[スタート] 一「コント□ールパネル」一「八ードウェアとヴウンド」一「電話とモ 
デムのオプション」一「モデム」タブー[プ□パティ] 一「診断」タブの[モデムの 
照会]をク U ックしまず。 

インターネットへ接続でを 
ない。 

モジュラコードび、モデムコネクタに接続されているかを確認してください 

次の場所で電話番号や、設定を再確認してください。また、国番号と市外局番や、1-一 
ンとパルスの設定む確認してくださし、。 

[スタート] - r 接続先」- r 接続名（任意の名前)」をもクリック-[プ□パティ]-哈 
般」タブー[ダイヤル情報] 


接続ユーザー名や、接続パスワードび間違っている可能性びあります。次の点を確認 
して入力して < ださい。 

• 全角の文字を使用していないか（全角で字は使用でをません)。 

• 大文宇とル艾字を区別しているか。 

• 数字とアルファベットを間違えていないか。数字の0とアルファベットの日など。 

-接続ユーヴー名とメールアカウントを混同していないか。 

• 接続ノてスワードとメールノてスワードを混同していないか。 


ご使用の前に 


基本操作 


2 
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3 
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現象 

確認と対処 

インターネットへ接続でを 
ない。 

DNS (ネーム）サーバの IP アドレスを入力した場をは、設定び正しいか確認してく 
ださい。正しくない場合は修正してください。 

次の手順で DNS (ネーム）サーバの IP アドレスを確認してください。 

〇 [スタート]- r 接続先」一 r 接続名（任意の名前)」をちクリックー[プ□パティ] 
をク U ックしまず。 

0 「ネットワーク」タブー「インターネットプ □ トコル（ TCP / IP )」 一 [プ□パティ] 

で DNS (ネーム）サーバのアドレスを確認してください。 

原因不明で接続できない場合は、インターネット接続ウィヴードを再実行してみます。 
これで接続でをることをあります。 

接続してをすぐに切れたり、プ□トコルび確立でをないとさは、アクセスポイントを 
変更することによってインターネットへ接続できる場合わあります。同じ市内に複数 
のアクセスポイントびある場合は、プ□バイダの電話番号を変更してみてください。 

次の理由で接続でさないことびありまず。時間をおいて接続してみてくださし、。 

-極端に混雑していると、アクセスを拒否されることびある。 

-極端に混雑していると、接続はするびタイムアウトしてしまう。 

-プ□バイダのサーバび停止している。 

V .92、 K 已 6 flex 通イ言方式 
で通信でさない。 

回線状況[しよって、 V . 目3、 K 日目 flex 通 te 方式で接続できない場合びあります。 V . 目2、 

K 巳目 flex 通信ち式のほかには x 2 方式びあります。 x 2 方式のモデムとは、 V .34 通 
信方式 （33 目日日 bps ) UTF で接続します。またお使いになっている最寄〇の電話局 
の交換機か5、プ□バイダなどの相手側までの電話回線の通信経路び、すべてデジタ 
ル化されている必要びあります。デジタルか5アナ□グへの交換機切り誓えび、この 
通信経路で]度だけ行われる場合にのみ、 V . 白2、 K 巳目 flex 通信ち式で接続すること 
びでさます。 

PBX 回線では、 V . 目2、 K 己目 flex 通信方式では接続できません。 V .34 通信方式 
(33 目日日 bps ) 下で接続しまず。 

V .92、 K 已 6 flex 、 V .34 通 
信方式で通信中に、通信速 
度が下がる。 

V . 目2、 K 己目 flex 、 V .34 通信方式では、安定して確実な通信を行うために、モデム 
機能び回線状況によって自動的に調整を行い、通信速度を下げて接続する場含びあ0 
ます。 
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システム診断ツールを使う 


ここでは「システム診断ツール」について説明します。 

システム診断ツールとは、本機の調テび悪いとさに、不具合の原因び八ードウエアにあるかどラ 
かを診断するためのツールです。本機に添付の 「 U カバ1」ツール CD 」 に収録されています。 


システム該断を実行する 


システム診断の実行ち法は、なのとおりです。 

b リカバ U ツール C □を光ディスクドライブにセットします。 

「自動再生」画面び表おされた場合は、 @ をク1」ックして画面を閉じてください。 

口 [スタート]- [►] -[再起動]をクリックして、本機を再起動しまず。 

Windows び起動でをないときは、 r 5 iir | + r 7 in + [5 品占） を巧して、コンピュータを再起動 
します。 

黒い画面の中央に 「 EPSON 」 と表示され、消えた後 、 「Kernel Loading --- 
Press any key to run PC TESTJ と表示された5、どれかキーを押します。 

システム診断ツールび起動し、自動的に診断び開始します。 

FI 診断び終了した5、診断結果をお認しまず。 

「 F 」 び表示された場合は、表おされた項目に不具合びある可能性びあります。 

( HD 『サポート'サービスのご案内』をご覧になり、テクニカルセンターまでご連絡ください。 

^ 光ディスクドライブか 5 U カバリツール C □を取り出し、電源を切りまず。 

これでシステム診断は完了です。 
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トラブル時に役立つ機能 


ここでは、トラブルび発生した場合に役立つ Windows の機能について説明します。 


3 


:—フモードでの起動 


コンピュータび起動でをない場合や、ディスプレイで表示でをない解像度を選択して表示びでを 
なくなってしまった場合などには、セーフモードで起動してみてください。 

セーフモードで起動するち法は、なのとおりです。 

Q コンピュータの電源を切り、20秒程放置してか5電源を入れます。 

E EPSON と表示され、消えた直後に口のを「トン、トン、トン…」と連続的に押 
します。 

F 1 「詳細ブートオプション」画面び表示された5、のまたはのを巧して r セー 
フモード」を選択し、 CS を巧します。 

セーフモードで起動でさた場合は、不具合に巧する対処を行ってください。 


システムの復元 


コンピュータの動作び不ま定になった場合、「システムの復元」を行って Windows をしツ前の状 
態（復元ポイントを作成した時点の状態）に戻すことで、問題び解までをることびあります。 
復元ポイントは通常、ソフトウエアのインス I -ールなどを行った際に自動的に作成されますび、 
手動で作成しておくこともでをます。 

システムを復元ずる 

システムを復元ポイントの状態に戻すちまは;欠のとおりです。システムの復元を行ラ前に、 
HDD のデータをほかのメディアにバックアップしてお<ことをおすすめします。 

fe | [スタート]-「すべてのプ□グラム」一「アクセサリ」一「システムツール」一「シ 
ステムの復元」を選択します。 

「ユーザーアカウント制御」画面び表示された5、[続行]をク U ックしまず。 

(cj 「システムの復元」画面び表示された6、 r 推奨される復元」を選択し、[巧へ] 
をクリックします。 

復元ポイントを自分で指定したい場合は、 r 別の復元ポイントを還おする」を還おしてじ欠へ] 
をク U ックし、ポイントを還択して[巧へ]をク U ックしまず。 

iJ r 復元ポイントの確認」と表示された5、内容を巧認し、[完了]をクリックします。 

「システムの復元を開始ずると…」と表示された5、[はい]をクリックしまず。 

コンピュータび再起動します。 
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円 再起動後、「システムの復元は正常に完了しました。…」と表示された5、[閉じる] 
をクリックします。 

これでシステムの復元は完了です。 

復元ポイントを手動で作ぶする 

復元ポイントを手動で作成する方法は、なのとおりです。 

fe 1 [スタート]-「ずべてのプ□グラム」一「アクセサリ」一「システムツール」一「シ 
ステムの復元」を選択します。 

「ユーザーアカウント制御」画面び表示された5、[続行]をクリックしまず。 

■<1 「システムの復元」画面び表示された5、「システムの保護」をクリックしまず。 

iJ 「システムのプ□パティ」画面び表示された6、復元ポイントを作るドライブ(□- 
カルディスク）にチェックを付けて[作成]をクリックします。 

y r 復元ポイントの作成」と表示された5、説明を入力し、[作成]をク U ックしまず。 

「復元ポイントは正常に作成されました。」と表示された5、 [0K] をク U ックします。 

ULh で復元ポイントの作成は完了です。 


S 


ご使用の前に 


基本操作 


2 


装置の増設 


3 


BIOS の設定 4 


再インスト—ル 


トラブル時に役立つ機能 


227 










Windows 回復摄境 (Windows RE ) を使う 


本機の HDD 内の「消去禁止領域」には、 「 Windows 回復環境 (Windows RE )」 び設定されて 
います。 Windows に不具合び起きると、 HDD 内の Windows RE び自動的に起動し、不具合 
に対する対処を行ラことびでをます。 

Windows RE の頂目 

Windows RE には;欠の項目びあります。 



<イメージ> 


•スタートアップ修復 

Windows を起動でをない問題を自動的に修正します。 Windows び起動でをないとさは、ま 
ずスタートアップ修復を行ってみてください。 

•システムの復元 

コンピュータの状態を前の状態（復元ポイントを作成した時点の状態）に戻します。 
•Windows Complete PC 復元 

バックアップしてあったデータを使用してコンピュータ全体を復元します。 

Windows Vista Home Premium、Windows Vista Home 目 asic には 、 Windows 
Complete PC 復元のためのバックアップ機能はありません。 

•Windows メモリ診断ツール 

メモ U に八ードウエアエラーが発生しているかどラかを確認します。 

♦コマンドプ□ンプト 

コマンドプ□ンプトウインドウを開をます。 
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r システム回復オプション j 画面び表示をれた s 

Windows に不具合び起をると、 HDD 内の Windows RE び自動的に起動し、「システム回復才 
プション」画面び表示されます。 

「システム回復オプション」画面び表示されたら、なの手順で Windows RE の項目を表示させ、 
対処を行います。 

• ■ 「システム回復オプション」画面び表示された5、キーボードレイアウトび旧本副 
になっていることをお認し、炊へ]をク U ックしまず。 

「回復オプションにアクセスするには"•」と表示された6、 r ユーザー名」を選択し、 
パスワードを設定していた場合には「パスワード」にパスワードを入力して [0K] 
をク U ックします。 

F1 「回復ツールを選択してください」と表示された5、実行したい項目をクリックしま 
ず。 lil 降は、画面の指示に従って作業を行ってください。 

HDD 巧の Windows RE を手動で起動する 

HDD 内の Windows RE は、手動で起動することもでをます。 

手動で起動する方法は、なのとおりです。 

■ I コンピュータの電源を切り、20秒程放置してか5電源を入れます。 

d 「 EPSON 」 と表示され、 消えた直後に。の を「トン、トン、トン…」と連続的に 
巧します。 

rWI を巧すタイミングびずれて Windows び起動してしまった場合は、再起動してか6やり 
なおして < ださい。 

1¢] 「詳細ブートオプション」画面び表示された5、「コンピュータの修復」を選択し、 
を巧します。 

iJ 「システム回復オプション」画面び表示された5、キーボードレイアウトび旧本副 
になっていることをお認し、炊へ]をク U ックしまず。 

ド I 「回復オプションにアクセスずるには•一」と表示された5「ユーザー名」を選択し、 
パスワードを設定していた場合には、「バスワード」にバスワードを入力して [0 口 
をクリックします。 

円 「回復ツールを選択してください」と表示された5、実行したい項目をクリックしま 
す。 LU 降は、画面の指示に従って作業を行ってください。 
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DVD の Windows RE を巧用する 

Windows RE は、本機に添付の 「Windows Vista リカバリ DVD 」 にも収録されていまず。 

HDD 内に設定されている Windows RE を誤って消去してしまった場合などに使用してくださし、。 
DVD に収録されている Windows RE の起動ち法は、なのとおりです。 

コンピュータの電源を入れ Windows び起動した6 、 「Windows Vista リカバリ 
□ VD 」 を光ディスクドライブにセットします。 

「自動再生」画面び表おされた6 @ をク U ックし、画面を閉じてください。 

口 [スタート]- [►] -「再起動」をクリックして、コンピュータを再起動しまず。 

「 EPSON 」 と表示後、黒し、画面に 「Press any key to boot from CD or DVD 」 
と表示された5、どれかキーを巧します。 

一定時間内にキーを巧さないと、 HDD 内の Windows Vista び起動してしまいます。 
Windows Vista び起動してしまった場合は、 日 へ戻ります。 

Q 「システム回復オプション」画面び表示された5、キーボードレイアウトび旧本副 
になっていることをお詔し、[次へ]をクリックしまず。 

口 「修復ずるオペレーティングシステムを選択し…」と表示された5 、 「Microsoft 
Windows VistaJ び選択された:!犬態で[次へ]をクリックしまず。 

E 「回復ツールを選択してください」と表示された6、実行したい項目をクリックしま 
ず。 lil 降は、画面の指示に従って作業を行ってください。 


230 


トラブル時に役立つ機能 




害告ゾッ セージ 

本機は、起動時に自己診断テストを行い、内部八ードウエアの状態を診断します。起動時にしツ下 
の警告メッセージび表示された場合は、しツ下の各対処を行って<ださい。処置を行ってちなおら 
ない場合は、 nun 『サポート•サービスのご案内』をご覧になりテクニカルセンターまでご連 
絡ください。 


警告メッセージ 

説明と対処ま 

System CMOS Checksum bad 
default configuration used 

CMOS RAM のデータび壊れているか、不正な値び設定されてい 
ます 。 「BIOS Setup ユーティ I 」ティ」を起動して 「 Exit 」 メニュー 
画面か5 fLoad Setup Defaults 」 を行ってください。 

Keyboard error 

キーボードにエラーび発生しました。電源を入れなおし、システ 
ムを再起動してください。 

Operating system not found 

オペレーティングシステムび見つかりません 。 「BIOS Setup ユー 
ティ U ティ」を起動して 「 Boot 」 メニュー画面で起動ドライブを 
正しく設定してくださし、。 

System RAM Failed at offset 

システム RAM のオフセットアドレスでエラーび発生しました。 
電源を入れなおし、システムを再起動してくださし、。 

Shadow RAM Failed at offset 

シャドウ RAM のオフセットアドレスでエラーび発生しました。 
電源を入れなおし、システムを再起動してくださし、。 

Extended RAM Failed at offset 

メモ U に不具含びあるか、正しく認識されていません。 

メモ U を増設した場含は、モリの仕様や取り付け状態を確認し 
た後 、 BIOS Setup ユーティ U ティを起動してメモ U を再検出し 
て < ださし、。 
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付録 


本機をご使用になる隙に役立つ情報や、本機の仕様などについて説明します。 


お手入れ . 234 

データのバックアップ... ...... 23己 

バックアップ CD の作成 ... 236 

電モマこュアルのダウン□ー ド ............................. 238 

セキュ U テイチップ （ TPM ) によるデータの暗号化.……23白 
HDD 領域 （ ドライブ）の分割-変更-作成.……241 

U チウム電池の交換 . 249 

AT コマンドの使用 .. 2己日 

コンピュータを廃棄するとをは ............................. 2己1 

機能仕様一覧 . 253 

索弓 I ...... . .. . . 2已已 
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お手入れ 


本機は精密な機械です。取り扱いにま意して、定期的にお手入れを行って<ださい。 


<^引|化, お手入れは、本機の電源を切った状態で行ってください。 


本機のお手入れ 


本機のお手入れち法について説明します。 




コンピュータ本体の外装の巧れは、柔らかい巧に中性洗剤を適度に染み込ませて、軽<おさ取つ 
て < ださい。 



•本機をたたいたり、硬いちのでこすったりしないでください。変形やキズ、破損 
の原因となります。 

•ベンジン、シンナーなどの溶剤を使わないで<ださい。変色や変形の可能性があ 
ります。 



LCD 画面は乾いた布やティッシュペーパーなどで拭いて<ださい。水や洗剤などは使わないで 
<ださい。 


234 


お手入れ 












データのバックアップ 

Windows を再インス! -- ルすると、 Windows びインストールされるドライブ(通常 C ドライブ) 
にな巧しているデータはすべて消去されます。 Windows を再インストールする前に、お要なデー 
夕のバックアップを取っておいてください。 


バックアップ方法 


作成したファイルや Internet Explorer の「お気に入り」など、 HDD 内のデータをバックアッ 
プする方法やノ（ックアップしたデータを復元する方法は、本機の「インフォメーションメニュー」 
にある 「 PC お役立ち情報」で詳しく紹介しています。 

rpc お役立ち情巧 J か S 見る 

ノ（ックアップ方法や復元ち法は、なをご覧ください。 

「インフォメーンョンメニュー」一 「 PC お役立ち情報」 一 r 正しく、ままに使おう！」 
I 頁目の 「 Windows システム」 



見たい情報を 
ク U ツク 


<画面の内容は予告なく変更される場合があります> 
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バックアップ CD の作ぶ 


HDD の消去禁止領域に収録されている本体ドライバやソフトウエアのインストール用データは、 
CD メディアにバックアップすることびでをます。 

HDD び故障したり、誤って消去禁止領域を削除したりすると、インス!-ール用データは消えて 
しまいます。万一に備え、インス!ル用データを CD メディアにバックアップしておくことを 
おすすめします。 


バックアップ CD の作が方法 


バックアップ CD は、 U カバ U ツールを使用して作成します。 

バックアップ CD の作成方法は、なのとおりです。 

b デスクトップ上の「リカバリツール」アイコンをダブルクリックします。 

リカバリ ツール 

E 「ユ-ザ—アカウント制御」画面び表示された5、[続行]をクリックしまず。 

E 「 U カバリツール」画面び表示された5、に□作成]をクリックしまず。 

本体ドライバやソフトウェアの一覧の画面び表示された5、一覧か6 C □にバック 
アップしたい項目を選択して [ C □作成]をクリックします。 

バックアップずるデータび一時的に HDD にコピーされます。還おした項目によっては、 且 
の画面び表おされるまでに数分かかります。 



<イメージ> 

項目名の前に「*」の付いたソフトウェアは、すべて本体ドライバの CD 内に収録されます。 
個々に CD を作成する必要はありません。それ！;(外の項目は、1項目につを CD メディアび1 
枚必要です。 

b 画面び表示された5、ムソ降は、画面の指示に従って CD に書き込みを行ってください。 
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バックアップ CD か 6 インス I ルを巧うには 


作成 した) (ックアップ CD から本体ドライノ（やソフトウェアをインストールするち法は、なのと 
お0です。 

ここでは、本体ドライバのバックアップ CD からインストールする手順を例に説明します。 

b 作成した本体ドライバのバックアップ C □を光ディスクドライブにセットします。 

「自動再生」画面び表示された6、 rins ね ll . exe の実行」をクリックします。 

ク U ックする記載内容は、に etup . exe の実行」など、作成したバックアップ CD によって異 
なります。 

「自動再生」画面び表おされない場合は、[スタート] 一「コンピュータ」一 「 EPSON_CDJ 
をダブルク U ックします。 

E 「ユーザーアカウント制御」画面び表示された5、[許巧]をクリックしまず。 

ソフトウェアによっては、[続行]をク U ックします。 

D 「ドライバ•ソフトウェアのインス!ル」画面び表示された5、[インス!ル] 
をク U ックします。 

本体ドライバじ(かのソフトウェアをインス!ルする場合は、ソフトウェア名をク U ックします。 

ここで表示される画面は、作成したノ（ックアップ CD によって異なります。 

し U 降の手順は、「ソフトウェアの再インストールを行ラ」のそれぞれの項目をご覧ください。 


ご使用の前に 


基本操作 


2 


装置の増設 


3 


B — 日 S の設定4 


再インスト—ル 


5 


困つたとさは 


バックアップ CD の作成 
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電子マニュアルのダウン□ー ド 

当社のユーヴーヴポートページからは、お使いのコンピュータ和周辺機器の電テマこュアル 
(PDF - HTML など）をダウン□ー ドすることがでをます。 

紙マこュアルをな< してしまった場をや、「マこュアルびゆ一わ」のデータを削除してしまった 
場合などにご利巧 < ださい。 


電モマこュアルのダウン□ードは、次の場所から行います。 

「ユーザーヴポートぺージ」一「ダウン□—ド」一「マニュアル」 



製造番号を 
入力して検索 


<画面の内容は予告な<変更される場合があります> 




ユーザーサポートページからダウン□ー ドした電子マニュアルは、「マニュアル 
びゆ一ね」で見ることはできません。マニュアルごとにファイルを開いてご覧くだ 
さし、。 


ダウン□ー ドでをるそのほかのデータ 


r ユーヴーヴポート」一「ダウンロード」からは、なのデータちダウンロードすることびでをます。 
必要に応じてご利用ください。ダウンロードできるデータはお使いの機種により異なります。 

•最新の BIOS 


• ドライバ 


•ユーテイ U テイ 


•お問い合わせ情報 
•壁紙 


238 


電モマニュアルのダウン□—ド 





























セキュリティチップ ( TPM ) によるデ-夕の暗号化 

本機に搭載されているセキュ U ティチップ订 PM ) を使用すると、本機にな存されているデー 
夕を高度に暗号化することびできます。 TPM のセキュ U ティ機能の使用ち法は、 UM ) 『セキュ 
U ティ機能 ( TPM ) 設定ガイド』をご覧ください。 


TPM のセキュリティ機能で設定したパスワードは絶対に忘れないでください。忘れ 
た場合、それまでに暗号化したデータの復元がでさな<なります。 


上の類 

これは管理者向けの機能です。 TPM のセキュ U ティ機能を使用する場合は、内容を十分に理解し、 
お客様の責任において暗号化を行つて < ださい。 

TPM のセキュリティ機能ほ用前の準備 

TPM のセキュ U ティ機能を使用するには、 BIOS の設定と r セキュ U ティチップユーティ U ティ」 
のインス I ''ールび必要です。 

BIOS の設定 

BIOS の設定値を変更します。変更手順はなのとおりです。 

• ■ 「BIOS Se 山 P ユーティリティ」を起動します。 

とす = p.l 巳 3 「巨 IOS Setup ユー ティ U ティの起動」 

y 「TPM State 」 メニュー画面-にゎ日〇邑 e TPM State 」 を 「 Eabled 」 に設定しまず。 

p . l 78 「TPM State メ ニュー 画面」一 |"Chari 呂 e TPM State 」 

FI 変更した設定値を保存して 、 BIOS Se 山 P ユーティリティを終了します。 

が P .1 巨7 [Exit Saving Changes (変更した内容をなをし終了する)」 

FI 再度 、 BIOS Se 山 P ユーティリティを起動します。 

と哀=*口.1 巨 3 「巨 IOS Setup ユー ティ U ティの起動」 

曰 「Physical Presence 叩 erations 」 画面び表示された5 、 ITPM PP Operation 」 
で Execute 」 を選択しまず。 

I ■勺 「TPM PP Operation 」 に 「Press F 10」 と表示された5、キーボードの臣西]を 
巧しまず。 

EJ 次のメッセージび表示された5、 [ Yes ] を選択し、 （3 を巧しまず。 


Setup ConTirmation 


Save coDTi 呂 uration changes and exit now - 
[ Yes ] [ No ] 


ご使用の前に 


基本操作 


2 


装置の増設 


3 


B — 日 S の設定4 


再インスト—ル 5 


困つたとさは 




セキュ U ティチップ （ TPM ) によるデータの暗号化 
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円 再度 、 BIOS Se 山 P ユーティ U ティを起動しまず。 

とす =* p . l 日3 「BIOS Setup ユーティ U ティの起動」 

回 「TPM State 」 メニュー画面 - 「Current TPM State 」 び 「Enabled and Activated 」 
になっていることを®認しまず。 

これで巨 IOS の設定は完了です 。 BIOS Setup ユーテイ U テイを終了します。 


セキュリティチップユーテイリテイのインス I ル 


購入時、本機に「セキュ U ティチップユーティ U ティ」はインストールされていません 。 TPM 
のセキュ U ティ機能を使用するには、セキュ U ティチップユーティ U ティのインストールを行5 
必要びあります。 

インス!ルち法は、 nun 『セキュ U ティ機能订 PM ) 設定ガイド』をご覧ください。 
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セキュ U ティチップ （ TPM ) によるデータの暗号化 






例： 1 つの HDD 領域 （ C ドライブ）を、2つの HDD 領域 （ C ドライブと D ドライブ）に分 
割します。 


消去禁止領域 消去禁止領域 

C ドライブ C ドライブ 

□ドライブ 



0#^ 消去禁止領域 

「消去禁止領域」には、本体ドライバやソフトウエアなどを再インストールするためのデー 
夕や、 「 Windows 回復環境 （Windows RE )」 び設定されています。この領域を削除ず 
ると再インス I -ールびでさなくなります。絶対に削除しないでくださし、。 


HDD 領域【ドライブ）のサイズの巧ち 

すでに分割されている HDD 領域のサイズ（容量）を変更することちでをます。 


HDD m ( ドライブ）の分割•変更•巧ぶ 

ここでは、 HDD 領域（ドライブ）を分割.変更して使用する方法について説明します。 


HDD 領域を分割して使用する(概要) 


HDD 巧域（ドライブ）の分割 

HDD 領域は、いくつかに分割して、それぞれ別々のドライブとして使用することがでをます。 
HDD を分割したひとつひとつを 「 HDD 領域」または「パーティション」とも言います。 

また、 Windows で使える HDD 領域が「ドライブ」になります。 


ドライブのサイズを変更ずる 




例： C ドライブのサイズを大をくします。 


消去禁止領域 


C だ 

'イブ 

□ドライブ 

I 



\ 

入 

\ HDD 


消去禁止領域 

C ドライブ 

□ドライブ 



この場含は、 C ドライブと D ドライブを削除して、分割しなおす必要があります。 


1台の HDD を分割ずる 


2装置の増設 3巨—日 S の設定4再インスト—ル 


ご使用の前に 1基本操作 


HDD 領域 （ ドライブ）の分割-変更-作成 
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re ドライブを分割•変更する 


3 


C ドライブを分割すると、なのよ5なメ1」ット-デメ U ットびあります。 

C ドライブを分割する場合は、これらをよく理解した上で行ってください。 

• メリット 

HDD 領域を分割してデータのな巧先を分けてお< ことで、 U カバ U 時に最ル限の作業で元の 
環境に復帰することびでをます。 


HDD 領域び1つの場合 


Windows 


データ類 




\\ I // 



♦ 

V \ 

♦ 


\ C ドライブ 

\\ C ドライブ 

\ C ドライブ 

リカバリ前 


フォーマットを 


リカバリ後 


U カバ U ( Windows の再インストール）を行うと、 C ドライブのデータはすべて消去されます。 


HDD 領域を分割した場合 


Windows データ類 

占 若^^^ 

\ C □ C D C □ 

U カバリ前 フォーマットを リカバリ'を 

たとえば、 Windows やソフトウェアは C ドライフに、作成したデータなどは D ドライブに 
保存しておをます。 

この状態で1」カバ U ( Windows の再インストール）を行ラと、消去されるのは C ドライブの 
みとなるため、 D ドライブのデータは、 U カバ U 後、すぐにそのまま使用することびでをます。 



HDD が分割されている状態でリカバリを行うときは、万一に備えて C ドライプな 
外のドライブの重要なデータをバックアップしてください。 


•デ メリット 

• C ドライフ （ Windows の入つているドライブ）の分割を行うには、 U カバ U (Windows 
の再インストール）び必要です。 

- HDD 領域を変更すると、変更したドライブ内のデータはすべて消去されます。 

- HDD 領域を分割して使用すると、それぞれ分けられた領域の最大容量までしか使用でをな 
いため、それぞれの領域により容量び制限されます。 
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HDD 領域 （ ドライブ）の分割-変更-作成 


































c ドライブの分割-密更の流れ 

C ドライブの分割.変更は、 U カバ U ( Windows の再インス! -- ル）中に行います。サイズ溶 
量） を変更するには、まず変更するドライブを削除してからサイズを指定して再作成します。 

C ドライブ1；(がのドライブの変更ち法は、 とす = p .24 已 「 C ドライブし:!がのドライブを作成.変 
更する」をご覧ください。 


ドライプを分割-変更すると、分割-変更したドライブ内のデータはすべて消去さ 
れます。必要に応じてバックアップを取っておいてください。 

とす = p .23 已「データのバックアップ」 

C ドライブの分割-変更の流れは、なのとおりです。 

作業は、 とち = p .242 「 C ドライブを分割.変更する」に従ってください。 


Windows インス!'―ル中に、 C ドライブを削除ずる 

削除したドライブは「未割0当て」になります。 


C ドライブがのドライブを削除ずる 

HDD び分割されている場合に、ほかのドライブを削除して 
「未割り当て」を増やすことびで定ます。 


r モ割り当て」に新しい容量を指定して、 C ドライブを作成ずる 


Windows のインストールを完了させる 


ドライブを作成ずる 

C ドライブ作成後に残っている r 未割り当て」をドライブにします。 
と哀=り.24 已 「 C ドライブ U (外のドライブを作成•変更する」 


ご使用の前に 


基本操作 


2 


装置の増設 


3 


B — 日 S の設定4 


再インスト—ル 


5 


困つたとさは 


HDD 領域 （ ドライブ）の分割-変更-作成 
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c ドライブを分割-密更する 


C ドライブの分割.変更をする場合は、 Windows の再インス I ルび必要です。 な P .1 88 
「Windows Vista のインストール」の 回 を次の手順に読み替えて、 Windows のインストール 
を行ってください D 


とす^ P. 188 「Windows Vista のインストール」 の 回の 読み替え 


n 「ドライブオプション（詳細)」をクリックします。 



口 「ディスク0パーティシヨン吕」 （ C ドライブ）び選択されたげ態で悄 y 除」をクリッ 
クします。 

E 「このバーティシヨンを削除すると…」と表示された5、 [0 口をクリックしまず。 

削除したバーティシヨン （ C ドライブ）び「ホ割り当て領域」となります。 
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HDD 領域 （ ドライブ）の分割-変更-作成 























FI 次のとおり作業を続けます。 
C ドライブを分割する場合 


〇 「ディスク0未割り当て領域」を選択し、 r 新測をク U ックします。 

B に進みます。 


C ドライブの容量を増やず場合 

すでに HDD び分割されている場合は、 C ドライブがのドライブを削除して未割り当ての領 
域を増やします。ただし、削除したドライブのデータは消えてしまいます。 

〇 そのほかのパーティションち C ドライブと同様に削除し、「ディスク0未割り当て 
領域」を増やします。 

0 「ディスク0未割り当て領域」を選択し、「新規」をク U ックします。 

B に進みます。 

^ C ドライブのサイズをミ夫めます。サイズを入力し、[適用]をクリックします。 

C ドライブには、 40 G 目程度 (40000 MB ) を割り当てることをおすずめしまず。 

円 「ディスク0パーティション2」 （ C ドライブ）び選択された:!犬態で、[次へ]をクリッ 
クします。 

Windows Vista のインストールび開始されます。システム構成にもよりますび、インストー 
ルは2日分〜4日分かかります。 

続いて とす^ P. 188 「Windows Vista のインストール」 の に進みます。 

瓜 の画面が表示されるまでキーボードやタッチパッドは操作しないでください。 


ドライブながのドライブを作が•変更する 


ここでは、 C ドライブし:!外のドライブを作成•変更する方法について説明します。 

なのよラな場合にご覧ください。 

• C ドライブ L ソ外のドライブのサイズを変更する場合 

• Windows の再インストール中に C ドライブを分割して作成•変更された「未割り当て」をド 
ライブにして使用する場合 

C ドライブ （ Windows の入つているドライスの分割•変更を行う場合は、 が P .242 「C 
ドライブを分割-変更する」をご覧ください。 


ご使用の前に 


基本操作 


2 


装置の増設 


3 


B — 日 S の設定4 


再インスト—ル 


5 


困つたとキしは 


HDD 領域 （ ドライブ）の分割-変更-作成 
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ドライブ巧ぶ-変更の流れ 

ドライブの作成の流れは、なのとおりです。 

作業は、 とす = p .247 「 HDD 領域（パーテイシヨン）の作成手順」に従ってください。 


サイズ変更ずるドライブを削除（サイズ変更の場合のみ) 

削除された領域び「未割り当て」になります。 

とす = p .248 「 C ドライブ lil 外のドライブを削除ずる」 



r 未割り当て」にパーテイシヨンを作成ずる 


と受=口.247 「 HDD 領域（バーテイシヨン）の作成手順」 



フオーマツトが自動で行われる 



) くーテイシヨンび新しいドライブとして認識される 


《 HDD 内の「モ割り当て」にバーティシヨンを作成すると、バーティシヨンは、 Windows 上でドライブの 
や E など）として和用でさるよラにな0ます。 


パーティションとは 

ドライブの作成•変更を行ラ画面（ディスクの管理）では、 HDD 領域のことを「パーティ 
ション」と言います。パーティションには、「プライマ U パーティション」と r 拡張パーティ 
ション」びあります。 

• 1つの HDD に作成できるパーティションは最大で4つです。消去禁止領域ちパーティ 
ションの1つです。 

-パーティションを作成すると、自動的に3つ目まではプライマリパーティションとな 
り、4つ目は拡張パーティションとなります。 

. 拡張パーティションには、論理ドライブをいくつわ作成でをます。 


<ノてーテイシヨンの組み合わせの例> 



C 

D 

拡張パーティション 

E F G 


1 1 1 1 

1 

1 



消去禁止領域 プライマリパーティション 論理ドライブ 
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HDD 領域 （ ドライブ）の分割-変更-作成 




























































HDD 領域【パーテイシヨン）の作ぶ手順 

HDD 領域（パーティシヨン）を作成する手順は、なのとおりです。 

• ■ [スタート]-「コント□-ルパネル」一「システムとメンテナンス」一 r 管理ツール」 
-「コンピュータの管理」をダブルクリックします。 

「ユーザーアカウント制御」画面び表示された5、[続行]をクリックしまず。 

「コンピュータの管理」画面び表示された5、画面をの「ディスクの管理」をクリッ 
クします。 

HDD 領域の状態び表示されます。 


HDD 領域の状態 


<イメージ> 

パーテイシヨンを作成したい r 未割り当て」をちクリックして、表示されたメニュ ー 
か5「新しいシンプルボリューム」をクリックしまず。 

b 「新しいシンプルボリュームウイザード」画面び表示された6、[次へ]をクリック 
します。 

U 「ボリュームサイズの指定」と表示された6、サイズを指定して、[次へ]をクリッ 
クします。 

「ドライブ文字またはパスの割り当て」と表示された5、ドライブ文字を選択して、[次 
へ]をクリックします。 

& 「パーテイシヨンのフォーマット」と表示された5、炊へ]をクリックしまず。 

^ 「新しいシンプルボリュームウイザードの完了」と表示されます。[完了]をクリッ 
クします。 

フォーマットび開始します。フォーマットび完了した6、 HDD 領域（バーテイシヨン）の作 
成は完了です。 





ご使用の前に 


基本操作 


2 


装置の増設 


3 


B — 日 S の設定4 


再インスト—ル 


5 


困つたとキしは 



HDD 領域 （ ドライブ）の分割-変更-作成 
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re ドライブながのドライブを削除する ■ 


C ドライブし i (外のドライフ （ D ドライブなど）のサイズを変更するには、変更するドライブを削 
除して、新しいサイズでドライブを作成しなおします。 

ドライブを削除すると、ドライブ内のすべてのデータは削除されます。ドライブ内の重要なデー 
夕は、 C ドライブや CD-R メディアなどにあらかじめバックアップを行ってください。 
ドライブを削除する手順は、なのとおりです。 

〇 [スタート]-「コント□-ルパネル」一「システムとメンテナンス」一 r 管理ツール」 
-「コンピュータの管理」をダブルク U ックします。 

「ユーザーアカウント制御」画面び表示された5、[続行]をクリックしまず。 

E 「コンピュータの管理」画面び表示された5、画面左の「ディスクの管理」をクリッ 
クしまず。 

HDD 領域の状態び表示されます。 



<イメージ> 

〇 削除したいドライブ（パーテイシヨン）をちク U ックして、表示されたメニューか 
5「ボリュームの削除」をクリックします。 

Pi r - - •続行しますか？」と表示された5 [はい]をクリックしまず。 

バーテイシヨンを削除すると、 r ホ割り当て」になります。 r 未割り当て」をバーテイシヨンと 
して使用したい場合は、ノ くーテイシヨンの作成を行います。 

とす = p .247 「 HDD 領域（バーテイシヨン）の作成手順」 
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HDD 領域 （ ドライブ）の分割-変更-作成 


































u チウム電池の交換 


BIOS Setup ユーティ U ティで設定した情報は、本機内部の U チウム電池によって保持されて 
います。 

U チウム電池は消耗品です。コンピュータの使用状況によって異なりますび、 AC アダプタやバッ 
テ U からの電源供給びまったくない場合、本機の U チウム電池の寿命は約已年です。 

日付や時間び異常になったり設定した値び変わってしまうことび頻発するような場合には、 U チ 
ウム電池の寿命び考えられます。 nun 『サポート•サービスのご案内』をご覧になり、カスタマー 
サービスセンターまでご連絡ください。 


ご使用の前に 


基本操作 


2 


装置の増設 


3 


B — 日 S の設定4 


再インスト—ル 


5 


困つたとさは 


U チウム電池の交換 
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AT コマンドの使用 


AT コ7ンドにつし、て 

コンピュータから FAX モデム機能に巧してさまざまなコマンドを送り、モデムの動作を制御す 
ることびでをます。本機のモデムではモデム制御コマンドに 「 AT コマンド」を採用しています。 

AT コマンドの巧用 

通信ソフトウェア （Internet Explorer や Windows メールなど）でモデムを動作させる場合は、 
通常コマンドを使用する必要はありません。しかし、「モデムのプ□パティ」画面の「追加設定」 
に AT コマンドを入力することで、不具合を解消したり、初期的な設定を行ラことびでさます。 
なのよラな現象の場合は、「追加設定」の欄にコマンドを入力してみてください。 


創 D 設定欄の表示方法 

「追加設定」の欄を表示させるち法は、なのとおりです。 

• I [スタート]-「コント□-ルパネル」一 「 A - ドウエアとサウンド」一「電話とモ 
デムのオプション」一「モデム」タブー[プ□パティ]をクリックします。 

「詳細設定」タブをクリックすると、 r 追加設定」欄び表示されまず。 


AT コマンドー 覧 


現象 

AT コ7ンド 

ダイヤル音やネゴシエーション音を消したい。 

「 ATMO 」 

ダイヤル音やネゴシエーション音をルさくしたい。 

TATLOJ 

「1-ーンが検出できません」などのエラーメッセージが表示されイ 
ンターネットに接続でさない。 

「 ATX 3」 

モデムの設定を工場出荷時の状態にずる。 

TAT&FJ 

ダイヤル回線（パルスダイヤル）でダイヤルずる。 

「 ATP 」 

プッシュ回線（トーンダイヤル）でダイヤルずる。 

「 ATT 」 

「互換性のあるネットワークプロトコルを処理でをない」などのエ 
ラーメッセージが表示されインターネットに接続でをない。 

「 AT + MS =34」( V 34) 
「 AT + MS =92」( V 92) 

「 AT + MS = K 己 6 FLEX 」（ K 己 6 flex ) 

使用したい通信方式[し応じて設定。 

接続が不安定 （1 日回に3回しかつながらない/違中で切断され 
てしまう）。 

パスワード認証のあと、「接続が確立でさませんでした。」などの 
エラーメッセージが表示されインターネットに接続できない。 


複数のコマンドを入力したいとをは2ま目し U 降のコマンドの AT は付けずに連続して入力しま 
す。例： ATM 0 X 3 ( ATM 0+ ATX 3) 
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AT コマンドの使用 



















HDD 内のデータを消去する手順は、なのとおりです。 

n 本機の電源を入れ、リカバ U ツール C □を光ディスクドライブにセットしまず。 

「自動再生」画面び表おされた場合は、 @ をク U ックして画面を閉じてください。 

[スタート]— [►] -[再起動]をクリックして、本機を再起動しまず。 

J 黒い画面の中央に 「 EPSON 」 と表示され、消えたあと 、 「Kernel Loading . 

Press any key to run PC TEST 」 と表示された 6 どれかキーを巧します。 

システム診断ツールび起動し、自動的に診断び開始します。 

iJ 区毎] + CZD を巧して診断を中止したあと、どれかキーを巧します。 
k 1 選択項目画面び表示された5、 m で 「HD Erase 」 を選択して W を巧します。 
id 選択 I 頁目画面び表示された 5、 m で 「Full Erase 」 を選択して m を巧します。 

EJ 選択項目画面び表示された5、「 N0 Verify 」 を選択して m を巧します。 

rnWARNING !!」 画面び表示されます。 

消去び開始されると、途中で止めることはでさません。 

消去を中止する場合は、 ri ^ を巧すと、「システム診断ツール」画面に戻ります。 

巧 キーボードで 「 Yes 」 と入力しまず。 

消去が始まります。 

消去には、しば6く時間がかかります。かかる時間は HDD の容量によって異なります （4 日 G 目 
の HDD の場をで約3日分)。 


コンピュータを巧案ずるとまは 

本機を廃棄するとをには、 [ HD 『サポート•サービスのご案内』の「コンピュータの廃棄•譲 
渡について」をご覧ください。 


HDD のデータを 消去す る 


本機を廃棄する前に HDD のデータを消去してください。 

U カバ U ツール CD に収録されている「システム診断ツール」では、 HDD 内のデータを ずべて 
消去することびでをます。 

消去を開始ずると、 HDD のデータは元には戻りません。必要に応じてデータをバックアップし 
て < ださい。 




データ消去の結果について、当社および開発元の Ultra-X 社は責任を負いません。 
HDD のデータ消去-廃棄は、お客様の責任において行ってください。 
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装置の増設 
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B— 日 S の設定4 


再インスト—ル 
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困つたとさは 


ご使用の前に 1基本操作 


コンピュータを廃棄するとをは 
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回 に rase of HDO : Passed Press any key to continue 」 と表示された5、リカ 
バリツール C □を光ディスクドライブか5取り出して、本機の電源を切りまず。 

これで、データの消まは完了です。 
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コンピュータを廃棄するとをは 




機能仕様—覧 


CPU 

インテル Core 2 Duo プ□セッサ 

BIOS 

Phoenix-Award BIOS 

チップセット 

モバイルインテル PM 4 已 Express Chipset + ICH 9 M 

セキュリティ 

チップ 

対応規格 

TPM 1.2 

コント□-ラ 

Infineon SL 巨白巨 3 己 TT 1.2 

メインメモ U 

PC 3-8500 S 0 DIMM ( DDR 3-1066 SDRAM ) を使用して最大約 3 GB まで利用可能 

ビデオ 

NVIDIA GeForce 9600 M GS 専用ビデオメモ U : 2己日 MB 

NVIDIA GeForce 9800 M GT 専用ビデオメモ U : 巳1吕 MB 

NVIDIA Quadra FX 2700 M 専用ビデオメモ U : 已 12 M 日 

搭載しているメインメモ1」の容量によ D 、 メインメモ U の一部（最大 
日 4 M 日〜 1277 M 日）をビデオメモ1」として使用 

画面表示 

液晶タイプ 

1己.4型 WXGA + カラー液晶1440 X 900ピクセル True Color (32 ビット）り 

1 已 .4 型 WUXGA カラー液晶 1 920 X1 200ピクセル True Color (32 ビット） 

外部ディスプレイ接続 

1600 X 12日日ピクセル、1日2日 X 12日日ピクセル（ワイドディス 
プレイ接続時のみ ） True Color (32 ビット） 

サウンドコント□-ラ 

八イ-デフィニション-才ーディオ対応 Realtek 製 ALC 目62 

キーボード 

日本語対応87キー （ Windows キー付き）、インスタントキー 3個 

ポインティングデバイス 

タッチパッド 

記憶装置 

HDD 

1台内蔵に.己型シ U アル ATA 2 HDD ) 

光ディスクドライブ 

1台内蔵 

インタ 

フェース 

USB 

4 ( USB を日対応）（背面上段のコネクタは eSATA と共用） 

eSATA 

1 (7 ピン） 

IEEE 1394 

1 (4 ピン） 

LAN 

1 ( RJ -4 己1 OOOBase - T /1 OOBase - TX /1 OBase-T SgliSli ) 

FAX モデム 

1 ( RJ -1 1 K 巳日 flexV '92 対応）巧 

サウンド 

ステレオスピーカ、モノラルマイク内蔵 

マイク入カコネクタ X 1、 へッ ドフォン出カコネクタ X 1、同軸デジタルオー 
ディ オ出力 ( S / PDI 円コネクタ X 1 

ディスプレイ 

DVI - I コネクタ（デジタル DVI-I 29ピン） X 1 

(添付の DVI - VGA 変換アダプタを使用してアナ n グ5二 D - SU 巨1巳ピンに変換） 

HDMI コネクタ （ HDMI 19ピン） X 1 

Express 力ードス□ット 

1 ( ExpressCarci /34/54 ス□ツト） 

メモリカードス□ット 

1六モリースティック （ Pr □対応)、マルチメディアカード 、 SD メモ U - 
力ード （ SDHC 対応） 

カレンダ時計 

内蔵（内蔵電池によりバックアップ） 

電源 

AC アダプタ 
(0227 A 2012 0) 

入力 AC ] 0日 V 〜24日 V ± ] 日。/ 0 巧、 2.0 A (巳日/日日 Hz )、 

出力2日 V 、巨.日 A 、120 W 重量約88已呂（含電源コード） 

バッテ U ( BT 4201- B ) 

容量44日日 mAh Li-ion 14.8 V 駆動時間約 3 . 4 時間*4 JEITA 測 
定方法 Verl . 日 

温湿度条件 

温度：]日〜3己む湿度： 2日〜8日％ (ただし、結露しないこと） 

外形寸法 

本体： 364 (幅） X 269.5 (奥行 ） x 37〜已2 (高さ ） mm 

質量 

本体：約 3.3 k 呂 

消費電力 

145 W (最大）/ 1.9 W (ス U - プ状態）/ 1.6 W 〔電源オフ時） 


叫 グラフィックアクセラレータのディヴ U ング機能により実現しています。 

が認定番号ラベルは、コンピュータの底面に貼付されています。 

が標準添付されている電源コードは、 ACIOOV 用（曰本仕様）です。本製品は、国内専用ですので海外でお使いの場 
合は保証対象がとな0ます。 

システム構成や使用環境により異なります。 


ご使用の前に 


基本操作 


2 


装置の増設 


3 


B— 日 S の設定4 


再インスト—ル 


5 


困つたとキしは 


機能仕様一覧 
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Bluetooth*i ( オプション ) 


準拠規格 

Bluetooth 標準規格 Ve 「2 .日 +EDR 

通信距離（規格値） 

1日 m が 

乾送速度（規格値） 

3 Mbps 


^ 本製品には、電波法の規定により、工事設計認証を取得した無線設備を内蔵していまず。 

認証製品名： GUBTCR 42 M-NS 
認証番号： 2日1 WW 082 15118 

が実隙の通信距離は、電波環境、障害物、設置環境などの周囲条件や、アプリケーション、 Windows などの使用条件に 
よって短くな0ます。推奨される通信距離は3 内です。 

無線 LAN*i ( オプション） 

♦ IEEE 802.1 la/b/g 


準拠規格 

IEEE 802.1 la : ARIB STD - T 71 (か電カデータ通信システム規格） 

( VV 己吕 / W 已 3/ W 已 6) 己 GHz 無線 LAN 標準プ□トニ IJ レ 

IEEE 802.1 lb / 邑 ： AR 旧 STD - T 巨6 ( ル電カデータ通信システム規樹 2.4 GHz 無 

線 LAN 標準プ□トコル 

データ乾送速度 
(規樹直い 2 

802.1 la/g :已 4 Mbps 

802.1 lb :1 1 Mbps 

伝送方式 

OFDM 方式 ( IEEE 802.11 a / 旨） 

DS - SS 方式 ( IEEE 802.1 lb ) 

伝送距離 
懼論値） 

1 IMbps : 40 m ( IEEE 802.1 lb ) 

已 4 Mbps : 2 已 m ( IEEE 802.1] 呂） /12 m ( IEEE 802.1 la ) 

屋内におけるアクセスポイントとの通信時が 

セキュリティ 

] 28/64 bit WEP 、 WPA 、 WPA 2 対応 

認証 

8日を lx *4 

使用無線 
チヤンネル 

IEEE 802.1 la : 3目/4日/ 44/48 ch ( W 已2)、已2/巳目/目日/ 64 ch (邮已 3) 

100/1日4/108/1 12/1 16/12日/124/1 28/1 32/13色/14日 ch ( W 已巨） 

IEEE 802.1 lb :1〜] 3 ch 

IEEE 802.1 Ig :1〜] 3 ch 


• IEEE 802.1 In ドラフト 2.0 


準拠規格 

IEEE 802.1 In ド'ラフト 2.0 

データ窗送速度（規格値）* 2 

4已日 Mbps 

伝送方式 

MIM 日方式 

セキュリティ 

WPA 、 WPA 2 対応 （AES のみ） 

認証 

8日 2.1 x *4 


本製品には、電波法の規定により、工事設計認証を取得した無線設備を内蔵しています。 

認証製品名：已 33 AN_MMW 

言忍証番号： 003\ AAA / A 080] 已2、003 XWA 0801 已3、003 YWA 0801 已4 
が無線 LAN 規格の理論上の最大値であ0、実際のデータ転送速度を示すわのではありません。 

が実隙の通信距離は、電波環境、障害物、設置環境などの周囲条件や、アプリケーション、 Windows などの使用条件に 
よって短< な0ます。 

*4 当社では 、 Windows Server 2003との IEEE 8 日 2.1 x Radius ServeKEAP-TLS 対応認証ヴーノ 0 + WPA ( TKIP ) 
の組み合わせによる認証において動作を確認しています。すべての環境下での動作を保証するものではありません。 
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AC アダプタ 

使ぅ . 

AC アダプタコネクタ 

Ad 曰 be Reader. 

インス!ル ...... 

セットアップ ...... 

ADSL. 

AT コマンド . 



BIOS. 

BIOS Setup ューティ I 」ティ 

起動 . 

終了 . 

設定項目 . 

設定値を元に戻す . 

操作 . 

パスワードを設定する… 

BitLocker.... 

Bluetooth 機能 . 

ON/OFF 方法 . 

日 lueto 曰 th ユーテイ I 」テイ … 
インス!ル . 


. 40 

. 27 

. 29 

. 194 

. 19已 

. 12已 

138, 2已〇 


161 

163 

163 

167 
174 

168 

164 
169 
...58 
...77 
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DVD メディア 

書を込み….. ..64 

強制取0出し . 63 

読み込み•再生 . 64 

DVI - I コネクタ . 27曰1 

DVI-VGA 変換アダプタ..… ... 92 


eSATA/USB コンボコネクタ.. 

eSATA 機器 .. . . 

Exit Discarding Chan 呂 es .... 

Exit Savin 浸 Chan 浸 es. 

Express 力ード 

お . 

不具合… . 

Express 力ードス□ツト . 


27,目目，148 

. 148 

. 167 

. 167 

. 73 

. 218 

. 26, 73 



FAX モ弘 . 137 

設定 . 139 

不具合 . 223 

FAX モデムドライバ . 28 

File Safe . 104 

Fn キー ..... 已1，已4 


Caps Lock フンプ . 

CATV. 

CD メディア 

書を込み . 

強制取り出し . 

読み込み■再生 . 

C ドライブ.. . 

分割.変更する . 

C ドライブ政外のドライブ 

削除する . 

作成•変更する . 



DNS (ネーム）サーバ ..... 
DVD VIDE 日再生ソフト 


2巳，已3 
…12已 

64 
63 
63 
已6 
…242 

…248 
…24已 


140 
，..目4 


呂〇〇ス了イッブ .……… ...30. 128 

インス!ル .] 目白 



HDD 

暗号化 . 已8 

使5 . 56 

データを消去する . 2己1 

不具合..…. . 216 

HDD アクセス制限 ..... 171 

HDD アクセスランプ . 2已 

HDD 設定変更サービス . 已7 

HDD 領域 

分割.変更.作成 . 241 

HDMI コネクタ……… ... 27.日1 

HDMI 接続（外付けディスプレイ） . 91 
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i -フィルタ ー 3 日曰版 . 2曰，134 

インス!-ール . 197 

管理パスワード . 13巳 

ユーヴー登録 ... 198 

IEEE ]3 目4コネクタ… .26. 147 

IEEE 802.11 a / b / g/n . 112 

Intel Matrix Storage Mana 呂 e 「.28 

Internet Explorer .126 

情報バー . 127 

追加機能 . 128 

ISDN 回線 . 12已 



」 ava 2 Runtime Environment ..29 

JWord .128 

JWord 円 u 宫 in .29 

インス!ル .19 曰 



LAN ケープル 
LAN コネクタ 

LCD 画面 . 

お手入れ.. 
LCD ュニット . 
不具合...... 



MAC アドレスフイルタリング 
MS-IME ... 


110,116 
..26,110 

. 24 

. 234 

...24, 84 
. 220 


120 

..52 



Nero / Essentials ........ . .. 29 

インス!ル ... 196 

使いち . 目已 

Norton Internet Security 90日版 . 29 

インス!-ール . 19已 

使ラ . 131 

ファイアウォール機能. ... 132 

NumLo 巳 k ランプ… . 2巳，已3 



PC お役立ち情報 .5. 36, 23已 


S/PDIF (同軸デジタルオーディオ出力）コネクタ ...... 26. 99 


Scroll L 曰 ck ランプ . 2已，已4 

S 日 DIMM ... メモ U 参照 

SSID . 118 

SSID 非通知 . 122 


Supervisor Password (管理をパスワード） ...... 169 



TKIP . 118 

TPM . セキュ U テイチップ参照 



US 巨機器 . 66 

接続と取り外し . 67 

使5 . 66 

USB コネクタ . 2巨， 27. 6色 

US 巨マクス . 已〇 


User Password (ユーヴーパスワード） ........ 169 


Wakeup On LAN . Ill 

Web フィルタ U ングソフトウェア . 134 

インス!ル ...] 白7 

WEP . 118 

Windows Defender ... 133 

Windows Media Player . 100 

Windows RE . Windows 回復環境参照 

Windows Update ... 129 

Windows Vista .28 

インス!ル . 187, 188 

使用方法 .36 

ヘルプ . 36 

Windows Vista U カノ': ：U DVD .28,184 

Windows 回復環境 . 曰7, 228 

Windows 指紋□グオン . 104,109 


Windows メール . 126 

初期設定 . 127 


WinDVD ...29. 64 

インス!ル .] 白目 

WPA . 118 

WUXGA . 84 

WXGA + .. .. 84 


256 


索引 








































































アップグレードサービス . 1已2 

アップデート 

Windows . 129 

アナ□グ接続（外付けディスプレイ） . 92 

アナ□グ電話回線….. ... 12已 

アプ U ケーシヨンキー . 巳巳 

アルファベット 

大文字-ル文字切0誓え ... 已3 

入力 . 巳2 


オーディオ機器の接続 . 99 

お手入れ . 234 

音量の調節 . 98 



解像度の変更 . 87 

拡張パーティション ... 246 

各部の名称..…… . 24 

カテコ' U の表示 . 37 



インスタントキー ... 曰1，已已 

インスタントキードライバ . 29 

インストール 

Adobe Reader . 1白4 

Bluetooth ユーティ U ティ . 193 

goo スティック .. 199 

i -フィルタ ー 3日日版 ... 197 

JWord Plugin ......... 199 

Nero 7 Essentials .1 白 6 

Norton Internet Security 目曰日版 . 19已 

Web フィルタ U ングソフトウエア . 197 

Windows Vista ... 187,188 

WinDVD . 196 

指紋認証ユーティ U ティ . 201 

セキュ U ティソフトウエア . 19已 

セキュリティチップユーティ U ティ ......201. 240 

本体ドライバ . 192 

マカフイー SiteAdvis 曰 「 Plus 30日版….. .2 日日 

マニュアルびゅ一わ ... 19已 

リカバ I 」ツール . 191 

インストール時の不具合 . 223 

インターネットエクスプ□—ラ ...... Internet Explorer 参照 

インターネット接続 . 124 

インテル•ターボ•メモ U . 149 

インフオメーシヨンメニュー . 4, 29 


かな入力 . 已2 

画面サイズ切り誓えキー . 2已 

画面サイズの切0誓え . 88 

画面表示…… . 84 

管理ち（ユーヴーアカウント） . 38 

管理ちパスワード （ BIOS ).] 目白 

管理パスワード G — フィルター3日曰版） ...... 13巳 



キーボード .. . ... 51 

不具合..…. . 219 

記憶装置の不具を. .. 216 

起動旧0日 t ) デバイスの順番変更 . 172 

起動時の不具合 . 20白 

機能キー . 已1 

機能仕様一覧 . 253 

休止状態 . 144 

強制終了 . 3已 



クラシック表示 . 37 

ク U ック . 49 

ク□—ンモード . 93 



ウイルス対策機能 


警告メッセージ ..... 231 

検索 

131 JWord ... 128 


液晶ディスプレイ . 84 


交換 


ノ（ツテリ 


4已 
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メモり. . 

. .1已4 

情報マップ . 

IJ チウム電池 . 

....249 

シ U アル ATA …… 

コント□ー ルノ くネルの表示 . 

. 37 

シングルチヤネル 

コンピュータウイルス . 

.126. 131 

シングルモード.… 

コンピュータの廃棄 . 

コンピュータ本体の不具合..……… 

.. 2已] 

..209. 214 

mm 



ちイソ乂卜一 J レ . 

. 181 

必要なメディア . 

. 184 

再起動 . 

. 34 

再生 


e ド . 

. 100 

サウンド機能 . 

. 98 

不具合 ... 

. 221 
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ほ用限定について 

本製品は、日 A 機器として使用されることを目的に開発-製造されたをのです。 

本製品を航空機-列車-船舶-自動車などの運行に直接関わる装置-防災防犯装置-各種安全装置など機能- 
精度などにおいて高い信頼性-安全性が必要とされる用途に使用される場をは、これらのシステム全体の信 
頼性および安全性維持のためにフェールセーフ設計や冗長設計の措置を講じるなど、システム全体の安全設 
計にご配慮頂いた上で本製品をご使用<ださい。 

本製品は、航空宇宙機器、幹線通信機器、原子力制御機器、生命維持に関わる医療機器、24時間稼動シス 
テムなどの極めて高い信頼性-安全性が必要とされる用途への使用を意図しておりませんので、これ6の用 
途にはご使用にな6ないでください。 

本製品を曰本国かへ持ち出ず場合のご注意 

本製品は日本国内でご使用いただくことを前提に製造•販売しております。したがって、本製品の修理•保 
守サービスおよび不具をなどの対応は、曰本国外ではお受けでをませんのでご了承ください。また、曰本国 
がではその国の法律または規制により、本製品を使用でさないことわあります。このよラな国では、本製品 
を運用した結果罰せられることがありますが、当社といたしましては一切責任を負いかねますのでご了承く 
ださい。 

電液障害について 

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 （ VCCI ) の基準に基づくクラス目情報技術装置です。 
この装置は、家庭環境で使用することを目的としていますが、この装置がラジオやテレビジョン受信機に近 
接して使用されると、受信障害を引さ起こすことがあります。取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてく 
ださい。 

巧時電店ほ下について 

本製品は、落雷等による電源の瞬時電圧低下に対し不都合を生じることがあります。 

電源の瞬時電圧低下対策としては、交流無停電電源装置等を使用されることをおすすめします。（社団法人 
電子情報技術産業協爸のパーソナルコンピュータの瞬時電圧低下対策規格に基づ<表示） 

有寿命部品について 

当社のコンピュータには、有寿命部品（液晶ディスプレイ、八ードディスク、；令却用ファンなど）が含まれ 
ています。 

有寿命部品の交換時期の目安は、使用頻度や条件によ0異な0ますが、本製品を通常使用した場合、1曰約 
8時間、1ヶ月で2已日間のご使用で約已年です。 

上記目安はあくまで目安であって、故障しないことや無料修理をお約束するをのではありません。なお、長 
時間連続使用など、ご使用状態によっては早期にあるいは製品の保証期間巧であってを、部品交換（有料） 
び必要となります。 

* LCD ユニットを最大輝度で常時使用した場合の寿命は、1日日日日時間です。 

J 旧 C 61000 -3-2 適合品 

本装置は、高調波電流規格 JIS C 61000-3-2 に適含しております。 


パソコン回収について 


逃 

リサイクル 


当社では不要となったパソコンの回収-再資源化を行っています。 PC リサイクルマーク付さの当 
社製パソコンおよびディスプレイは、ご家庭から廃棄する場合、無償で回収•再資源化いたします。 
パソコン回収の詳細は下記ホームページをご覧くださし、。 

http :// shop . epson . jp / pcrecycle / 


夏作権な薦ま 

あなたがビデオなどで録画•録音したをのは、個人として楽しむなどのほかは、著作権法上、権利者に無断 
で使用することはできません。 

テレビ-ラジオ-インターネット放送や市販の CD • DVD • ビデオなどで取得でさる映像や音声は、著作物 
として著作権法により保護されています。個人で楽しむ場含に限り、これ6に含まれる映像や音声を録画ま 
たは録音することがでさますが、他人の著作物を収録した複製物を譲渡したり、他人の著作物をインターネッ 
卜のホームページなどに掲載（改編して掲載する場合を含む）するなど、私的範囲を超えて配巧•配信する 
場合は、事前に著作権を（放送事業ちや実演家などの隣接権ちを含む）の許諾を得る必要があ0ます。著作 
権ちに無断でこれらの行為を行ラと著作権法に違反します。 

また、実演や興行、展示物などのラちには、個人として楽しむなどの目的であってわ、撮影を制限している 
場合がありますのでごを意ください。 

ご 趙 ’ 

1. 本書の内容の一部、または全部を無断で転載することは固くお断りいたします。 

2. 本書の内容および製品の仕様について、将来予告なしに変更することがあります。 

3. 本書の内容は万全を期して作成いたしましたび、万一誤り-お気付さの点びございましたら、ご連絡くだ 
さいますようお願いいたします。 

4. 運用した結果の影響につさましては、3項にかかわらず責任を負いかねますのでご了承ください。 

商標につぃて- 

• Microsoft . Windows、Windows Vista、Internet Explorer、Windows Media 、 ActiveX 、 臣 itL 曰 cker 
は米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標または商標です。 

• Intel 、 インテル 、 Intel □ユ Intel C 曰 re は、ア力合衆国およびその他の国における Intel Corporation 
の商標です。 

• PS /2 は International Business Machines の登録商標です。 

• Symantec、Symantec □ユ Norton Internet Security は Symantec Corporation の登録商標です。 

- McAfee およびマカフイーは、米国法人 McAfee . Inc . またはその関連会社の米国またはその他の国におけ 
る登録商標です。 


• Adobe、Adobe □コ’、 Reader は 、 Adobe Systems Incorporated (アドビシステムズ社）の米国なら 
びに他の国における商標または登録商標です。 

• Memory Stick . マジックゲート 、 Memory Stick の□コ‘は、ソニー株式舎社の商標です。 

• MultiMedia Card ™ は、ドイツ Infineon Technologies AG 社の商標です。 

•SD □コ'は商標です。 

• 目 luet 日 oth は Bluetooth S に. Inc . の商標です。 

そのほかの社名、製品名は一般にそれぞれの妄社の商標または登録商標です。 
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